















































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　人気実況主はフリーゲーム制作者と夢を見る

第一制作　とあるフリーゲーム制作者の夢

第二制作　人気実況主とフリーゲーム制作者は恋人になるのか？

第三制作　人気実況主はデートをするのか

第四制作　委員長はフリー素材を作るのか

第五制作　星を拾うひと

第六制作　特別えんため大賞

第七制作　人気実況主とフリーゲーム制作者は夢に挑む

エピローグ　とある実況主の夢
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　殺される。

　教室の壁際に追おい詰つめられたオレは背中に流れる冷や汗を感じた。

　窓からはオレンジの光が差し込み、教室を黄昏たそがれに染そめている。

　今、この教室にはオレともうひとり、二人の生徒が残っている。

　そしてオレはそのもうひとりの生徒に壁際に追い込まれ、身動きできない状態となっていた。

　オレの頭のすぐ横にはその人物の手が置かれ、股またの間を足で押さえつけられ動けない状態となっているからだ。

　いわゆる壁ドンというやつだ。

　そう説明するとオレを押さえつけているのが、いかにも屈くつ強きような男というイメージかもしれないが、実際はその真逆。

　今、オレの目の前にいるのは校内でも上位に入るであろう美少女。

　やや目つきの悪いツリ目。しかし、それは彼女の容姿を損そこなうものではなく、むしろ勝気なイメージは少女に野や性せい味み溢あふれる魅み力りよくを与え、それが彼女の美しさを引き上げている。

　そして、夕暮れの黄昏にも負けない綺き麗れいな金髪。

　窓から差し込む黄金の輝きを受け、彼女の髪はまるで金色の麦むぎのように美しかった。

　そして、低い身長と相あい反はんするメロンのような立派な胸。

　僅わずかに外はずれかけたボタンの下から覗のぞくそれはオレの視線を釘くぎ付づけにして離さない魔力を秘ひめていた。

　とはいえ、この状況は決して楽観できるものではなく、最初に言った通り生命の危機を覚えるべき事態であった。

　いや、仮に命を奪うばわれないとしても、オレのこの学園生活における生はある意味で終わりを告つげる。

　これから先、卒業までの間、オレは目の前の少女の言いなりとなり、パシリとなること決定なのだから。

「なあ、ここまで言えば分かるよな？」

　そんなオレの不安を煽あおるように目の前の少女が口にくわえていた飴あめの棒ぼうを一ひと際きわ強く嚙かみ、その唇くちびるに薄い三日月の笑みを浮かべる。

　すぐそこに金髪の美少女がオレを舐なめるように見ている。

　世の男からすれば羨うらやましい状況かもしれないが、この学園で彼女を知る者からすれば、それが羨ましいどころか死刑確定にも等しい状況である。つまり、それほどまでにオレの状況は最悪。

「〝これ〟をバラされて欲しくなかったら、オレの言うこと聞いてもらえないか？」

　そう言って彼女は右手にとあるものを取り出す。

　それはオレのスマホだった。画面に映ったものを見てオレは更さらに青ざめる。

　ダメだ。もう終わりだ。

　こうなったらオレはこの先ずっと、彼女の言いなりになるしかない。

　恐怖と羞しゆう恥ち心しん。そして諦てい観かんの想いで瞳ひとみを閉じるオレ。

　だが次の瞬間、彼女が吐はいたセリフは信じられないものであった。




「お前──オレのためにフリーゲームを作ってくれよ」
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『フリーゲーム』というものをご存知だろうか？

　どこかで聞いたことのある人も、初めて聞く人もいるかもしれない。

『ゲーム』という単語がついている以上、それがなんらかのゲームであるのは分かるかもしれない。

　言ってしまえば、フリーゲームとは単語そのままの意味のもの。自由なゲーム。つまりは誰だれでもプレイが可能なゲームということである。

　通常、ゲームといえばお金を払いプレイするものが多い。

　家庭用ゲームにしろ、ゲームセンターのゲームにしろ、遊ぶための対価として何らかの支払いを要求される。

　だが、このフリーゲームとはそうしたお金が一切いらない、誰でも気き兼がねなく遊べるゲームである。

　今風に言えばスマホのゲームアプリが近いかもしれない。

　あちらもスマホさえあれば、ネットからアプリをダウンロードし、そのゲームを遊ぶことが出来る。

　とはいえ、ゲームアプリにはお金を払うことで、そのゲームを有利に進める『課金』と呼ばれるシステムがある。

　このため、最初は無料でプレイしていたものでも、途と中ちゆうからその課金を利用することで結果として市販のゲームと同じようにお金を払うことがある。

　だが、フリーゲームにはこうした要素はない。

　パソコン、最近はスマホでも、このフリーゲームをダウンロードするだけで最初から最後まで遊ぶことが可能なのだ。

「でもフリーのゲームだから、市販のゲームには劣おとるんでしょう？」

　そう思う人もいるかもしれない。

　だが、結論から言えばフリーゲームの中には市販のゲームにも負けず劣らず面白い作品が無数に存在する。

　むしろ市販では味わえないようなフリーゲームならではのゲームもあるのだ。

　そして、そうした作品はフリーゲームという枠わくだけに収まらず、漫画化、小説化、グッズ化、コラボカフェ、更にはアニメ化、ドラマ化、映画化など、フリーゲームの枠を超こえて商業に大々的な革命をもたらした作品も数多あまたある。

『青あお鬼おに』『殺さつ戮りくの天使』『被ひ虐ぎやくのノエル』『ゆめにっき』。

　これらのタイトルをどこかで聞いたことがある人もいるかもしれない。

　これらは全てフリーゲームであり、ネット上で誰でも気軽に無料でプレイできるゲームだ。

　もしあなたがパソコンを持っているのならすぐにでも遊べるゲームでもある。

　では、このフリーゲームというのは誰が作っているのか？

　それがいわゆるフリーゲーム制作者と呼ばれる人達である。

　彼らの多くは一人でこのフリーゲームを作っているのだ。

　無料で誰でもプレイできるゲームを作って、それを公開して、誰かがそれを遊んでくれたら制作者が何らかの利益を得えるのか疑問に思うかもしれない。

　結論から言おう。フリーゲーム制作者が自分の作ったゲームをプレイしてもらって、それで利益を得ることはない。

　では、なぜフリーゲーム制作者はフリーゲームを作るのか？

　一言で言えば『趣味』。

　おそらく、フリーゲームを作っている多くの人がそう答えるだろう。

　何ヶ月もの間一人でゲームを作り、完成させ、それを公開し、多くの人にプレイしてもらう。

　それで作者が得られるものなど、精せい々ぜいそのゲームを遊んだ人からの書き込み程度である。それ以上はない。

　しかも、書き込みの内容も必ずしも完成させた作品を褒ほめるものではないし、むしろ貶けなす内容の方が多いかもしれない。

　もしも商業に携たずさわる者がそれを聞けば、リスクと結果がまるで釣つり合あわないと思うかもしれない。

　だが、それがフリーゲームである。

　そして、それを承知の上でそれを作り続けているのがフリーゲーム制作者だ。

　彼らがゲームを作る理由はそれが自分の利益に繋つながるからでも、栄えい誉よに繋がるからでもない。

　いやまあ、多少はチヤホヤされたいという感情もあるかもしれないが、それ以上に彼らにあるのは純粋な『作りたいものを作る』。その欲求だけである。

　そして、オレもまたそんなフリーゲーム制作者の一人だ。

　多くの駄だ作さくと呼ばれるフリーゲームを日々制作し、それをネットで公開し、掲示板では「飽あきた」「詰つんだ」「クソゲー」となじられながらも作り続けるのをやめない、どこにでもいるフリーゲーム制作者の一人。

　ハンドルネーム『ユースケ』。

　本名、荒あら木き祐ゆう介すけのとある夢を追いかける話である。




「……はぁ、今回もクソゲー評価かぁ……」

　いつものように学園の帰り道、スマホからサイトの掲示板に書かれた書き込みを見てオレは凹へこんでいた。

　つい先日、オレは新作のフリーゲーム『ダンジョンVSダンジョン』を公開したのだが、それをプレイしたプレイヤー達の評価は総じて厳きびしめであった。

『発想はいいのだが、相変わらず細かいバランスが気になる。あとキャラがどいつも無個性すぎるのも問題。感情移入出来ないからひたすら作業ゲー』

『やることが多すぎて何をすればいいのか分からない。やりたいシステムを無理やり詰め込んだ感がある。次からはもっとわかりやすいシステムにしてくれ』

『オープニング長すぎて開始一分でゴミ箱行きでしたー』

　と、このように批判の嵐。

　なんでフリーゲームって公開した直後は、こんなダメ出しのコメントばっかり来るんだろう。せめて、制作お疲れ様でしたの一言が欲しい……。

「特にこの『通りすがりＡ』さん。この人のコメントはいつも辛しん辣らつなんだよなぁ……」

　ため息をこぼし、オレは書き込まれた内容に目を通す。

『今回も楽しめましたが不満も多くあります。なぜあんなにたくさんのシステムを詰め込んだのですか？　プレイヤーはそんなにたくさんのシステムを搭とう載さいされてもすぐには覚えられませんし、活用するまで時間がかかります。あとそのシステムの半分があるだけで死んでます。これなら前作のシステムの方がマシでした。それと後半の敵の強さがいきなり上がりすぎです。バランスが悪いのでここも直してください。あと──』

「……毎回ゲームをしてくれて、書き込みもしてくれるのは嬉うれしいんだが……正直傷つく……」

　書き込んだ『通りすがりＡ』さんからすれば、オレを想ってのダメ出しなんだろうが、正直メンタルを削けずられる。

　というか「楽しめました」という前置きを書けば、あとは何言ってもいいみたいな風潮はマジでやめてくれないか！　全然楽しめてるように思えないんだが!?

　そんなことを思いつつも中にはオレの苦労を癒いやしてくれるコメントもあった。

『新作公開おめでとうございます。今回も楽しく遊ばせて頂きました。ユースケ様の作品はどれも作品に味があって私はとても好きです。どうか、これからも作者様の思うように自由なゲームを制作してくださいませ』

「おお……、いつも優しいコメントありがたやー。この星ほし[image: ]くずさんには毎度救われているわー」

　涙目になりながら、オレは批判の嵐の中、唯ゆい一いつ優しいコメントを書いてくださったそのハンドルネーム『星[image: ]』さんの書き込みを何度も心の中で復唱するように見つめる。

　いやホント『通りすがりＡ』さんに受けた心の傷を毎回癒してくれるよ。

　フリーゲームは無料でプレイできることから多くの人に触ふれてもらえるが、その分、作品に対するコメントや書き込みなども実に多種多様。

　批判的なものや攻撃的なものも多く、作品を完成させれば良いコメントがもらえると甘い幻げん想そうを見ている作者に世の厳しさを教えてくれる。

　実際オレもフリーゲームを作り始めて三年。

　寄せられたコメントの多くが批判的、攻撃的なものばかりであり、総数から見ても大体七対三で好意的なコメントは少ない。

　いや、正確には批判三、好意一。そして、残りの六が好意的でも批判的でもない、単なる報告のコメントが多い。

　要はバグ報告や、攻略に対する質問の書き込みだ。

　実際、掲示板を見れば「どこどこのなになにが分からない」「○○の街に入ったらバグって進めなくなった」など、そうした報告ばかり。

　いやまあ、こうした報告をしてくれるのはありがたい限りであり、特にバグに関しては一人で制作しているためにどうしても出てしまう。それを直し、作品を完璧にするためには一番重要な報告ともいえる。とはいえ、そうした報告ばかりが来るとだんだんと憂ゆう鬱うつになってくるのも事実なのだが。

　あれ、オレの作品ってバグ報告するくらいしか価値ないの？　って変な自じ信しん喪そう失しつに囚とらわれる。

　それを考えれば、批判的な書き込みもある種しゆ、ありがたいと思えるようになる。

　そんなことを思っている内に、いつの間にか家にたどり着いたオレはスマホをポケットにしまい、扉を開ける。

「ただいまー」

「おー、おかえりー。おにい」

「あ、リサ。お前、また勝手にテレビでユーチューブ見てるなー」

　見るとリビングの扉が開いており、そこでは大画面のテレビを前にソファでくつろぐ妹の姿があった。

「いいじゃん別にー。部屋のパソコンだと画面小さいんだもんー。リビングのテレビの方が大きくて見やすいんだもんー」

「またそうやって勝手な。今日はオレがゲームで使う日だったろう」

「だってー！　ステラさんの新しい実況動画が始まったんだよー！　なら大画面で見たほうがいいじゃんー！」

「え、マジ？　ステラさんの新実況!?　どれどれ!?」

「今ちょうど始まってるやつだよー」

　リサの発言にオレは肩に背負っていた荷物を降ろし、すぐさま妹と同じソファに座ってテレビを見る。

『はーい、こんにちわー。ステラですわー。今日はこちらの「虚うつろ町まちののばら」を実況させていただきますねー』

「おおー！　虚ろ町ののばらじゃん！　さっすがステラさん、相変わらずいいチョイスするなぁ」

「あれ、おにい知ってんの？」

「ああ、この人の作品どれもクオリティ高いからなぁ。オレも前にクリアしたよー」

「へー。あっ、ってネタバレはしないでよね！　私、ステラさんの実況で楽しみたいんだから！」

「分かってるって。そんな無ぶ粋すいなことしないよ」

『わー、なんか変なところに出たよー!?　これ大丈夫？　大丈夫？　バスとかすっごいボロボロになってるんだけどー!?』

　そんな風に妹と言い合いをしている間にテレビでは実況画面が進み、ステラさんがいつものように不ぶ気き味みな雰囲気のゲームに狼ろう狽ばいする声が聞こえていた。

『ステラ』というのは今をときめく人気実じつ況きよう主ぬしの一人である。

　実況主と言えば聞いたことのある人もいるかもしれない。

　ニコニコ動画、ユーチューブといった誰でも気軽に楽しめる動画サイトにて、ゲームの配信をしながらその実況をする人達のことである。

　まあ、一種のユーチューバーみたいなものでゲーム配信を主にする人達と言ったほうが分かりやすいかもしれない。

　無論、実況主の中には有名な人も多くいる。

　○○の主役は我々だ！　と呼ばれる実況主グループはかなりの大手である。ゲーム実況は勿論、様々なイベントにも参加している。知っている人もいるかもしれない。

　他にももこうさんなどニコニコ動画を中心に有名となった実況主さんは多く、彼らのほとんどがフリーゲーム実況をしており、それによってフリーゲームを知らない人でもフリーゲームを知っていたりする。

　そして、そんな有名実況主の一人でもあるのが、今目の前で実況をしているステラさんだ。

　彼女もニコニコ動画にて、とあるフリーゲームの実況動画を上げていたのだが、それが爆発的な人気になり、一躍有名人となった。

　それが『幻げん想そう妖よう精せい』と呼ばれるフリーゲーム。

　このゲームは彼女の実況により瞬またたく間まに人気となり、即座に小説化、漫画化を経へてグッズ化、更さらにはアニメ化までした。

『幻想妖精』から彼女の事を知ったファンも多い。かくいうオレと妹もその内の一人。

　彼女の実況スタイルというのが、いわゆるお嬢じよう様さま実況と呼ばれるもので、清せい楚そさをイメージさせる綺麗な声からの丁てい寧ねいな挨あい拶さつと言こと葉ば遣づかい。実況も細かい部分に反応し、ゲームを楽しんでいる様が視聴者に対し、親近感を与えた。

　実況主の中には顔出しをしている人もいるのだが、このステラさんに限っては顔出しは一切していない。あくまでも実況による声だけである。

　そのため、実際はどのような人物なのか謎なぞに包まれており、普段のお嬢様っぽい口調から深しん窓そうの令嬢や箱入り大和やまと撫子なでしこなど、ファンの間では色々な憶おく測そくが立てられている。

　それを証明するようにゲーム時の知識もやたら疎うとく、最初の実況では「あれ？　話せない？　これどうなってるの？」と村人やアイテムを調べようと数分ほどウロウロした後、「そ、そうか！　決定キーを押せばよかったのね!?」は今でも伝説となっている。

　そうした一面からも人気を得たのだが、中でも彼女の名物と呼ばれるものが──

『うおあああああああああああ!!　か、顔無し女だー!!　び、びびったああああああああああー!!』

「出たー！　ステラさんの男おとこ叫さけびー！」

「あはははっ、相変わらずステラさんの叫び、迫はく真しん入ってるよなー。さすがにこれ演技じゃないの？」

「いやいや、おにい分かってないねー。最近だとこれ一周回ってマジの叫びじゃないのかーってファンの間では考察されてるんだよー？」

「へえー、言われてみるとそうかもな」

「ステラさん、普段はお嬢様な実況だけど叫び声の時だけは妙みようにドスきいてて男の叫びみたいだからねー。案外こっちが素すじゃないかー？　みたいなことも言われてるんだよ。でも私はそんなステラさんのギャップも好きなんだよなー」

「なるほどなー。オレもいつかステラさんにゲームの実況してもらいたいなー」

　何なに気げなく呟つぶやいたセリフであったが、それを聞いた妹のリサはその場で腹を抱かかえて笑い出す。

「あははははっ！　おにいのゲームをステラさんが実況するわけないじゃんー！　いっつも訳わけ分かんないゲーム作ってさー」

「う、うるさいな！　オレのゲームは玄人くろうと向けなんだよ！　だいたいお前、十分くらいですぐ飽きて最後までプレイしたことないじゃないか！」

「えー、だっておにいのゲーム、説明長いんだもんー」

　ま、まあ、確かにそんな意見も掲示板にはあったけどさ……。

　そう思いながらもオレはリサと共にステラさんの実況を見る。

　いつかオレもステラさんのような有名実況主に自分のゲームを実況してもらう。そんな淡あわい夢を抱えるのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「うーん……。新作どうするかなー」

　翌日。オレは新作のゲームをどうするか、スマホにプロットを書きながら、にらめっこしていた。

「『ダンジョンVSダンジョン』はＲＰＧだったし……次はアクション系のゲームを作ってみるか？」

　そんなことを呟きながらスマホをいじっていると、不意に背中から声がかけられる。

「よっ、祐介。なーに独ひとり言ごと呟いてんだ」

「どわぁ!!」

　肩を叩たたかれたオレは慌あわててスマホを机の中に仕し舞まう。

　振り向くとそこにはキョトンとした友人の姿があった。

「なんだよオーバーなリアクションだな。もしかして変なサイトでも覗のぞいてたのか？　エロか？　エロサイトか？」

「ち、違うって。ち、ちょっとレインに変な書き込みがあっただけだよ」

「ふぅん、そっか。まあ、何か悩みがあれば相談しろよ」

　そう言ってメガネの奥で爽さわやかに笑うイケメン男子。

　彼の名は灰はい崎ざき昇のぼる。この蓮はす住ずみ学園で知り合った親友だ。

　昇との出会いは今年の二年への進級の際、今のクラスになってすぐに知り合った。

　といっても、昇と友達になったのは特とく殊しゆな経緯いきさつがあった。

　それはオレがとある小説を読んでいた時のことだった。

「あれ？　それって……徒あだ花ばなの館やかたじゃね？」

　その日オレは『徒花の館』と呼ばれるフリーゲーム原作の小説を読んでいた。

　理由は単にその原作のゲームが好きだったのもあるのだが、新しいクラスで周りは知らない連中だったために打うち解とけるのが難しく、そのため読書で休み時間を過すごそうとしていたのだ。だからこそ、そんなオレが読んでいる本のタイトルを知っている人物がいた事に驚いた。

「えっ、知ってるの？」

「知ってるもなにもオレ、その原作好きだぜ。って言っても実況動画で見ただけだけど」

「え、マジ？　その実況って？」

「あー、キトさんとレプリカさんって実況主がやってるやつなんだけど……」

「え!?　マジ!?　オレもそれ好き！　っていうか、オレもその動画見て、原作のゲームをプレイしたんだ！」

「え、本当か!?　ってことはもしかして前進組とか好き!?」

「好き好き！　マジ好き！　っていうかキトさんやレプリカさん知ってるんだ！」

「あったり前だよ！　オレ、あの二人のファンだもん！　つーか、お前も知ってるんだな！　うわ、実況主のこと喋しやべれるクラスメイトがいたなんて感激だわ！」

「そりゃオレの方だよ！　あ、つーか名前なんていうの？　オレは荒木祐介」

「オレは灰崎昇。昇でいいよ。周りは皆、そう言うから」

「じゃあ、オレも祐介でいいよ」

「オーケー、祐介。それじゃあ、早速なんだけど、その小説面白い？　オレも買おうかどうか悩んだんだけど、フリゲの小説って高いからさー」

「あー、分かる。一冊千円って学生じゃキツいよなー。けど、原作にない話とか結構入ってるし、実況動画で原作のゲーム見てるなら楽しめると思うよ」

「へー、マジか。よかったら、あとでちょっと読ませてくれね？」

「勿論！　つーか、昇はフリゲとか結構知ってる方？」

「あー、まあ実況動画とかで見る方かな。たまに自分でもプレイするんだけど、やっぱ実況で見た方が楽なんだよねー」

「分かる分かる。ちなみに一番好きなフリゲって何？」

「そうだなー。色々好きだから一番は決められないけど……『幻想妖精』とか好きかな」

「マジ!?　オレも『幻想妖精』大好き！　というか、あれに影響受けまくったんだよ！」

　とまあ、そんな感じでオレが読んでいたフリゲの小説をきっかけに昇とはすっかり仲良くなり、今では学園一の親友だ。

　なんといってもフリゲの話と、実況主の話ができる数少ない相手だからな。

　中学の頃は周りにフリゲを知っている人がいなかったために、友達とは当あたり障さわりのない話題がほとんどだったばかりに昇との会話は未いまだに尽つきない。

　とはいえ、昇にはオレがフリーゲームを制作していることは教えていなかった。

　リアルでオレがフリーゲーム制作者だと知っているのは妹のリサだけ。あと一人いるがまあ、そいつは置いておこう。理由は単純に打ち明けるのが恥はずかしいというもの。平凡を装よそおっている学生がオタク趣味を隠しているのと同じ理屈だ。

　ただ友人である昇になら、打ち明けてもいいと思う時はあるのだが。

『悪わりぃ、面白くなかったわ』

「…………」

　一瞬、過去がよぎる。オレはすぐさまそのことを忘れるように頭を振る。

「あ、そうそう。お前がオススメしてくれたフリゲ、なかなか面白かったぜ。キャラも多かったし、なによりハクスラ要素っていうか？　アレ中毒性あってひたすらダンジョン潜もぐってたわー」

　そんなオレの様子に気付かなかったのか昇はいつものようにオレが勧すすめたフリゲの話を振ってくれた。

「ははっ、そう言ってくれるとオレもオススメしたかいがあるよ」

「でさ、他にオススメのフリゲとかない？」

「んー、どんなのがいい？」

「そうだなー。やっぱＲＰＧかな。ハクスラってわけじゃないんだけど、自由性があるのがいいな」

「それじゃあ、『ぶきあつめ』とかどうよ？」

「武器集め？　なんだそれ？　武器を集めるＲＰＧなのか？」

「いやいや、そうじゃないんだなーこれが。なんと、そのＲＰＧどんなものでも武器にできるんだよ」

「というと？」

「たとえば家とか。ゴブリンとか。海とか」

「はあー!?　なんだそれ!?　海とかどうやって装備するんだよ!?」

「いやいやいや、それがマジで出来るんだよ。しかも、こう、ちゃんと右手に海持ってるんだよ。海」

「マジかよ、どんなゲームだよそれ！　やっべー、マジしてみてえわー！」

「おう！　niconicoにあるＲＰＧアツマールってところで『ぶきあつめ』って検索すればすぐに出てくるぜ。スマホでもプレイできるから後で覗いてみるといいよ」

「ああ、そのアツマールってやつは知ってるよ。オッケー。じゃあ、早さつ速そく調べてみるわ」

　和わ気きあいあいと話すオレと昇。

　やっぱ、こうやって同じ趣味の友達がいると学園が楽しくってしょうがない。

　そんなことを思いながら昇と同じようにオレもスマホをいじろうとした矢先。

「こら、そこの男子ー！」

　パンッと床を叩く竹刀しないの音がする。

　振り向くとそこには一人の女子が竹刀片手に仁王立ちしていた。

「あー……何か用でしょうか？　委員長」

「何か用でしょうかじゃないでしょうー！　あなた達、スマホでゲームするのは校則で禁止だって言ったでしょう！」

「いいじゃん、そんなの委員長。っていうか、そんな校則守ってる奴いないよー」

「良くなーい！　たとえ他のクラスが破っていたとしても、このクラスの規律は私、緑みどり川かわ葵あおいが守ります！」

　そう言って竹刀を振り回す委員長こと緑川葵。

　だが勢い余あまって振り回したそれが、たまたま横を歩いていた男子生徒の頭に直撃する。

「いった！」

「!?　あ、あわわわわ！　ご、ごめんなさいー！　わ、悪気はなかったのー！　そ、そのだ、だだだ、大丈夫……!?」

　頭を押さえる男子生徒に対し、委員長は傍はた目めにも分かるほど狼ろう狽ばいし、必死に頭を下げる。

「ああ、いや、別にそんなたいして痛くないから問題ないよ。つーか、委員長の方こそ、いい加減その癖くせ直した方がいいよ」

「……ひゃい」

　男子生徒の指摘に委員長はションボリし、涙目になりながら頭を下げる。

　うん。実のところ、この委員長の自爆は今回が初めてではない。むしろ、頻ひん繁ぱんに意味もなく竹刀を振り回してはそれが誰かに当たって必死に頭を下げまくる。

　というか竹刀を持っているため剣道部や、そうした経験があるのかと思う人もいるが全くそんなことはない。

　むしろ、この委員長はかなり運うん動どう音おん痴ちであり、にもかかわらずなぜかこの竹刀を握にぎり締しめ、それを無む駄だにかっこよく扱おうとするから始末に負えない。

「なあ、委員長。何度も言うけどなんで竹刀持ってんの？」

「そ、それは、その方が風紀委員っぽいでしょう！」

　昇からの疑問に委員長は竹刀片手に答える。

　その答えにオレと昇は苦笑いを浮かべる。

　緑川葵。オレ達のクラスの学級委員を務つとめ、更に風紀委員を務める。

　学園の風紀、規則を第一として、それを破る者がいれば先ほどのオレ達のようにそれを注意する真ま面じ目めな女性。

　だが、先にも見せたように運動神経は悪く、どこか抜けた人物。

　竹刀を持つ理由も先ほど言った通り、風紀委員っぽく振ふる舞まうためにまずは見た目からと竹刀と、左腕の袖そでには風紀委員の『風紀』が描かれた腕わん章しようをつけている。ちなみにこれは自作だそうな。努力の方向性がよくわからない。

「というか、葵ちゃん。いつもそうやって空回りしてるけど、無理に風紀委員っぽく振舞わなくてもいいんじゃない？」

「だ、誰が葵ちゃんよ！　祐介君、私の事は委員長って呼んでって言ってるでしょう！　いつまでも昔みたいにちゃん付けやめてよね！」

「わ、わかったよ。ごめんごめん。委員長」

　顔を真まっ赤かにしてオレに注意する委員長。

　何を隠そう、この葵ちゃん……じゃなく委員長はオレの幼おさな馴な染じみである。小学生の頃は家が近かったためによく一緒に登校し、クラスも同じだったため仲のいい友人と言えた。

　しかし、中学は別のところとなり一緒に登校することもなくなり、気づくとあまり話さないようになった。

　なので、この学園では偶ぐう然ぜん再会した形になる。しかも、クラスも同じだったため、思わず小学生時代の呼び名で委員長のことを呼んでしまうが、さすがに相手も高校生のため「ちゃん付け」はやめてくれと言われてしまう。まあ、それもそうか。

「とにかく休み時間のゲームは禁止！　そうやって、あんまりスマホをいじると委員長および風紀委員権限により没収しますよ！」

「え、それって横暴じゃないですか？　葵……委員長」

「そうだよー。っていうか、それ言うなら委員長の竹刀も没収対象にならないの？　多分オレらのスマホよりもそれが一番クラスの迷惑になってるよ」

「なっ！　そ、そんなことないわよー！」

　昇の一言に委員長は必死に否定するが、周りに居た生徒達は静かに頷うなずいている。

　うん。実際、委員長が振り回すあれに当たるのって結構日常茶飯事なんだよね。皆、心の中では竹刀は捨すてて欲しいと常つね々づね思っているよ。

　しかし、当の委員長は真面目とポンコツが混ざった人物なだけに説得が難しい。

　そんなことを思っていると、呆あきれた表情の昇が教室のある一角に目を向ける。

「っていうかさ、オレらを注意する前に他に注意する人物がこのクラスにはいるんじゃない？」

　昇が指差す方を見ると、そこには教室のドアを開き、なに食わぬ顔で中に入る一人の少女の姿があった。

　身長はおよそ百四十センチちょっと。目つきは悪く、つり上がった目をしており、何も知らない人が見れば機嫌が悪いのかと疑ってしまうほど。だが、あれが彼女の普段の目つき。

　そして、口元には飴あめ玉だまの棒ぼうと思わしきものが見え、腰には制服の上着を結んでいる。

　それだけでも少女が一般の生徒とは異ことなる雰囲気をまとっているが、極きわめつけというべきはその金の髪。

　明らかに日本人とは思えない見事な黄金の髪は美しく、同時に危険な色を放っていた。

　彼女の名は新しん城じよう響ひびき。この学園の有名人であり、彼女を知る者は陰かげでこう呼ぶ──『女番長』と。

「ほーれ、うちのクラスの女番長さんがやってきたぞー。昼休みからの登校は立派な風紀違反じゃねーのか？　勿論、風紀委員様である緑川はあんな問題児を放ってはおけないよなー？」

「ぐ、ぐぬぬ……」

　昇の挑発に対し、委員長は何やら葛かつ藤とうするように唇を嚙かんでる。

　まあ、確かに昇の言うことも分かるのだが、さすがに新城響に立ち向かわせるのは酷こくすぎる。

　というのも彼女に関する噂うわさを聞けば、好んで彼女に関わろうとする者は一人もいない。

　曰いわく、前の中学では自分に逆らった生徒をボコボコにして校舎裏に放り捨てたとか。

　曰く、街中でいちゃもんをつけてきた不良グループを返り討ちにしたとか。

　曰く、目つきの悪さをからかった上級生の顔に右ストレートをぶち込んだとか。

　とにかく、見た目通りの不良であり、『女番長』と言われるだけあって、その手の噂が絶たえない。

　ハッキリ言って委員長が敵かなう相手じゃない。というかオレらですら太た刀ち打うちできないだろう。

　そのため、クラスでも彼女に関わる人物は一人もおらず、担当の先生ですら彼女に対してはまるで腫はれものに触さわるような扱いをしている。

　たまにこうして昼から登校しても、それを咎とがめる者は誰もいないのだ。

「んで、どうするよ。委員長？　それでもまだオレらに注意するわけ？　それならそれでいいけど、ならあっちにも注意をしないと不公平だろー」

「な、なあ昇。さすがにたきつけすぎだって。委員長もさ、風紀が大事なのはわかるけどたまには肩の力を抜いて、周りに合わせようぜ」

　そう言ってオレは穏おん便びんに委員長と昇の言い合いを収めようとしたが、

「──いいわよ。そこまで言うならやってやるわよ」

「へ？」

　見ると拳こぶしを強く握り締めた委員長がそう宣言すると、そのままズカズカと新城響の前へと移動する。

「ちょっと響さん！　昼間に登校なんて何考えてるの！　というかあなた普段から平気な顔で遅刻しているけれど、それについての弁明とかないの!?」

　思わぬ委員長の啖たん呵かにクラス中が注目する。

　そして、それを切られた当の新城響は──

「[image: ]？」

「ひぃ!?」

　一言。呟くと同時に響はその鋭い目つきで委員長を睨にらむ。

　それだけで委員長は蛇に睨まれたカエルのように硬直してしまう。

「わりぃな。オレは毎晩夜よ更ふかしして忙しんだよ」

「よ、夜更かしって……そんな夜遅くまで起きてるなんて不健康よ……！　ど、どうせ夜中に遊びまわってとかそういう不良みたいな──」
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「ひぐぅ!?」

　再び響に睨まれると委員長は涙目を浮かべる。

「てめぇには関係ねぇだろう。オレが夜中に何しようと。つーか、サボらずに、ちゃんとこうやって登校してるだけでも十分じゃねぇのか？」

「……ひ、ひゃい……。しょ、しょうですね……じゅ、十分れす……ち、ちゃんと来てるだけでも偉えらいれす……」

　響からの返答に委員長は完全に牙きばを抜かれた犬のように従順となり、涙目のまま頷く。

　そんな怯おびえ切きった委員長に、さすがの響も呆れたのか、ため息をこぼすと共に右手を軽く振って、あっちへ行けとアピールする。

　それに従うように委員長はまるでロボットのようにぎこちない動きでこちらに戻ってくる。

　うむ、さすがは委員長。見事なヘタレっぷりだ。

「……ゆ、祐介君……昇君……こ、怖かったよぉ……」

「いやいや、委員長はよくやったよ。というかオレ見直したよ。さっきはあんなこと言ってすまなかったな」

「そうそう、委員長はすごいよ。えらいえらい」

「えぐ、えぐっ……」

　涙を流しながら座り込む委員長を慰なぐさめるオレと昇。

　周りの生徒達も生暖かい目で委員長を見つめる。

　一方で響はそんなオレ達に一いち瞥べつを送ると、興味なさげにあさっての方を向く。

「というか、あの新城響に注意しただけでもすごいよ。普通は彼女に関わろうなんてこのクラスには……というか学園の人間はいないからな」

「だ、だってぇ、私、風紀委員だし……委員長だし……響さんにもちゃんと規則守ってほしいし……」

「まあ、それは難しそうだけど……委員長なら、いつか出来ると思うから頑張ろうぜ」

「えぐえぐっ、ほ、本当……？」

「あー、た、多分？」

　曖あい昧まいに頷く昇。それにはオレも曖昧に同意するしかない。

　しかし、この学園であの新城響を変えるとなると並大抵のことでは不可能だろう。

　そもそも話しかけるというハードルが高く、その後、どうやって付き合っていくのかもオレの乏とぼしい脳みそでは想像できない。

　まあ、いずれにしても彼女はオレ達とは違う世界の人間。

　オレはオタクでインドア派。しかも、その中でもフリーゲームという幅はばが狭せまいジャンルの住人だ。

　対して、新城響は不良で見た目から明らかなアウトドア派。オレみたいなオタクとは真逆な人間性であり、彼女が言う夜更かしもオレのようにゲームやパソコンで夜を過ごすのではなく、おそらく夜の街を遊び回ってのことだろう。

　そう思うと、彼女とはいよいよ住む世界が違うなと思う。

「……けど、あいつ不良だけど見た目はすごくいいよな」

　ボソリと委員長を慰める傍かたわら昇がオレにだけ聞こえる声で囁ささやく。

　確かに、その昇の発言に思わずオレも横目で響を見るが、彼女の顔はとても綺麗だった。

　いや、この場合は可愛かわいいと言った方がいいだろうか。

　低身長と、それに似つかわしくない大きな胸。スラリとした脚に、目つきが悪いというと聞こえは悪いが、いわゆるツリ目と呼ばれるそれは彼女の見た目にあっており、むしろマイナスではなくプラスにさえ思える。

　そして、日本人とは思えない綺麗な金髪。人によっては不良の金髪を想像させるが、オレはむしろ綺麗な夕日を連想させ、彼女によく似合っている。

　個人的な感想を言わせてもらえば、彼女のことを可愛いと思う。

　といっても、こんな事を彼女の前で言おうものならぶっ飛ばされるだろう。

　仮に言うとしたら「可愛い」よりも「綺麗」のほうが好まれるだろう。どっちにしろ彼女の不ふ興きようを買いそうだが。

「っと、それよりも祐介。そろそろ学食に行かね？　早く行かないと人気の定食が売り切れるぜ」

「あっ、そうだった！　急ごう、昇！」

「え、ち、ちょっと待ちなさいよ！　わ、私が落ち込んでるんだから、もっと慰めてよ～！」

　後ろから涙声の委員長の声が聞こえるが、ごめん。昼飯の美お味いしさには代えられない。

　そうして、オレは慌てながら机から取り出したスマホをポケットに入れ、昇と共にダッシュを決め込む。

　が、この時のオレは気づいていなかった。

　教室を抜ける際、とある人物の横を通り過ぎた際、ポケットに入れたスマホが落ちたことに。

　そして、落ちたスマホをその人物が拾ひろい上あげたことに──




「……あれ？　ない。ない、ない、ない！」

「どーした？　祐介」

「スマホがないんだよ！」

「へ？」

　それに気づいたのは昇と共に学食で定食を食べていた時。調べ物をしようとスマホを取り出そうとして、ポケットの中にないのに気づいた。

「やばい、落とした……」

「マジかよ。大丈夫か、お前？」

　心配する昇であったが、正直オレは焦あせっていた。

　いや、スマホをなくしたかもしれないということもそうなのだが、それよりも問題はあのスマホが誰かに拾われ中身を見られることだ。

　スマホの画面にはオレの次回作用のゲームのプロットが書かれている。

　それだけではなくこれまで作ってきたフリーゲームのプロットなども書かれている。

　もしも、それを他人に見られると恥ずかしさのあまり死ねる。

「いや、結構やばいかも……つーか焦ってる……」

「だよな。それじゃあ、探すの手伝ってやるよ。ここに来るまでに落としたって考えるのが自然じゃね？」

「ま、マジか。サンキュー、昇！　さすがは持つべきは友達だよ……！」

「当たり前だろう。つーか、感動してる暇があれば、さっさと探しに行こうぜ」

「あ、ああ。そうだな。よし、それじゃあ、戻ろう」

　そうしてオレは昇と共に教室までの道をスマホを探しながら戻るが、結局見つかることはなかった。

「なかったな」

「……ああ」

　昇の一言にオレは頷くしかなかった。

「まあ、あとで紛失届けを先生か委員長に渡しておくのがいいんじゃないのか？　それなら戻ってくる可能性もあるだろう」

「だな……そうするわー」

　そのままオレは力なく机に座り、顔を突つっ伏ぷす。

　はー。やばい、終わった。

　スマホをなくしたのも痛いた手でだし、あれが人に見られるのも辛つらい。だが、なによりもきついのは、自作ゲーム用に色々と書き込んだネタ帳が消えてしまったことだ。

　普段、学校ですることがない時は次回作のゲームや、いつか作る新作のために色々なネタをスマホに書き込んでいたのだ。

　それはオレにとってこれまでの知識、アイディアの結晶であり、それが失われたのはキツイ。

　また一からネタを考えないといけないとなると憂鬱になる。

　こうなったら中身覗かれてもいいから、誰か拾ってオレに届けてくれないかなー。とそんな淡い期待を持ちながら、机の中に手を入れたとき、オレは奇妙な感触を覚えた。

「ん？」

　なんだ？　紙？　手に当たったそれを取り出すと、それは手紙であった。

　え、なぜに手紙？　こんなものオレの机の中にはなかったはずだが？

　はっ!?　まさか、これは俗ぞくに言う告白の手紙!?

　慌てて手紙を摑つかんだオレはキョロキョロと周りを見回す。

　そこにはいつものクラスの雰囲気が広がっており、クラスメイト達も特に変わった感じはなかった。

　……いやいや、さすがに告白の手紙というのは考え過ぎか。

　そもそもオレはそれほど顔がいいわけではなく、成績も中の下。スポーツもそれほど得意ではなく、部活も入っていない帰宅部。これといって目立った特徴もない平凡な男子高校生。そんなオレが告白される理由なんて一つもなかった。

　自分をそう評価したところで、オレは改めて手に持った手紙を確認する。

　告白でないにしろ、オレの机の中に入っていたということはオレ宛あての手紙なのだろう。

　そう思い、手紙の内容を確認するが、そこに書かれた文字を見てオレは硬直することとなる。

『スマホは預かった。返して欲しかったら放課後、教室に残ること。ただし一人で』

「へ？」

　スマホ？　スマホというとオレが落としたスマホか？

　いや、それ以外にはないはず。ということはこれはオレのスマホを拾った人物からの手紙？　だとするとなぜ放課後指定に？　しかも一人で？

　スマホをこの手紙の主が拾ってくれたということは理解したが、その意図が読めずオレは周囲を見回す。

　そこにあるのはいつもの教室の風景で、誰も変わった行動はしていない。

　一体どういうことだろうか。スマホを拾ったということはその中身を見たということか？

　となるとその内容は一つ、オレのフリーゲーム制作がバレた？　いや、だとしてもそれを知って、この手紙の主は一体何をするつもりなんだ？

　思わぬ展開に混乱をきたすオレ。だが、こうなっては残らないわけにはいかない。

　スマホを取り返すため、オレは落ち着かない気持ちのまま残る授業を受けるのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「……放課後、か」

　あれからオレは放課後まで自分の席に座り、待ち続けた。

　昇や委員長が「帰らないのか？」と声をかけてきたが、オレは「やることがあるから」と曖昧に返した。

　そうして、クラスから生徒全員の姿が消え、オレ一人となったところで不安が襲おそってきた。

　もしかして、これってからかわれただけ？

　スマホを拾ったとか噓うそで、オレが一人残る様をどこかで見て笑ってるとか？

　いやいや、だとしてもオレがスマホを落としたのを知っているのは変だ。やっぱり誰かに拾われたと考える方が……そんな風に様々な考えが頭をよぎった瞬間であった。

「よお、ちゃんと残ってくれたんだな」

　ふと背中から声が聞こえる。

　それは男性の声にしては高く、女性にしては荒っぽい口調。

　だが、どこか聞き覚えのある声に後ろを振り向くと、そこには予想だにしない人物が立っていた。

「新城……響、さん……？」

　そこにいたのは学園一の不良。女番長の異名をとる金髪のツリ目美少女、新城響であった。

「おいおい、何ビビってんだよ。こちとら、てめぇの落とし物を拾ってやったんだからビビらず感謝の言葉くらいかけて欲しいものだな」

　ニヤリと笑い、スマホを取り出す響さん。それは間違いなくオレのスマホであった。

「あっ、えっと、響さんが拾ってくれたんだ……あ、ありがとう。探してたんだよ、それ……」

　不ふ敵てきな笑みを浮かべる響さんに対し、オレはなんとか表面上の笑みを浮かべながら、彼女に近づきスマホを渡してもらおうと手を伸ばす。だが、

「おっと、ちょっと待てよ。確かに拾いはしたが、まだこれを返すとは言ってないぜ」

「へ？」

　困惑するオレに響さんはまるで獲え物ものを見つけた獣けもののような視線でオレに近づく。

「実はなぁ、こいつを拾った時、中身を見ちまったんだよ」

「え？」

　その一言にオレは心臓を鷲わし摑づかみにされる感触を味わう。

「いやぁ、驚いたねぇ。まさかお前が……フリーゲーム作者の『ユースケ』さんだったとはねぇ」

「うえっ!?」

　響さんが告げたその一言にオレは自分でも奇き妙みような声を上げる。

『ユースケ』って、それはオレのハンドルネームであり、自作フリーゲームを上げる際の名前だ。

　だが、どうしてその名前を彼女が知っている？　スマホの中身を覗いた時にオレのハンドルネームを見たのかと思ったが、そうではないと彼女の次のセリフで理解する。

「『ファンタジア伝説』『さすらいの聖騎士グリム』『滅ほろびの鎮魂歌レクイエム』最近だと『ダンジョンVSダンジョン』だったか？　いやぁ、あのフリーゲームの数々を作った作者様がまさか同学年にいたとは驚きだよ」

「な、なんで、それを……!?」

　響さんが口にしたタイトルは、オレがこれまでネット上で公開してきた自作フリーゲームのものだ。

　いくらオレのスマホを調べたからって、それらのタイトルが即座に出てくるはずはない。それは明らかにオレの作品を知った者の口調。つまり──

「実はよぉ、オレ、お前の作品全部知ってんだ」

　そう、新城響さんは間違いなくオレの作品を知っている。そして、オレがそのフリーゲーム制作者であるとバレた。

　気づくとオレはいつのまにか壁際に追い込まれていた。怯えるオレを逃のがすまいと響さんが手と足を使い壁ドンをして身動き出来ないようにする。

「なあ、ここまで言えば分かるよな？」

　そんなオレの不安を煽あおるように響さんは口にくわえていた飴の棒を一際強く嚙み、その唇に薄い三日月の笑みを浮かべる。

　響さんの言いたいこと。そんなことはもはや分かりきっている。

「〝これ〟をバラさして欲しくなかったら、オレの言うこと聞いてもらえないか？」

　そう言って響さんは右手にオレのスマホを取り出す。

　その画面に映ったのはオレの次回作用のメモと、これまでの自作フリーゲームの制作メモ。

　ダメだ。もう終わりだ。

　オレが密ひそかに自作フリーゲームを作っているとクラスの連中にバラされる。

　そうでなくとも、それをネタに響さんにパシられる。オレの高校生活の終わりだ。

　そう思って瞳ひとみを閉じた瞬間、彼女は信じられないセリフを吐いた。

「お前──オレのためにフリーゲームを作ってくれよ」

「……へ？」

　告げられたその一言にオレは思わず間抜けな一言を漏もらす。

　今、なんて言った？

　学園一の不良。女番長の異名を取る響さんが、オレにフリーゲームを作ってくれ？

　自らの耳を疑い、オレはもう一度彼女に確認を取る。

「あの……今、なんとおっしゃいましたか？」

「あ？　んだよ……もう一回言えってのかよ。つーか、恥ずかしいんだから、ちゃんと聞いとけよ……」

　オレからの返答に響さんは顔を赤くし、軽く咳せき払ばらいをした後、告げる。

「お前、オレのためにフリーゲームを作ってくれ」

「…………」

　再び告げられたそのセリフにオレは硬直するしかなかった。

　えっと、一体全体これはどういうことでしょうか？

　全く意味が分からない。なぜ、そうなる？

「あの、なんで響さんのためにオレがフリーゲームを作る必要があるんですか？」

「あ？　そりゃお前のフリーゲームがオレの役に立つからだろうが」

「役に立つ？　何の？」

「実況」

「へ？」

「実況動画だよ。オレ、実況主やってんだよ」

「えええええええええええええええええぇ[image: ]」

　な、なんですと───!?

　実況動画!?　響さんが!?　実況!?　フリーゲームの!?　噓でしょう!?

　明らかに不良で女番長のレッテル貼はられている彼女が!?

　しかし、当の響さんは自らが実況やってると告げると、なぜか恥ずかしそうに顔を赤らめ、視線を下げた。

「っ……だ、だから言いたくなかったんだよ……。み、皆そんな反応するだろうし……お、オレみたいな女が実況とか、絶対にバカにされるし……」

　そう言って恥ずかしそうにモジモジしだす響さん。

　あっ、ちょっと可愛いかも。というか、その気持ちは分かる。

　オレも彼女と同じように周りに自分がフリーゲーム制作者だとバレるのはすごく恥ずかしい。しかもお世せ辞じにも、どのフリーゲームも話題となることはなく、言ってしまえば底辺の駄作。そんなものを知っている人に見られるのは恥ずかしい。

「そ、そうだったんだ。響さん、実況やってたんだね」

「あ、ああ、悪いかよ!?」

「いや、別に悪くはないよ。ただ驚いただけだから」

　なぜか喧けん嘩か腰ごしになろうとする響さんを抑おさえるオレ。その後、バツが悪そうにする響さんはぶっきらぼうにオレに問いかける。

「そ、それでどうなんだよ。受けるのか受けないのか？」

「その前に一ついいかな？　その、よければでいいんだけど、響さんがどんな実況してるか教えてくれないかな？」

「は？　なんでだよ？」

「いや、実際にどんな実況してるのか気になるし、響さんのために、それに合わせたフリーゲームを作るなら響さんの実況者名とか聞いておきたいから」

「……まっ、そりゃそうだな」

　オレの説明に納得したのか響さんは片手で頭をかきながら頷く。

「あー、オレの実況者名は『ステラ』だ。普段はフリーゲームを中心にした実況動画を多く撮とってる。たまーにスーファミとかプレステとかのレトロゲーをやってるけど、メインはフリゲだな。あと最近はソシャゲやラジオもちょいちょいやってるけど……」

「……ちょっと待って」

「ん？　どうしたよ？」

　ストップをかけるオレに響さんは怪け訝げんな顔を向ける。

　だが、そんなことよりもオレは今、聞き違いをしただろうか？　何やらとんでもない名前が飛び出したような気がするのだが。

「……あの、新城さん」

「響でいいよ」

「響さん。先ほど、実況者名をなんと言いましたか？」

「あ？『ステラ』だけど？　もしかして知らないのか？」

「…………」

　ステラ？　まさかあのステラでございますか？

　いやいや、そんなはずはないですよね。うん、ステラなんてわりと使われやすい名前ですし、あのステラさんなわけないですよねー。あははっ。

「ちなみに昨日は『虚ろ町ののばら』のパート１の実況動画を上げたな。あれの実況と編集で今日遅刻したんだよ。で、今日の夕方にはパート２が自動投稿されるようにしてる。時間的に多分そろそろだろう」

　そう言って時計を確認するとちょうど夕方の六時。

　オレは響さんからスマホを返してもらうと、すぐさまユーチューブを開き、登録してあったステラさんのページを見る。するとそこにはパート２がしっかりと投稿されていた。

『はーい、こんにちわー。ステラですわー。今日はこちらの「虚ろ町ののばら」のパート２を続けて実況させていただきますねー』

「お、それだよそれ。つーか、ここで開くなよ。自分の実況見るの恥ずいんだから……」

「…………」

　えーと、つまりこれはあの有名実況主ステラの正体が新城響さんだと。

　そして、そのステラさんがオレに実況のためのフリーゲームを作ってくれと、そういうことか。

　なーんだ、そういうことかー。それならそうと言ってくれよー。あはははー。

「って、おおおおおおおおおおおいいいいいいいいいいいッ[image: ]」

　告げられた真実を前にオレは誰もいない校舎の中で絶叫をあげるのであった。




「マジかー……マジかー……」

　新城響さんより告げられた実況主『ステラ』の正体を知り、オレは思わず頭を抱えたまま座り込んでいた。

　そんなオレを響さんはバツの悪そうな顔で見つめていた。

「……んだよ、悪かったな。けど、そんなショック受けることはないだろう……」

　チラリと響さんの顔を見るとそこには彼女もショックを受けているのか、ちょっと落ち込んでる様子があった。

「ああ、いや、ごめん。別にそこまでショックというわけじゃなく、単に驚いたというか予想外というか……」

　何しろ相手は実況界でも有名な実況主だ。

　それが身近で女番長と言われている生徒がそうだとは思いもよらない。というか、あまりにも実況時とのイメージのギャップが激しすぎる。

「しょうがねぇだろう。普段と実況の時が違うのは当たり前だろう……」

　ボソリと恥ずかしがるように呟く。

　まあ、確かにそれはそうだ。人によっては実況の時と普段の時を分けている人もいるだろう。それを悪いなんて言えるはずがない。

「それでフリーゲームについてなんだけど」

「ああ、それな」

「なんでステラさんほどの実況主がオレに制作を頼むの？　ステラさんの実況ならどんなフリゲでも人気取れるんじゃ？」

「…………」

　オレの言っていることは脚色でもなんでもなく事実である。

　人気実況主であるステラさんの動画は上げればその日には十万再生は軽く越し、人気の動画になれば百万回以上のものもたくさんある。

　マイナーなフリーゲームの実況動画でも彼女が上げれば多くの人が視聴する。

　今更、彼女が自分用に何かのフリーゲームを作って欲しいなどと言うはずはないと思っていたのだが、返ってきた答えは予想外のものであった。

「……マンネリなんだよ」

「え？」

「最近、オレの動画ってワンパターンになってね？　それらしい面白そうな、あるいは、ちょっと話題になったフリゲを実況に上げて、それでおしまい。まあ、安定してるといえば聞こえはいいけど、意外性のある動画って少ないだろう？　それがなんだか物足りなくなってな」

　そう言って響さんは考え込むように視線を外す。

　安定した実況のチョイス。確かに言われてみればそうだ。

　ステラさんの動画はどれもどこかで話題になった、あるいはネットで良かったと感想のあった作品ばかり。だからこそ、視聴者もそれらを安心して見ているわけだし、どれもステラさんらしい実況で安定感がある。

　だが、確かに最近は「それを実況するのか!?」みたいな意外性のあるものは少なく感じる。

　しかし、それは別に悪いことではないし、下手に奇きをてらうよりは安定感重視がいいのかもしれない。だが、当の本人は──

「けど、オレは今のままじゃつまらないと思う！　もう少し自分に出来る実況、幅を広げたいと思うんだ！　だから最近はソシャゲやラジオなんかもやり始めた」

　その言葉を聞いて、オレはつい先日ステラさんがソシャゲのプレイ動画や、ガチャ動画を上げているのを思い出した。

　ステラさんのいきなりのガチャ動画には驚いたが、あれはそういうことだったのかと今の話を聞いて納得した。

「つーわけで、そんな時にお前がフリーゲーム制作者と知ってピンと来た。お前にオレのためのフリーゲームを作ってもらう。というかオレを題材にしたフリーゲームでいい。で、それをオレが実況する。どうだ、面白そうじゃないか？」

「つまり、ステラさん監修のゲームをステラさんが実況すると？」

　オレの確認に対し、響さんは「その通り」と頷く。

　はー、なるほど。そういうことか。

　確かに有名実況主さんが自ら監修した作品を実況となると面白そうだ。

　有名実況主グループ『○○の主役は我々だ！』も『異世界の主役は我々だ！』と彼ら実況主が自らフリーゲームを制作し、それをＲＰＧアツマールというサイトにて公開している。

　それは有名実況主さんが制作したということもあり話題となり、たくさんのプレイヤーに遊ばれ、コミカライズもし大人気作品の一つとなっている。

　それを考えるなら、ステラさんのやろうとしていることも話題性としては十分にありだ。むしろ、面白い。

　しかし、問題はそれをオレが作るということ。

　正直、こればかりはかなりのプレッシャーだ。

　確かにオレはフリーゲーム制作者としていくつかのフリーゲームを作ってきたが、どれも素人しろうとに毛が生えたような作品。未だに掲示板の書き込みでは駄作との感想が多く、そんなオレが有名実況主であるステラさんの要望に応えられるフリーゲームを作れるのか？

　思わぬ展開に震ふるえるオレ。そんなオレを試ためすように響さんは問いかける。

「それでどうする？　作ってくれるのか？　もしダメっていうなら、そん時はそん時だけどよ」

　不敵に笑う響さん。

　すでにスマホは返してもらった。つまり、ここでオレが響さんからの頼みを聞き入れるかどうかはオレの自由意思ということ。

　普通ならばオレには荷が重いと言うだろう。それにいくら相手があの有名実況主『ステラ』とはいえ、新城響はこの学園では有名な不良少女。そんな彼女と協力するということは否いや応おうにも親しくならなければならない。残る学園生活を平穏無事、普通に過ごしたいならやはり断るべき。だが──

「……本当にオレでいいんだよな」

　オレにとってこれはある種のチャンスであった。

「ああ、お前が受けてくれるってならオレもそれなりに協力してやるよ。無論、オレの望む通りのゲームを完成させてくれたら、それを実況してやる。で、どうする？　やるのか、やらないのか？」

「そんなの答えは一つだよ」

　オレは新城響さんに対し、手を差し出す。

「ぜひ、やらせてくれ」

　差し出したオレの手のひらを見て、響さんは口の端に飴の棒を咥くわえたまま、満面の笑みを浮かべる。
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「オーケー、同盟成立だ。よろしくな、荒木祐介」

　ガシリと力強く響さんの手がオレの手を握る。

　ここに有名実況主と底辺のフリーゲーム制作者が手を組むこととなった──。
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「おはよー」

「おう、おはよう」

「おはよう、祐ゆう介すけ君。ってあれ？　なんだか顔色悪いみたいだけど、大丈夫？」

「言われてみれば確かに。もしかしてまだスマホが見つからないのか？」

「ああ、いや、スマホは見つかったよ。それとは別件だから二人共、気にしないでくれ」

「ふぅん」

「なら、いいけど……。もし、なにか困ったことがあったら私に相談してね。こう見えて委員長だから」

「ははっ、分かった。頼りにしてるよ」

　朝。教室に入ってきたオレの顔色を見て委員長と昇のぼるがそう声をかける。

　昨日はあれから遅くまで作業していたため、あまり眠れていない。

　というのも、昨日の新しん城じよう響ひびきさん、いや実況主ステラさんとの約束のためだ。

「よお、ちょっといいか」

「!?　なっ！」

「し、新城響さん!?」

　と、そんなことを思っていると当の新城響さんがオレと委員長達の席へと近づく。

　響さんは動どう揺ようする二人には目もくれず、そのままオレの隣となりに立つと威い圧あつするような目つきで見下ろし、親指で廊下を指す。

「面つら貸かせ。祐介」

「ああ、了解。響さん」

　オレは彼女の指示に従うよう、席を立つと、そのまま歩き出す響さんの背中についていく。

　一方で、そんなオレと響さんを委員長をはじめとするクラスの全員が、動揺の目で見ていたことに気づかずにいた。




「それで、出来たのか？」

「まあ、一応プロットだけ」

　そう言ってオレは人ひと気けのない階段の隅すみで響さんにスマホに書いた新作ゲームのプロットを見せる。

「ふぅん、どれどれ……」

　オレからスマホを受け取ると響さんは内容を確認する。

　今回の新作フリーゲームの内容は、ずばり人気実況主『ステラ』とのコラボを意識した作品である。

　そのため、作品のテーマもステラ──つまりは『星』を題材としたものであり、内容はこんな風にしてみた。

　遙はるか未来の地球。文明の発達により大気汚染が進み、地球に住めなくなった人々が宇宙船を作り、人が住める星を求めて旅立つ。

　だがその途中、宇宙船に不ふ慮りよの事故が起こり、予定していない銀河へと飛ばされた船はそこで偶ぐう然ぜん人が暮らせる星へと不時着する。

　しかし、その世界は彼らの知る普通の世界とは全く異ことなっていた。

　そこは地球では幻想とされていたドラゴン、魔物、更には魔法といった不ふ可か思し議ぎな現象がある世界。そこへ不時着した地球人達。

　彼らは地球から持ち込んだ技術。科学や機械の力により、襲いかかる魔物や未知の生命と戦う。

　そうして、その星に住まう人々と友好関係を築くが、そこには魔王と呼ばれる恐るべき存在がおり、その下には魔族という人間を超ちよう越えつした生命体まで存在した。

　地球人達は持ち込んだ様々な兵器で魔王率いる魔族達と戦うが、実は彼ら魔族とは地球からこの星へと移住した地球人達の祖先であることが判明。

　他の星の生態系に馴な染じむために肉体を改良した姿こそが魔族であり、奇くしくも同じ星の住民と戦うことになる主人公達。

　だが戦いの中、魔王と呼ばれる存在が幼い少女であると判明し、その少女と心を通わせた主人公は魔族と地球人、そしてこの星の住民達との共存の道を──

「没ぼつ」

「えッ!?」

　数分ほど、オレが書いたプロットを読んでいた響さんであったが、そう一言告げるとスマホを返してくる。

「な、なんで!?　これのなにがいけないの!?」

「長い」

「は？」

　あまりに短い一言にオレは呆あつ気けにとられる。

「まず、その地球から宇宙に旅立って別の星に行く？　そのくだり全部オープニングでやるつもりか？　操作できるようになるまで何分かかるんだよ？」

「えーと、多分オープニングで一時間くらいかな」

「はい、却きやつ下か」

「なんで!?」

　容よう赦しやなく切り捨てる響さんに食らいつくオレ。

　すると彼女は呆あきれたようにため息をつく。

「あのな、ゲームにも実況向きのやつとそうでないやつがあるんだよ。お前、オレら実況主がなんでも実況するとでも思っているのか？」

「え、違うの？」

「まあ、人によるんだろうが、オレは見てくれる視聴者のことを考えてプレイするゲームを決めてる部分もある。で、そんな中で明らかに実況向きでないやつをいくつか除外し、実況しないようにしてる」

　言って響さんは人差し指をビシリと立てて、オレを指す。

「まず一つ。オープニングがやたら長いゲーム」

「うっ」

　響さんが告げたそのゲームの特徴。それはまんまオレがプロットで持ってきたゲームに当てはまる。というかオレのゲームのほとんどがそうかも……。

「いいか、プレイヤーってのはゲームを始めたらなるべく早く動きたいんだ。プレイヤー＝キャラ。だから、そのキャラを使ってその世界がどんなものなのか自由に動き回って確認したい。なのに最初からわけのわからないモノローグだとか、延えん々えんとキャラによるおしゃべりだとか、チュートリアルで時間を潰つぶされるのはうんざりするんだよ。特にフリーゲームなんていう誰でもプレイできるゲームならなおさら、そんなかったるいの見てられないし、下手したらオープニングで切られて終わりだぞ」

　た、確かに響さんの言うことは一理あるかも。

　ゲームをするのなら、あくまでも『ゲーム』の部分を楽しみたいはず。なのに、操作できないまま延々と語りを見せられてもゲームする気力が奪われるな……。

　フリーゲームを切る際、オープニングを終えるまでに切る人が一番多いってどこかで聞いたことがある。

「それにお前、これ明らかにストーリー重視のゲームだろう？　いやまあ、それ自体は悪くないんだが、会話ばかりのゲームとなると実況主のリアクションが平へい坦たんになって面白い実況になりにくいんだよ」

「平坦？」

「つまり、下手するとただキャラの会話を読むだけの実況になる。そういうのって味気ないんだよ。まあ、ノベルゲーをやってる実況主がいないわけじゃないし、オレも過去にいくつかやってる。けど、そういうのはあくまでもテーマがしっかりしてるからだ。けど、お前のこれはアドベンチャー＋会話劇みたいなことになってるんだろう？　アドベンチャー部分を見たい視聴者からすると会話が長すぎるとうんざりするんだよ」

「なるほど……」

　見ると、響さんの表情は初めて見るような真剣な表情となっていた。

　おそらく授業を受ける際も、これほど真剣な様子は見たことがなく、それが彼女の実況に対する姿勢やゲームに関する意見が本気であると伝わった。

「実際オレもいくつかゲームの実況を撮った後でお蔵入りしたやつも結構ある。理由は言ったようにリアクションが乏とぼしかったり、単純に動画として面白くなかったからだ」

　そうだったのか。実況主にも上げることなくお蔵入りしたやつってあるんだな。

　意外な裏話に感心するオレであったが、付け加えるように響さんは続ける。

「言っておくが、実況動画として上げるのが面白くないだけであって、それが面白くないゲームってわけじゃないからな。お前のゲームとかは特にそれだ。実際にやってみると面白い部分もあるし、楽しめる部分も多い。が、圧倒的に実況向きじゃないんだよ。それこそさっき言ったように会話を読み上げるだけのシーンが多くなったり、その他の操作シーンも淡々として作業ゲーになりがちだ。だから、実況主のリアクションが薄くなって、その実況主の味が出にくい。オレがお前のゲームを実況しようとしなかったのはそういう理由だ」

　それが響さんの言う「実況向きでない」という意味か。

　確かに、オレのゲームはプレイしている人はそこそこいるんだが、実況動画は圧倒的に少ない。それこそ一人、二人くらいなものだ。

　フリーゲームにもストーリー重視のＲＰＧは多くあるが、それらがあまり実況されない理由はこうした側面があったのか。

「まあ、でも別にストーリー重視のゲームが悪いとは言わないぜ。実況してないだけで、オレはお前が作ったゲームは全部プレイしたし、どれもそこそこ楽しめたぜ」

「そういえば、響さん。オレのゲーム全部プレイしてくれてたんだよね？」

「ああ。つーか、掲示板に書き込みとかしてたけど？」

「マジで!?　一体どれ!?」

「『通りすがりＡ』ってやつ」

　その名を聞いた瞬間、オレは一瞬凍りついた。

「えー……。あれ、響さんだったの……？」

「おう、毎回お前への励はげみとして書き込んでるぜ」

　励み？　あれのどこが？　かなり辛しん辣らつというか、ダメ出しばっかなんですが？

　うなだれるオレに響さんは「ダメ出しするほど、惜おしいと感じてるんだよ」と告げる。いやいや、ほんとかよ。

「まあ、とにかくお前のゲームはこのプロットのやつを含めて『実況を意識したゲーム』じゃない。まず、そこを修正してもらわないとな」

　響さんの言うことには結構刺さるものがあったが、しかし納得できる部分もある。

　今までならともかく、今回のは『実況』前提のフリーゲームだ。ならば、それに沿った作りにしないといけない。

　それを考えずにオレは今までと同じようなゲームのプロットを作っていた。

　これではダメだ。とてもではないが、ステラさんの良さを引き出すゲームにはならない。

　ならば実況向きを踏ふまえて、それが面白いゲームであること。そして、ステラさんとのコラボも意識しないといけない。これは予想よりもかなり難しそうだ。

「まっ、なんにしてもゆっくりやっていいぜ。オレはお前のゲームに期待してるんだから」

　正直、あの人気実況主のステラさんにそう言われるとやる気が出てくる。

　ならば次こそは響さんが納得するゲームのプロットを作らなければ。

　そう思い、オレは決意を新たにするのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「うーんうーん……」

　翌日。そう上手くアイディアが降りてくるはずもなく、オレは唸うなり声ごえを上げながら教室の机に突つっ伏ぷしていた。

　実況向きのゲーム。今まで意識していなかったが、確かにそう分類されるゲームは世の中には多くある。

　おそらく、多くのフリーゲーム制作者は実況を意識して作ってはいないだろう。

　それが出来ているゲームというのは、その制作者の作り方が単純に上手いということになる。

　つまりオープニングは短く、すぐに操作できるもの。

　なおかつ、そのゲームの雰囲気がどんなものか、どういう世界観なのか。すぐに理解でき、かつ、そのゲーム部分が分かりやすく面白いもの。

　そう考えると『青あお鬼おに』などは、実況されるべくしてされた作品と言える。

　最初のオープニングはものの数分。にもかかわらず、その作品の雰囲気や、どういったものであるのかがすぐに摑つかめる。

　そのゲーム部分も、まさにゲームでしか味わえない緊張感、面白さがある。

　なるほど。そう考えるとあまり注目していなかったが、最初の出だしからしてあれらの作品は完成されている。

　改めて人気となったフリーゲームには、そうなるべくしてなった理由があるのだなと思い知らされる。

　そして、それを意識して作るとなるとこれはかなり難しい。

　短いオープニングでどれだけプレイヤーを惹ひきつけ、そして世界観を伝えられるか。まさに最初の関門が最大の難問と言える。

「よお、また悩み事か？　どうしたよ」

「祐介君。本当に大丈夫？」

「ああ、昇に委員長。うん、大丈夫。ちょっとした考え事だから気にしないでくれ」

　昨日と同じように二人がオレを心配して席に近づくが、二人に相談できるわけもなくオレは曖あい昧まいに返す。

　そんなオレを二人が訝いぶかしむように見るが、そこへ更なる闖ちん入にゆう者しやが現れた。

「よお、今日も持ってきたか？」

「ああ、響さん。まあ、ちょっとだけだけど……」

「そうか。なら、一応確認してやるから、付いて来な」

「うん、了解」

　そう言って響さんについて教室を出ようとした瞬間であった。

「ちょっと待ちなさいよー！」

　突然、委員長の大声がオレと響さんを静止させる。

　何事かと振り返ると、そこには怒りと不満に満ちた委員長の顔があった。

「響さん！　あなた一体どういうつもり!?」

「あ？　どういう意味だ？」

　首をかしげる響さんに、しかし委員長はハッキリと断言する。

「とぼけないで！　あなた、祐介君に絡からんでカツアゲしてるでしょう!!」

「はあー？」

「へ？」

　委員長の断言にオレと響さんは呆気に取られる。

　カツアゲって、一体何がどうしてと困惑するよりも早く委員長が理由を告げる。

「昨日からの祐介君の態度！　明らかに何かに悩んでる様子だったわ！　そこにあなたが急に現れて祐介君を連れてどこかに行った。そのあとも浮かない様子で今日も沈んだまま。さらに、さっきの会話！　あなた間違いなく祐介君をいじめてるでしょう！　委員長として学園の風紀を守る風紀員として、あなたのいじめはこれ以上看かん過かできないわ！」

　ビシッと響さんを指差す委員長。

　あっ、確かに言われてみれば昨日と今日のオレと響さんの会話、知らない人が見れば、カツアゲされているように見える。

　しかも、直前にオレが悩んでいる様子を見せれば、絡まれていると疑わない方が不思議だ。

　見ると昇や、クラスメイト達も同じ考えであったのか、少し離れた位置からオレと響さんを見ながらヒソヒソと話をしている。

　ま、マズイ。このままではオレと響さんの関係が、不良とそれに絡まれているクラスメイトという関係になってしまう。

　オレはともかく、それでは響さんが可か哀わい想そうすぎる。

　見ると、響さんはどこか焦るような表情で冷や汗を流している。

「さあ、なにか反はん論ろんがあるなら言ってみなさい！」

　しかも、どういうことか今日は珍めずらしく委員長が響さんに対し、一歩も引くことなく迫っている。

　普段なら響さんに対して縮ちぢこまるはずが、こういう時に限って威勢良くなるのはどういうことだ。逆に困る。

「て、てめぇには関係ねぇだろう。こいつはオレにとって必要な人間なんだ」

「それってカツアゲしてるって認めるってこと!?」

「ち、ちげぇよ！　カツアゲなんかしてねぇよ！」

「じゃあ、なんで祐介君を連れ回すの！　カツアゲじゃないなら、あなたと祐介君の関係ってなに!?」

「そ、それは……」

　そう問われるとオレと響さんとの関係は話せない。

　一昨日おとといまで、全く関わりがなかった一般人と不良。それがいきなり接点を持ったとなれば、よからぬ関係を想像するのは当然。

　しかしオレはともかく、ステラの正体については他言無用と響さんと約束している。それをここでバラすわけにはいかない。

　だが、それを言わずにこの場を上手く収める手段なんかない。

　ヘタすれば、響さんがオレを脅おどしていたと問題になり、彼女の学園内での立場が更に悪くなる。それはオレとしても心苦しい。

「祐介君も絡まれてるならそう言ってよ！　大丈夫、私が不良の魔の手から、あなたを解放するから！」

　いつにも増して真剣な表情でそう断言する委員長。

　うん。普段であれば、すごく頼もしいんだが、なんで今回に限ってヘタレないの！　逆に迷惑だよ、委員長！

　どうするべきかと悩むオレであったが、それより早く答えたのは響さんであった。

「……べ、別に不思議じゃねぇだろう。オレとこいつの関係性は」

「どういう意味よ？」

　問いかける委員長に対し、響さんが僅わずかに口ごもると意を決したように告げる。

「つ、付き合ってんだ！　連れ回すのは当然だろう！」

「は？」

「へ？」

　瞬間、響さんが告げたセリフにオレも委員長も、クラス中が静止した。

「……い、今なんて言ったのかしら？　ひ、響さん？」

　恐る恐る事態を理解しようと確認する委員長。

　それに対し、響さんはなぜだか顔を赤くし、腕を組んだ後、ややドヤ顔で宣言した。

「な、なんだよ、聞いてなかったのかよ。しょうがねぇな。なら、もう一度言うぜ。オレがこいつを連れ回しているのは──つ、付き合っているからだ！　二人っきりの話とかするのは当然だろう！」

「…………」

　呆気にとられる委員長とクラスメイト達。

　だが、次の瞬間、それは暴風雨となって吹き荒れる。

『ええええええええええええええええええええええぇぇ──[image: ]』

「噓うそだろう!?　あの祐介が不良の新城とー!?」

「付き合ってるっていつからだー!?」

「全然気付かなかったぞー!?」

「た、たまげたなぁ!!」

　次々とクラス中で驚きの声が上がる。

　響さんに告げられた委員長も何やら石のように固まっており、それはオレも同じであった。

「ゆ、祐介、お前……ひ、響さんと付き合っていたのか!?」

「え、えーと」

　見るとオレの隣にいた昇も驚きの表情で問いかける。

　いや、それに関してはオレも初耳というか、むしろ告げられたオレの方が仰ぎよう天てんしてるんだが……。

　思わず響さんを見つめるが、彼女は顔を真っ赤にしたまま口をパクパクさせ、オレに合わせろと指示している。
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　ま、まあ、そうだよね。この場を収めるにはそれしかないよね……。

　見ると全員がオレの答えを待つように凝ぎよう視ししていた。それに耐え切れずオレは静かに首を縦に動かす。

「……う、うん。じ、実はそうなんだ」

「えええええええええぇ!?　マジかよ───!!」

　再び訪れる教室を揺ゆるがすざわめき。

「信じられない」とか「あの響さんと祐介が!?」といったワードが再び飛び交う。

　オレと響さんが校内で急接近した理由としては確かにこれが一番妥当かもしれない。

　少なくとも絡まれているといった悪評に比べれば遙はるかにマシだろう。

　とはいえ、クラス中の「付き合っている！」というワードにオレも響さんも思わず、互いに目線を合わせることなく顔を伏せてしまう。

　あ、あかん、これじゃあマジで付き合い始めたカップルのウブな反応じゃないか！

　そんなよく分からない羞しゆう恥ちの感情に晒さらされるオレと響さんであったが、そんなオレ達のでまかせに待ったをかける人物がいた。

「……ない……ない……ありえないわよ──!!」

　それまで教室内でざわめいていた声が一いつ斉せいに止まり、大声を上げた主に視線が集まる。

　それは他ならぬ委員長であった。

「ないないない！　絶対になーい！　噓つきなさいよー！　この不良ー！」

「なっ！　う、噓じゃねーし！」

「あなたと祐介君が付き合うとか絶対にありえないわよ！　例えるなら昨日まで餌えさにしていたネズミに猫が求婚するようなものよ！　ないない！　絶対にない！」

「うっ……」

　委員長、そのたとえはどうかと思うんですが。とはいえ、その推測は実際、的を射ていた。

　先ほどの響さんからの「付き合ってる」宣言は彼女が苦くるし紛まぎれに出した噓。

　しかし、今はそれを真実にするしかなく、なによりも響さんの『秘密』を守るためにも、オレは彼女のために芝居をする決意をする。

「い、いや、事実だよ。委員長。オレと響さん……その、マジで付き合っていてさ……」

「は、はあー!?　う、噓！　絶対に噓！　わ、私は信じないわよ！　あなたに彼女が出来るわけないでしょうー!?」

　しかし、なぜか頑かたくなに信じようとせず今度はオレに詰め寄り出す委員長。

　うっ、確かに噓だけど、なぜ委員長はこんなにも付き合いを否定するんだ？　これまでオレに彼女がいたことは一度もないが、そんなに全力で否定しなくても……。

　軽くショックを受けるオレであったが、そんなオレに助け舟を出すように響さんが告げる。

「だから、言ってるだろう。そいつと付き合い始めたのは二日前。そいつのスマホを拾った時に、そ、その……こ、告白されてな……そ、それで仕方なく付き合い始めたんだよ……」

「えー!?　ってことは告白は祐介君からー!?」

「お前！　あのスマホ、響さんに拾われていたのかー!?」

「マジかよー！　こりゃえらい騒ぎだぜー!!」

　再び教室中に広がる騒ぎの声。

　見ると昇は「お前、やるなー！　まさかあの響さんに告るとはなー！」とオレの肩に腕を乗せ、委員長にいたってはなぜか放心したように真まっ白しろに染まっていた。

　その中、オレと響さんだけは互いに気まずそうに顔を赤くして、目を逸そらすのであった。




「わ、悪かったな……。あんな騒ぎになって……」

「い、いやー、別に。というかあの状況なら仕方ないと思うよ……」

　あれから騒ぎが収まると同時にオレと響さんは揃そろって教室を出て、昨日と同じ場所で話していたが、響さんの態度がいつもよりもしおらしくなっていた。

「そ、その……お前は迷惑、じゃないのか？」

「え？」

　どういう意味だろうかと聞き返すと、彼女は気まずそうに顔を伏せて告げる。

「その、いくらオレ達の関係や正体を隠すためとは言え……付き合ってる、とか……迷惑だろう。オレ、学園じゃ評判悪いし……」

　そういうことか。なら、オレは迷うことなく首を横に振る。

「別に気にしてないよ。というか前々から気になっていたんだけど、響さんの噂うわさってあれって全部本当なの？」

　オレの告げた答えに響さんは一瞬驚くような顔を向けるが、すぐにオレからの問いかけに答える。

「どうだろうかな。大たい概がいは尾ひれがついたものだと思うぜ」

「えーと、一番有名なのは他校の生徒、数十人と喧けん嘩かして全員のしたとか」

「あー、そいつな」

　響さんを語る上で外せない噂はこれだ。

　彼女がこの学園に入って間もない頃、街で他校の男子生徒数十人をたった一人でボコボコにしたとか。

　理由は色々あるが、概おおむね響さんの方から喧嘩を売ったというもの。

　それがきっかけで以前から金髪、服装、態度、目つきなどで敬けい遠えんされていた彼女が更に有名となり『女番長』の呼び名を与えられ、学校で孤立するようになった。

　果たしてこれが事実なのかどうか、オレも気になっていた。

「数十人は言いすぎだ。相手は二、三人だったぜ」

「ってことはマジで病院送りに……？」

「いいや、軽く地面に転ばせただけだぜ。こう見えてオレ、護身術習ってるから」

　そうなのか。しかし、相手を倒したのは事実。その理由を彼女に聞くと──

「ナンパだよ」

「は？」

「というかタチの悪い絡みだ。連中、その気のない女生徒に絡んでたんだよ。で、見ていられなくて口を出したら、あいつらが先に手を出してきて、そのあとは流れだな」

　なるほど、そういうことだったのか。

　というかそれが事実なら響さんは不良どころか、女生徒を救ったヒーローのはず。それがなんでそんな悪評の元に……？

「簡単だよ。多分、噂を流したのがその不良共だったんだろう。女をナンパしていたら、別の女に負けて退散なんて普通なら恥ずかしくてたまらないだろう。だから、オレを凶暴な不良に仕立て上げて、自分達は被害者ってことで噂を流したんだろう」

　なるほど、確かにそれなら筋は通る。

　だが、それでは響さんは被害者もいいところだ。実際、その噂が元でこの学園で彼女に近づく人間はほとんどいない。

　本来なら絡まれていた女の子を助けたヒーローなのに、その仕打ちがこれではあんまりだ。

「別に気にしてねぇよ。それにオレはもともと人付き合いがヘタだから、この噂には逆に助かってるよ。下手におべっか使われるよりも最初から距離置かれる方が楽だからな」

　そう言いながらも響さんはどこか寂さびしそうに笑った。

　どうやらオレが知る響さんは表面的なものばかりで、本当の彼女のことを知らずにいたようだ。

　オレもまた噂から、彼女を穿うがった目で見ていたその他大勢の一人に過すぎない。

　だが、そんなオレが彼女の正体を知り、噂の真実を知った。

　ならば、オレだけはそんなその他大勢とは違う接し方を彼女にしなければならない。

　それは彼女がオレの憧あこがれの実況主『ステラ』さんだからという理由もあるが、それ以上に彼女──新城響さんはいい人だ。

　わざわざオレなんかに目をかけて、ゲーム実況の話をもってきてくれた。信頼して真実を打ち明けてくれた。

　ならば、そんな彼女に対し、誠意を持って応えるのは当然。

　彼女の話を聞き終えたオレは頷うなずき、響さんに手を差し出す。

「なら、オレだけはそんな響さんに対して距離を縮めるよ。今はお互いの趣味による利害関係の一致だけど、いつか本当の友達になれるよう、努力するよ」

　そう告げたオレに対し、響さんは一瞬驚いたような顔をするが、すぐにその顔に爽さわやかな笑みを浮かべ、オレが差し出した手を握る。

「そうだな。まっ、そうなれるよう精せい々ぜい頑がん張ばれよ」

　まるで他ひ人と事ごとのように呟つぶやく響さんであったが、その顔はまんざらでもなさそうであった。





　　　　◇　◇　◇






「いやー、それにしてもたまげたぜ。祐介。まさかお前と響さんがなー」

　翌日。学園へ行くとオレと響さんの関係は学園中に知れ渡っていた。隣を通り過ぎる生徒達は皆、物もの珍めずらしげな目でオレを見てはヒソヒソと噂話をする。

　それはまるで珍獣か何かを見るような態度であった。

　そんな中、唯一普段と変わらない態度で接してくれたのは親友の昇であった。

「で、マジな話。例のスマホがきっかけで付き合うことになったのか？」

「まあ、色々あってな」

「ふーん、そっか」

　はぐらかすように答えるオレに対し、昇はやはり追及はせず、その話題はそれまでにしてすぐに別の話題を振ってくれる。

　正直、こんな風に受け流してくれるのはありがたい。

　普通だったら根ね掘ほり葉は掘ほり聞いてくるところなんだが、こちらの事情をなんとなく汲くんで深入りしない昇の存在は本当に貴重だ。

「よお、ちょっといいか」

　そんなオレと昇の会話に割り込むのは、今や時の人となった新城響さんであった。

「例の話をしたいんだが、付き合ってもらえるか？」

「ああ、勿論」

　そう答えて立ち上がるオレを教室中の皆が奇き異いの目で見る。

　まあ、昨日の騒ぎを考えればオレがこうして響さんと行動するのは皆からしてみれば格かつ好こうのネタなんだろう。

　とはいえ、例の打ち合わせをするのは教室では目立つ。やはり、人目のない場所に移動しなければ。

　折せつ角かくだし、ゲームのアイディアに行き詰まっているのを響さんに相談して、何かしらのアイディアやネタをもらえないだろうか？

　そんなことを思い、響さんと共に教室を出ようとするオレであったが、

「待ちなさい！」

　そんなオレ達の前に立ちはだかったのは委員長、緑みどり川かわ葵あおいであった。

「えーと、委員長。何か用ですか？」

　昨日あれから放心状態のまま帰宅した委員長であったが一日経たったことですっかり回復したようだ。

　というか、昨日はなぜ灰のように白くなっていたのか謎なぞだったのだが。

「どこに行くの？　祐介君、響さん」

「？　どこって単に話すだけだけど」

　委員長の奇妙な問いに疑問符を浮かべながら答える響さん。

　確かにその通りであり、別段疑われることなどないはず。そう思ったオレ達であったが、委員長は竹刀しないを握り締めながら告げる。

「話ならここでも出来るでしょう。どうして教室の外に移動する必要があるの？」

「うっ……」

　確かにそれはそうだ。話すなら教室でも出来る。わざわざ外に出るのはちょっと変か。

　そう思い、どう言いい繕つくろうべきか悩むオレより先に響さんが答える。

「人に聞かれたくない話なんだよ。つ、付き合ってんだから、そういうのあるだろう……」

　お、ナイス。響さん！　確かにそれなら通じる！

　その理屈にはさすがの委員長も納得するしかないのか苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔を見せた。

「そ、それはそうかもしれないけれど……な、なに？　もしかして二人っきりで不純異性交遊でもするつもり!?」

「ばっ!?　す、するわけねーだろう!!」

　思わぬ委員長からの問い詰めに顔を赤くして否定する響さん。

　うん、そりゃそうだよな。というか、響さん案外その手の話にはウブなんだろうか？　と、そんなどうでもいいことを考えていると委員長がますます不信の目でオレ達を見る。

「どうにも怪しい……。皆は祐介君とあなたが付き合ってるって話を信じてるようだけど、私は納得していないわ。どう考えてもあなた達に接点なんてないはずよ。それがいきなり付き合うなんて噓くさいわ」

　うっ、珍しく委員長が鋭い。

　普段は運動音痴で、妙な勘違いで竹刀を振り回しては自爆しているヘタレ系委員長なのに、時折このように鋭い発言をする。

　さすがは校内でも上位の成績の持ち主だ。間は抜けていてもバカではない。

　それを裏付けるように更に委員長が告げる。

「本当は別の目的があって、それを隠すために付き合ってるとか言ってるんじゃないの？　たとえば、祐介君が弱みを握られているとか。それなら響さんのような不良の言いなりになるのも頷けるわ。白状しなさい、祐介君！　言ってくれれば私があなたを助けてあげるから！」

　困った。やはり委員長の正義感が妙なところで空回りして逆に迷惑になっている。

　とはいえ、その内容はかなり事実に近いところがあり、委員長も善意でオレを助けようとしているのが分かる。

　どうしたものかと悩むが、それより先に響さんが回答を告げる。

「……そんなにもオレと祐介が付き合ってる証拠が欲しいのかよ？　だったら、それを見せてやるよ」

「はあ？　どうやってそんな証拠を提示するのよ？」

　響さんの妙な発言に眉まゆをひそめる委員長であったが、次の瞬間、響さんがオレの手を握り、それを頭上へと上げると教室中に堂々と宣言する。

「こ、今週の土曜、オレと祐介とで、で、デートしてやる！　そ、その証拠写真をスマホのレインで送るから、そうすれば信じられるだろうがー！」

「へ？」

「え、えええええええええええぇ[image: ]」

　再び、昨日の衝撃にも勝るとも劣おとらぬ大絶叫が教室中に駆け回った。
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　土曜日。オレは街の中央にある公園にて待ち合わせをしていた。

　周りには噴水を中心にイチャつくカップルがいる。この公園はそうしたカップルの待ち合わせ場所としては絶好のようだ。

　そんな中、オレもある少女との待ち合わせのために公園のベンチに座っていた。

　だが、その心中は周りのカップル達と異ことなりプレッシャーに押されていた。

「はあー、まさかこんなことになるとは……」

　あの日、響ひびきさんが教室でオレとのデート宣言をして、すぐにクラスの連中が食いつきレインのグループが作られていた。

　理由はオレと響さんとのデート写真をそこにアップして見物するため。

　クラス中がそれを楽しみにしており、また校内でもあの新しん城じよう響に彼氏が出来たと興味を持った連中も、その報告を心待ちにしている。

　すでにオレと響さんとのデートはある意味で、校内での一大イベントとなっており、後には引けない状況になっていた。

　とはいえ、自作ゲームの方はプロットが行き詰まっており、未いまだにいいネタも浮かばずにいた。今回のデートはある意味でいい気分転換であり、ゲームのネタにもなるかもしれない。できることなら楽しみたいのが本音だ。

　しかし問題は、下手なデートで響さんの機き嫌げんを損そこねないか、それが不安だ。

　そんな風な事を思っていると、ふと目の前に誰だれかが立っていることに気が付く。

　陽ひの光を背に立つその人物の姿を見た瞬間、オレは一瞬息を止めた。

「お、お待たせ……。遅くなって、ごめん……」

　そこにいたのは金色の髪をなびかせた一人の美少女。

　白と赤を基調としたレースの入った服。それは深しん窓そうのお嬢様が着るような上品さがあり、首から下げている星をモチーフにしたネックレスはそんな少女の可愛かわいさを一ひと際きわアピールするように似合っていた。

　普段の学校での不良っぽい着こなしとは打って変わって、今目の前にいる少女の格好は誰がどう見ても社交界にデビューするお嬢様か何か。

　それほどまでに今ここにいる響さんは可愛らしく、普段の彼女を知る者が見れば、そのあまりの違いに同一人物とは気づかないであろう。

　事実、オレも目の前の少女が響さんだと気づくのに数秒かかり、目の前の少女の可か憐れんさに見み惚とれたほどだ。

「えーと、響さん、だよね？」

「……他に誰がいるのよ」

　念ねんの為ために尋たずねるオレに対し、響さんは顔を赤らめながらそっぽを向く。

　え、なにこの奇妙な感覚。この子、可愛い。

　思わぬ響さんの可憐な姿と、しおらしい態度。更さらに普段の荒っぽい口調はどこへやら、見た目相そう応おうの少女らしい口調に思わず胸がドキリとする。

　困惑するオレに対し、響さんがいたたまれなくなったのか視線を下げたまま問いかける。

「や、やっぱり……変、かな？　似合ってない、よね……」

　そう呟つぶやく響さんの態度はいつもの強気な態度とはまるで別人であり、自分に自信がなく落ち込んでいるようであった。

　しかし、オレはそんな響さんの呟きにすぐさま首を横に振る。

「いや、全然！　むしろすごく似合ってて可愛いよ！　と、特にネックレス、星のやつすごく似合ってる！」

　ほとんど条件反射のように言ってしまったセリフであったが、それを聞くや否いなや響さんの顔がトマトのように赤く染まり、慌てたようにオレの手を握にぎると歩き出す。

「ば、バカっ！　そ、そんな恥はずかしいセリフ吐くよりも、さっさとここから移動するわよ！　こ、ここカップルが多くて落ち着かないのよ……！」

「あ、ああ……」

　自分から聞いておいて、それはないんじゃと思わなくもないが、確かにこのままここにいると落ち着かないのも事実だ。

　オレは手を握る響さんに引っ張られるように、そのまま公園から移動していく。




「それでまずはどこに行こうか？」

　早速、公園から街中に移動したオレと響さんであったが、そんなオレのノープランな発言にさすがの響さんも呆あきれたような顔を見せた。

「祐ゆう介すけ君。ひょっとして、デートのプランとか考えてないの？」

「あっ、えっと、それは……」

　響さんからの図星にドキリとするオレ。

　だって仕方ないじゃないか。デートなんて初めてだし、相手は響さんだし、クラス連中からは証拠写真を求められるだけでいっぱいいっぱいだったんだよ……。

「そ、それじゃあ、まずは食事とか……？」

　とはいえ、ここでリードしなければ男がすたる。オレは咄とつ嗟さに頭に浮かんだ単語を口にするがあまりに普通すぎる内容で呆れるかと思ったが、響さんはむしろ何かを思いついたように笑みを浮かべる。

「そう。じゃあ、行ってみたい場所があるんだけど、いいかしら？」

「行ってみたい場所？」




「お待たせしました。こちら『カロンの大悪魔パスタ』と『ノエルの魔女パフェ』。それから『フーゴの爆熱風ステーキ』と『ジリアンの水色ドリンク』となります」

「わー！　きたきたー！　真っ黒パスター！　カロンのステッカーもついてて素敵ー！　あ、そっちのフーゴのステーキもそれっぽいー！」

　あれからオレ達が行ったのは人気フリーゲーム『被ひ虐ぎやくのノエル』と絶賛コラボ中のカフェである。

　そこにあるメニューも原作『被虐のノエル』を知る人からすれば馴な染じみ深ぶかいキャラクターによる料理とドリンクの数々であり、中に入るや否や響さんの表情が変わり、見ての通りのハイテンションとなった。

「これがジリアンちゃんのドリンクー。尊とうといよー」

　しまいにはヨダレを流しながらドリンクや食べ物を食べ始めるので正直、ちょっと引いた。

　まあ、オレも原作ゲームのファンのため、いつかは来たいと思っていた場所である。こうしたデートでここへ来られるのも相手がフリーゲームに理解の深い響さんだからこそである。

「ねぇねぇ、祐介君はノエルの中じゃ誰が好き？」

「え、そうだなー。やっぱカロンかな。最初は怖い存在かと思っていたけれど、ノエルに対する接し方とかだんだんいい相棒になっていくところが素直にカッコイイよ」

「わーかーる！　カロン様いいよねー！　私はカロンやノエルも好きだけど、ジリアンも好きなのー！　あの子には私と同じシンパシーを感じるっていうかー！」

　へ、へえー。というか、いつになく饒じよう舌ぜつな響さん。

　口調も普段の学校の時とは異なり、一人称も変わっている。というよりもこの話し方は実況主『ステラ』のそれに近い。

　もしかして、デートということで普段の口調をやめて『ステラ』口調で話してるんだろうか？

「じゃあさ、じゃあさ、好きなエピソードは──」

「その前に響さん。一ついいかな？」

　熱が入り始めた響さんに待ったをかけ、確認のために問いかける。

「その、会った時から気になってたんだけど、今日普段の口調と違うみたいだけど、ひょっとしてデートってことで意識して口調を『ステラ』モードに変えてるの？」

「え？」

　オレからの問いに響さんは戸と惑まどうように固まる。

　この反応、やはりそうか。

「やっぱりそうか。デートってことで無理して、口調や態度を変えているんでしょう？　けど、クラスの連中を欺あざむくためとはいえ、そこまで無理しなくてもいいんだよ。いくらなんでもわざわざオレ達のデートを監視するような奴なんていないだろうし。オレは普段の響さんを知ってるんだから、無理せずいつもの口調や態度でオレに接していいんだよ」

　そう言って響さんの緊張をなんとかほぐそうとするオレ。

　一方の響さんは、なぜか気まずそうに視線を逸そらしながら頷うなずく。

「あー……た、確かに、そう、だな……。う、うん……べ、別にデートだからって……口調や態度まで、変える必要は……なかった、よな……」

「うんうん。オレもいつもの響さんに慣なれてるから、響さんもいつもどおりの口調で接した方が楽でしょう」

「そ、そうだな……あ、ああ、そうする……わ、わざわざ、ありがとうな……祐介……」

「いやいや、お気になさらず」

　うん。これで響さんもいつも通りの態度でリラックス出来るだろう。

　むしろ、さっきまでこちらに気を使って口調を変えてもらっていたのが申し訳なかったくらいだ。

　ひとまず、これで自然なデートも出来るだろうし、ここを食べ終わったら、次は響さんの行きたいところでも聞いてみるか。

　そう思いながら、気分良く料理を食べるオレであったが、一方の響さんはなぜだか居心地悪そうに料理を食べていたことにオレは気づかずにいた。




「あの二人、一体なに話してるのかしら……。というか、ここのメニュー訳わけの分からない題名ばっかりでどんな料理なのか全然分からないんだけど！」

　一方、そんな二人の席から少し離れた場所に二人の男女が座っていた。

　一人は委員長こと、緑みどり川かわ葵あおい。

　もう一人は祐介の親友でもある灰はい崎ざき昇のぼるであった。

「というか委員長ー。なんでオレまで付き合わされないといけないんですかー」

　気だるそうにメニューを見ていた昇に対し、葵は彼の胸ぐらを摑つかむと勢いよく宣言する。

「決まってるでしょう！　あの二人がデートとか絶対にありえないわよ！　化けの皮を剝はいで私が祐介君をあの不良の魔の手から救うのよ！」

「魔の手ねぇ……」

　葵の熱弁に対し、昇は冷めたようにウェイトレスに注文をしながら横目で二人を確認する。

　昇から見ると二人の会話は弾はずんでいるように見える。少なくともそれはどちらかが一方を支配、または舎しや弟ていにしていじめているようには見えなかった。

「まあ、マジで付き合っているかどうかは分からないけれど、あの二人の仲がいいのは本当っぽいけど」

「なっ、なっ！」

　見ると、今も二人は仲良さそうに料理を楽しみ、その光景をスマホで撮影してはグループレインに写真を投稿していた。

「う、噓うそよ噓よ……。そんなことはないわ、私は絶対に信じない……。あの二人の化けの皮を剝がしてやる……」

「あっ、すいませんー。このノエルのストラップですけど残ってますかー？　え、売り切れた？　マジかー」

「ちょっとー！　昇君！　あなた真ま面じ目めに追跡する気あるのー!?」

　そんな店の端はしで騒さわぐ二人に気づくことなく、祐介と響は料理を楽しんだ後、別の場所へと移動し、彼らもまたそれに続くのであった。




「なるほど。次は映画か」

　響さんに連れられたオレは目の前にある映画館を見て感心する。

　確かに映画はデートにおける王道だ。普段、一人だとなかなか見ない映画も誰かと一緒になら乗り気になるというもの。

　となると、デートに相応ふさわしい映画を選ぶべきだが、何がいいか。

　この時期の映画は恋愛、アクション、ファンタジーと多彩であり、どれもそれなりに楽しめそうな内容だった。

　オレはどれにするべきかと迷い始めるが、

「おい、何やってんだよ。オレらが見る映画はこっちだぞ」

「へ？」

　と、響さんがオレの腕を引っ張ると、そのままとある映画のポスターの前に移動する。そこに書かれた題名は──

「青あお鬼おに……」

「そう！　しかもバージョン３の最新作！　いやー、楽しみだよなー！」

　キラキラとした目でオレを見つめる響さん。

『青鬼』といえば、フリーゲーム界では言わずと知れたメジャータイトル。

　数々の有名実況主に実況され、商業展開も留とどまるところを知らず小説、漫画、アニメ、そして映画と最も多た岐きにわたって展開したフリーゲームの一つと言える。

　その内容は、とある館を訪れた数人の若者が全身青色の鬼に追われるというものだった。

　しかし、実際にゲーム画面で襲って来るその青鬼の迫力とＢＧＭはプレイした人にしか分からない緊張感がある。あれを最初にプレイした際、焦あせらないプレイヤーはそうそういないだろう。

　そんな青鬼の映画の第三弾なのだが、それをデートで選ぶ響さんもすごいな。

　オレも見たい映画だったし、響さんからの提案なら断る理由もない。

　ただ大丈夫かなぁ。青鬼といえばホラー、ホラーといえばステラさんは常に叫んでいる印象がある。

　それともあれは実況の演技であって、実際はホラー耐性あるのかな？

　そう思いつつ乗り気な響さんと共にオレは青鬼バージョン３の上映場へと向かった。




「うぎゃああああああああ！！　青鬼いいいいいいいいいいいいいい！！」

　予想通り、めっちゃ男叫びでした。

　しかも生の至近距離による叫びだったため、うるさいのなんの。

　そんなに怖いなら見なきゃいいのに……なんでこれを選択したんだ、と突つっ込こまずにはいられなかった。

　とはいえ、観客には中高生も少なくなく、そんな彼らの絶叫もあって響さんだけが目立つことはなかった……と言いたいところだが、その中でもやはり群ぐんを抜いて彼女の叫び声は響いた。

「うおああああああああ!!　死ぬ！　死ぬ死ぬ死ぬー!!　たけし死ぬうううううううう!!　生きろおおおおおおおお!!」

　とまあ、このように感情移入も激しいのに終始叫びっぱなしの映画鑑賞となりました。

　ただ、少し離れた位置から「うぎゃあああああああああ!!」「ぎゃあああああああああ!!」と響さんの男叫びにも勝るとも劣らぬ大絶叫が響いていたのである意味助かった。うん、見知らぬ絶叫者さん、ありがとうございます。




「ぎゃあああああああああ!!　なにアレ!?　なにアレ!?　青い何か!?　ブルーベリー!?　ねえ、ブルーベリーなの!?」

「いやだから、あれが青鬼だって……まあ、簡単に言えば人を襲おそう青い鬼で……」

「いやああああああああ！　食ってる！　食ってるよー！　逃げてー！　急いでそのロッカーの中に逃げてええええええ!!」

　一方でそんな響に負けず劣らずの大絶叫を上げている緑川葵は、悠ゆう長ちようにポップコーンを食べている昇にしがみついていた。





　　　　◇　　◇　　◇






「ああ、怖かった……マジ怖かった……ゲームでもそうだったけど青鬼怖いよぉ……怖いよぉ……」

　映画館から出て響さんはずっとこの調子で震えていた。

　どうやらステラさんのゲーム実況でのあの男叫びやリアクション。あれらは作ったものではなく素すの反応だったようだ。

　つまり響さんはその見た目とは裏腹にホラー耐性はなく、そうしたものを見ればほぼ無条件で叫ぶ。

　まあ、だからこそステラさんがするホラーゲームの実況は面白いのだ。

　ああしたホラーゲームは反応が過か剰じような人がやった方が面白いし、見ているこっちも楽しめる。

　しかしホラーが苦手な人ほど、好奇心からこういうのに手を伸ばしがちなのは人類の七不思議の一つだ。

「そ、それで次はどうする……？」

「え？　そうだね」

　響さんからの問いに考え込む。食事、映画と来たら次はスポーツ？　いや、ゲームセンターなどでの遊ゆう戯ぎとかか？　あるいは買い物？

「ゲームセンターとか、買い物とかはどうかな？」

「お、いいねぇ。それ。じゃあ、オススメの場所とかあったらお願いするわ」

　そう言ってオレの提案に同意するように響さんは微笑ほほえむ。それは待ち合わせの時とは異なり自然体な笑顔であり、どうやら映画で散々叫ぶことによってリラックス出来たのかもしれない。なら、いいチョイスだったかも。

「なら、いい店知ってるから案内するよ」

「ああ、頼むぜ」

　そうして響さんを連れて、オレはようやくデートらしいデートを行うのだった。

　ゲームセンターでクレーンゲームに夢中になったり、当たればゲーム機がもらえるという怪しいビンゴゲームに挑いどんだり。

　一通り満まん喫きつした後は、いろんな店を回り始める。

　書店、服屋、大型量販店、アクセサリーショップ。

　オレも響さんもどちらかといえばオタク寄りの人種であったため、書店では互いにオススメの本を勧すすめあった。同じ趣味のものがあれば意気投合したり。

　大型量販店では響さんは実況で使う道具などを見み繕つくろっていた。

　マイクやスピーカーは勿もち論ろん、パソコンでの編集で使うソフト。あと最近では実写への挑戦も考えているらしく、そのための小道具なども探していた。うーん、実況主というのも大変だ。

　服やアクセサリーは、やはり女性ということで気になるのか、色々と見繕っていた。

　似合う服も多くあったのだが、なぜか響さんはそれを胸に当てるだけで買おうとはしなかった。

「響さん、いいの？　さっきの服、気に入ってたんじゃないの？」

　問いかけるオレに対し、響さんは少し顔を伏せながら答える。

「ああ、別にいいよ。あんなのオレが買っても着る機会ってほとんどないし、それに似合わないからな……」

「え？　そう？　そんなことないと思うけど、今着てるそれも似合ってるよ」

　オレのその言葉を聞くや否や響さんは顔を真っ赤にして反応する。

「なっ、なななな、なに言ってんだよ。お、お世せ辞じならよそでやれよ。お、オレみたいなガサツで目つきも悪い金髪の不良に、あんな可愛い服が、似合うわけ……」

　確かに響さんが手にとったものは、そのほとんどが少女趣味のようなフリルのついた可愛らしい服ばかりだった。

　それを手に取ってはキラキラと目を輝かせていたが、いざそれを試着しようとすると躊躇ためらい、すぐに元の場所に戻していた。

「そんなことないと思うけどなー。というか、響さんのその金髪って染めてるの？」

　オレはそこで前々から気になっていた疑問を口にする。

　響さんが恐れられている理由の一つに、目つきや態度もさる事ながら、やはり金髪というのが目立つ。教室に金髪の持ち主がいれば、いやでも染めたという考えがよぎり、そこから不良という発想にも繋つながる。

「いいや、こいつは自毛だよ」

　だが、オレの心配をよそに響さんは髪を染めていないことを断言する。

「そうなの。ってことはハーフ？」

「ああ。母親がアメリカ人でな。お陰かげ様さまで子供の頃から目立ってな。まあ、そのせいもあってこういう性格になっちまったのかもな……」

　そうだったのか。だとしたら、響さんはこれまでそうした偏へん見けんでかなり苦労したことになる。彼女が自分の容姿に自信を持てなくなるのも仕方ないのかもしれない。

　そんなことを知らずにオレも彼女のことを怖がって、忌き避ひしていたのが申もうし訳わけなくなる。

　その証拠に先ほどから可愛らしい服やアクセサリーを手に取っても、それが似合わないと思い込んで戻しているのだから。それならば、せめて──

「えっと、響さん。ちょっといいかな」

「？　なんだ」

　オレからの「ちょっと待ってて」というセリフに素直に従う響さん。オレは売ってあるアクセサリーの一つをレジに持って行き、精算する。

「お待たせ。これ、どうぞ」

「これは……」

　それは星をイメージしたスマホのストラップである。

「これ、響さんにあげるよ」

「へ、だ、だけど、こ、こんなの……」

　似合うわけがないと戸惑う響さんに、しかしオレは強引に手に握らせる。

「服やアクセサリーだと普段なかなか着る機会がないかもしれないけどさ、こういうストラップなら何使っててもいいだろう？　それに似合わないなんてことはないよ。むしろ響さんのもう一つの顔でもあるステラにぴったりのストラップなんだからさ」

「お前……」
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　オレのそのセリフに響さんは一瞬、息を呑のみ、顔を伏せる。

　うーん、ちょっとカッコつけすぎたかもしれないが、折せつ角かくのデートなんだ。これが仮にクラスの連中を納得させるための偽ぎ装そうだとしても、これくらいのことはしないとな。

「……お前、これ分かっててやったのか……」

「？」

　響さんのその一言にオレは思わず疑問符を浮かべる。

　どういう意味だろうかと問いかけるより早く響さんは笑みを浮かべ、オレからの贈おくり物ものを受け取る。

「ありがとう。大事にするよ」

　そう微笑む響さんの笑顔に不覚にもドキリとしてしまう。

「それじゃあ、そろそろ移動しようか」

「そうだな」

　そうして響さんと共にショッピングモールを移動しようとした時であった。

「この世にあってはならない罪……それは俺の存在」

　そ、そのセリフは!?

　突然どこからともなく告げられたセリフに戸惑うオレ。その瞬間、目の前の柱から人影が現れる。

「くっくっくっ、久しぶりだな。我が永遠のライバル、ユースケよ！」

「お前は、黒くろ木き咲さき!?」

　それは黒髪ツインテールをした全身ゴスロリの怪しげな少女。

　見た目はおよそ中学生くらいであり、満面の笑みに八や重え歯ばを見せながら、仁王立ちでオレを見つめる。

　突然の少女の登場に面食らうオレであったが、響さんは怪け訝げんな顔でオレと少女を見比べる。

「おい、祐介。こいつ知り合いなのか？」

「あ、ああ、まあな。彼女は黒木咲。オレと同じ……フリーゲーム制作者だ」

「へえー」

　フリーゲーム制作者と聞いて興味を抱いたのか響さんが目の前の少女、黒木咲を見つめる。

　一方の咲はオレに近づくと、鼻先に人差し指を向ける。

「プレイしたぞ！　お前の新作『ダンジョンVSダンジョン』！　くっくっく、今回もなかなかの厨ちゆう二に要素だったが、まだまだ甘い！　あれならば『滅ほろびの鎮魂歌レクイエム』の方が厨二成分は上であったぞ！　やはりあの傑けつ作さくを超こえることは未だにできないようだな！　ユースケ！」

　うっ、出会ってそうそう嫌なことを思い出させる。

『滅びの鎮魂歌』は中学時代にオレが作った作品であり、リアル厨二病だったこともあり内容も殺さつ伐ばつとしたダークを意識した厨二作品。

　だが、それが悪い方に偏かたよってしまい、いわゆる『痛いだけの作品』になってしまった。

　掲示板の感想も「キャラが厨二臭い」「セリフが恥ずかしい」「エターナルフォースブリザード」など色々言われ、オレからすれば忘れたい黒歴史作品である。

「あー、あれかー。確かに厨二病が酷ひどいゲームだったな」

　追い打ちをかけるように響さんもそう呟く。もうやめてくれ……。

「とにかく、あの程度の作品で私の作品と並ぼうなどとは片腹痛い！　次の新作こそはもっと磨みがきをかけて私の作品に挑むがよいー！」

　ふはははー！　とまるで悪役のように笑う咲。

　あー、本当面倒なのに出くわしたよ。

「おい、祐介。さっきからこいつなんなんだ？　やたら偉えらそうだし、厨二臭いし」

　ええ、はい。それはもう合ってますよ。

「彼女のフリーゲーム作者名は『ダークオルカ』。代表作は『十三人のノワール』と言えば分かるかな？」

「『十三人のノワール』……」

　オレの告げたタイトルに訝いぶかしむ響さん。だが、すぐに思い出したのか「あっ」という呟きと共に手を叩く。

「ああ！　あのレプリカさんが実況していた『十三人のノワール』か！　十三人の闇やみの眷けん族ぞくが出てくる厨二系ギャグ物！」

「ちーがーうー！　あれはギャグじゃないー！　シリアスー！　シリアスなのー!!」

　しかし、響さんがそう告げると同時に咲は地じ団だん駄だを踏みながら必死にそれを否定する。

「え、いや、だってどう見てもあれギャグだろう？　一般人がいきなり厨二病な能力に目覚めて、能力者同士の殺し合いに入るけど、そのやり取りとか能力もすごくチープでアホくさいし……。というか、主人公の相手を下げ痢りにする能力とか下ネタ以外の何ものでも……」

「どこが下ネタだー！　腹を下した痛みを貴様は知らんのかー!?　あれは全て私の実体験を元に作り出した至高の厨二ゲー！　炎や氷を操るとかそんな王道はもう古い！　今の時代、最弱の能力を頭を使って無双するのが厨二の最先端だ！　実際、スカートの中を覗く能力者相手に下痢の能力を使い、下したところを見せて戦意喪失させたシーンなんか……！」

「わー！　わー！　やめろー！　こんな公共の場でそんなドギツイ下ネタやめいー!!」

　とんでもない展開を説明しようとした咲の口を慌てて塞ふさぐ。

　相変わらずこいつの厨二観はどこかズレている。

　だが、そのズレた厨二観によるゲームというのが案外ウケており、作中の下ネタにも多くの実況主が腹を抱えて笑っていた。

　彼女が作った『十三人のノワール』は処女作にもかかわらず、その内容のとんでもなさに一部界かい隈わいにあっと言う間に広がり、それがだんだん実況主の目にも留まり、その実況主の動画を見た多くの視聴者の間でも広がった。

　決定的だったのが、有名実況主でもあるレプリカさんの実況だ。

　レプリカさんの痛快かつキレのいい突っ込みが、咲のゲームと見事にあっていた。結果、瞬またたく間まに『十三人のノワール』はフリーゲーム界でも屈くつ指しのバカゲー。いい意味でのクソゲーとして評価され大人気。

　しかし、悲しいことにその評価に一番納得していないのは作者である黒木咲でもあった。

　先ほど言ったとおり、彼女はこのゲームを真面目に作っており、その内容も『シリアス系の厨二作品』と信じて疑っていなかった。

　だが世間の評価は言った通り、ギャグ系の厨二作品で満場一致しており、これを言われるたび、彼女は先ほどの地団駄のような反応をネットでも行っている。

「ええい！　離せ！　ユースケ！　私は子供かー!?」

　気づくといつの間にかオレの腕を振りほどき、離れた場所に移動する咲。

　そして、いつものように厨二病全開のポーズを取り、オレを指差す。

「くっくっくっ、まあ、今日はたまたま会っただけの挨あい拶さつに過ぎない。が、覚悟するがいい。ユースケよ。私の第二弾の作品はすでに制作に取とり掛かかっている。これが世に放たれれば私とお前との差はますます広がるぞ！」

「あー、はい、そうですか」

　そう言ってオレは彼女に軽く手を振ると響さんを連れて歩き出す。が、そんなオレの反応に逆に慌てたように咲が回り込んでくる。

「ち、ちょっと待て！　なんだその反応は!?　お前、私と競う気がないのか!?」

「いや、競うも何ももう勝敗決まってるようなものだし……」

　そう、悲しいことにオレのゲームのダウンロード数はどれも千に届くかどうか。

　対して、咲の『十三人のノワール』は処女作ながらそのダウンロード数はすでに三万近く。

　有名実況主による補正もあるが、オレのような無名の作品ではすでに太た刀ち打うちできない。

「というか、そもそもフリーゲーム界で作品を競うって発想自体が違うだろう。どれも一言では言い表せない個性や魅み力りよくがあるんだし、人の数だけ名作もある。なら、どっちが上とか下とか、そういうの決めるの自体違くないか？」

「ぐぬぬぬ……」

　オレの言ったことを否定できないのか文字通り悔くやしそうな顔でこちらを睨にらむ咲。

　だが、オレもいつかは咲のように有名実況主に自分のゲームをプレイしてもらいたい。そのためにも今、オレにできることを頑張らなければいけないと、隣にいる響さんをチラリと見る。

「まあ、とは言えオレも作品作りをしてないわけじゃないぞ。次こそはオレの代表作って言われるものを作るつもりだ」

　そのオレの宣言を聞くや否や咲は興味深そうな顔でニヤニヤし始める。

「ほほう、ということは次の作品はそれほどの自信作ということなのか？」

「さあな。ただ今までとは少し違う作風にはするつもりだ」

「ほう！　それは興味深い。くっくっくっ、いいだろう。ユースケ。では、次のお前の作品がどんなものか楽しみに待っていよう！　もし、つまらぬ作品だった時はお前のホームページの掲示板を荒らしてやるからな！」

　いや、それはリアルにやめてくれ。

　そう言って何やら満足そうに立ち去ろうとする咲であったが、何かを思い出した様にふとオレ達の方を振り向く。

「ところで、ユースケの隣にいるその女はなんだ？」

　え、今それを聞くの？

　思わぬ質問に顔を見合わせるオレと響さんであったが、一応ここはオレ達の関係のことを考えて答える。

「えーと、恋人だけど」

　そう答えると咲は目を丸くするが、次の瞬間「ぷっ」と吹き出し、大笑いする。

「あーはっはっはっはっ！　面白い冗談だなー！　お前に彼女なんぞ出来るわけがないだろうー！　くだらぬ冗談を言っている暇があったらフリゲ制作に勤いそしむがよいー！　では、次回作期待しているぞー！　さらばー！」

　そう言って高らかに笑うと咲は暴風雨のように走り去っていく。

　え？　なんなの？　なんでオレに恋人がいると皆疑って、挙あげ句くの果はてに信じないの？　オレってそんなにモテない印象なの？

　咲の思わぬ反応に軽くショックを受けるオレであったが、響さんは走り去った咲を見つめながら、オレへと問いかける。

「なあ、お前。あいつとどういう関係なんだ？」

「へっ、どうって……」

　なんと説明すればいいのだろうか。少し考えた後、オレは答える。

「まあ、同じフリーゲーム作者でその繋がりで仲良くなった子だよ。って言っても当時向こうはまだ作品一つも作ってない状況で、オレにどう作ったらいいか相談してきたんだ。それで、ネットでやり取りしている内に仲良くなって、近くに住んでるのが分かってオフ会したんだよ」

　でまあ、現れたのがアレなわけだが。

　その後、咲はオレの助言のおかげか処女作『十三人のノワール』を作り、それが好評を博はくし、オレはすぐさま追い抜かれることとなった。

　だが、なぜか咲はオレのことをライバル視して、ネットのやり取りでも「次回作はまだか!?」とオレを催さい促そくする。

「ふぅん。フリゲ作者にも色んな奴がいるんだな」

　そんなオレの話を聞いて納得したのか、頷く響さん。

　まっ、作者の数ほどフリーゲームがあれば、それを作っている人間も千差万別。なによりも咲が作ったゲームはオレがやっても面白いと感じた。

　オレも彼女に負けないよう新しいゲームを作り出さなければ。




「うーん、結構回ったねー」

「そうだな。写真もいっぱい撮ってレインに上げたし。これだけやれば十分だろう」

　あれからしばらく、オレと響さんは街の色んな場所を歩き、その時の光景をスマホに撮ってはグループのレインに上げていた。

　一部、ぎこちないポーズや、引きつった笑みもあるが、それはご愛あい嬌きようということで。

「じゃあ、今日はこれくらいで解散にしようか」

　見るとすっかり日も落ち、夕暮れ。帰るにはいい時間である。

　幸い、オレの家はここから近い距離にあるため、このまま徒歩で行っても日が落ちる前には帰れる。

　目的も十分果たしたと思い、そのまま帰ろうとしたが、そんなオレの服の裾すそを不意に響さんが握る。

「あ、あのさ……」

　見ると何やら顔を赤くして視線を逸らしている。

　一体どうしたのだろうかと思った瞬間、

「その……今日、お前の家に行っても、いいか……？」

「へっ？」




「おー、そろそろ解散みたいだなー。それじゃあ、オレらも帰るか。委員長」

　一方でそんな二人の後をつけていた昇は二人が同じ帰路につくのを見るとあくびをしながら、ようやくこの茶番におさらばできると安あん堵どしていた。が、
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「噓よ……。ありえないありえないありえない……」

「……委員長？」

　見るとブツブツと呪文のように何かを呟いている委員長の姿があり、昇が彼女の前で手を振ると急に委員長がその手を摑む。

「今、響さんは祐介君の家に行くって言ったわよね!?　家に行く!?　家に行く!?　泊とまるってこと!?　ねえ!?　そうなの!?　ねえ!?　ねえ!?」

「い、いや、よく分かんないけど、多分そうなんじゃないかな……」

　迫る委員長に対し、冷や汗を流しながら答える昇。

　それを聞くや否や委員長は打ちひしがれたように路上に倒れる。

「噓、噓、噓よ……。あの祐介君に彼女が出来た上にデートして、その日に寝泊まり……ははっ、あ、ありえない……。あり得るはずがないわ……」

　再びブツブツと呪文を唱える委員長を見かね、その場から逃げ出そうとする昇であったが、その足を委員長の手が素早く摑む。

「行くわよ、昇君」

「えっ!?　いや、ちょ、オレ、そろそろ帰らないといけないんだけど……!?」

「大丈夫。私の家は祐介君の隣、部屋から彼の部屋を監視することは出来る。親についても問題ないわ。私が説得して昇君が泊まれる部屋を確保するから」

「いや!?　そんなこと一言も言ってないんだけど!?　勝手に話進めないで!?　つーか、これ以上オレを巻き込まないでくれよー!?」

　絶叫する昇の意見を完全に無視し、委員長は彼の腕を摑むとそのまま祐介と響の後をついていくのであった。





　　　　◇　　◇　　◇






「ただいまー。リサ」

「おかえりー、おにいー……え？」

　帰ってそうそう、珍めずらしく玄関まで出迎えに来た妹リサであったが、オレの隣となりにいる金髪少女の姿を見るや否や完全に固まる。

「お、おにい、その人誰？」

　好奇心半分、警戒心半分といった様子で問いかける妹に対し、オレは表面上の事実を告げる。

「えーと、オレの彼女の新城響さん……」

「えー!?　おにいに彼女ー!?　噓ー!?」

　と予想通りの反応をする。まあ、そりゃそうだよな。と思っている間に隣にいた響さんが挨拶をする。

「はじめまして。新城響といいます。急に押しかけてごめんなさい。実は祐介君の家にお世話になろうと思いまして……」

「えっ？　ってことはこの人、今日泊まるの？　おにい」

　更に思いがけないセリフに目を丸くするリサ。

「ああ、そういうことになる。とりあえず、よければあとでお前のパジャマとか彼女に貸してもらえないか？」

「まあ、別にいいけど……」

　予想外の事態をうまく飲み込めていないのか、ぼんやりと承しよう諾だくするリサ。

　オレはリサが冷静さを取り戻す前に響さんを連れて「今日はオレ、部屋で食べるから」と行ってさっさと部屋に移動する。

　内側から鍵かぎをかけることでようやく一息つく。

「ふー」

「わりぃな。急にお前の家に来たいなんて言ってよ……」

　見るといつになく響さんの態度がしおらしく、今日はますます珍しいものが見れたなと心の中で呟く。

「いやー、別に構わないよ。うちは今のところ両親が不在だから」

「？　そうなのか？」

「ああ。母さんは海外を回って色んな雑貨を仕入れているんだ。で、父さんはそれを国内の色んな場所に売って回ってるんだ」

「えーと、『孤高のグルメ』みたいな感じ？」

「あ、それ近いかも」

　響さんのたとえに頷く。

「なんで今は父さんも遠くに主張中。おかげで家では妹と二人っきりの日が多いから」

「なるほどな」

　納得するように床に置いてあった座布団に座る響さん。

　さて、問題はここからだ。

　急に彼女がオレの家に泊まりたいと言い出した理由。それはあそこから響さんの家に帰るとなると時間が遅くなり、夜中になってしまうとのこと。それでは間に合わないと彼女は力説する。

　一体何が間に合わないのか。その理由は彼女がバッグから取り出したノートパソコンに答えがあった。

「いやー、助かったぜ。今日の分の動画編集と収録、それから投稿がまだだったからさー。前日に投稿予約するはずが今日のデートのことですっかり忘れていたよー」

　といって彼女はパソコンを立ち上げると、早速その作業を開始する。

　そう、彼女がオレの家に来たがった理由は単に動画の編集や作業をするための場所が欲しかっただけだ。

　一瞬でもドキリとし、よからぬことを想像してしまった自分が恥ずかしい。

「とりあえず、これで編集は完了っと、次は……」

　一方で作業をしている響さんが何やらバッグからマイク付きヘッドフォンを取り出すとそれを頭にかけて、ノートパソコンに繋げる。

「あー、テステス。よし、音声は良好。じゃあ、早速はじめるか」

「えっ、ち、ちょっと待ってよ。響さん。まさかここで実況する気!?」

　思わぬ響さんの行動に待ったをかけるオレであったが、一方の響さんはさも当然のように答える。

「当たり前だろう。じゃないとわざわざお前の家に来た意味がないだろう」

　いやまあ、そりゃそうかもしれないが。

　思わぬ事態に困惑するオレを尻目に響さんは「いいか。余よ計けいな音は一切立てるなよ。お前はそこで正座してろ」となぜか命令口調のまま収録を始める。

「はーい、こんにちわー。ステラですわー。今日はこちらの『虚うつろ町まちののばら』を実況させていただきますねー」

　そう言っていつものステラの口調で実況を始める響さん。

　あれ、っていうかこれってステラさんの生の実況を間近で見れるってことじゃね？

　普段ステラさんの実況は声だけ。顔出しの実況などは一切していない。それを目の前で見られるのはある意味、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　思わぬ展開に棚からぼた餅もちのオレ。そうしてオレはそのままステラさんの生実況を脳内に焼き付けるように見守るのだった。




「はーい。というわけで今日はここまでー。また次回、よろしくねー。ステラでしたー」

　あれから約一時間ほど。実況を撮り続けた響さんはようやく一息ついて、マイク付きヘッドフォンを外す。

「お疲れ様」

　彼女の実況が終わると同時にオレは用意していた飲み物を彼女に渡す。

「ん、サンキュー」

　さすがにずっと喋しやべりっぱなしだったのか少し疲れた様子で飲み物を受け取り、すぐにそれを飲み始める。

「いやー。それにしてもステラさんの実況、生で見たけどすごいなー」

「そうか？」

　褒ほめるオレに対し、大したことがないとばかりに反応する響さんだが、これは実際に目にしないと分からない凄すごさだ。

　普段とは異なる丁てい寧ねいな口調もさる事ながら、ゲーム内でリアクションがとれる部分は全身で反応し、例の男叫びにしても「無理！　無理無理無理ー！」と大絶叫。やはり演技とは思えない素の叫びだからこその魅力だった。

　なお、その叫びを聞いたリサが「おにい、何事!?」と部屋の中に入るアクシデントもあったが、そこはなんとか誤ご魔ま化かした。

「けど、何もわざわざオレのうちで実況撮らなくてもいいんじゃないのか？」

「甘いな。一流の実況者ってのは毎日投稿は勿論、そのための実況を撮るのは当たり前だぜ」

「え、そうなの？」

　驚くオレに響さんは「当然だろう」と答える。

「今の世の中、実況主もひとつの職業だぜ。動画を上げることが実況主の利益に繋がる。だからこそ毎日投稿するのは当たり前だが、それ以上に視聴者を逃さないってのもある」

「視聴者を逃さない……」

「ああ。例えば毎日投稿していたのが、あるとき週一投稿になれば、視聴者が離れやすくなる。常に投稿し続けることで視聴者の興味を引いて、離れないようにする。あとはそうだな。自分自身のモチベーションのためってのもあるか」

「モチベーション？」

「つまり、一日くらいならいいやって休むだろう。すると、その休みを言い訳にまたすぐに投稿の感覚を空あけたくなるんだ。この間一日休んだから、今日もいいや。すると週に一回。あるいは二回になって、そうなると投稿頻ひん度どがドンドン低くなって自身のモチベーションも下がる。そうなると当然、視聴者も離れていく。こうした毎日投稿ってのはある意味で自分が今後も動画投稿を続けるためにやっている側面があるんだよ。少なくともオレはそうだな」

　なるほど。そう言われれば納得する。

　というよりもそうした感覚ならオレにも少しばかりある。

　ゲーム作りにしても毎日少しずつやっておかないと、日を空けると「今日もいいやー」となって、最終的に作っていたその作品がエターなる。もとい、未完で終わることは多々ある。

　フリーゲーム界で言われているとある名言がある。出さない良ゲーより、出すクソゲーと。

　響さんの言う毎日投稿の動画というのも本質的には近いものなんだろう。

「まっ、だからストックは常に撮っておかないと後が続かないんだ」

「なるほど……」

　思わぬ実況主の知識に納得するオレであったが、しかし一方の響さんはどこか呆れた顔でオレを見ていた。

「つーか、お前感心してる場合かー？　さっきも言った通り、オレは毎日投稿するわけだから、その分新しいゲームを見つけないと後が続かないんだよ。最近だと、やりたいゲームもドンドン消化していってリストに残った候補も三つくらいなんだよ。それまでにお前が新作作ってくれないと、それこそ昔のレトロゲーを引っ張ってくるくらいしか……」

「それなら大丈夫だよ。響さん」

　悪態をつき始める響さんに対し、しかしオレは待ったをかける。

「実は、今日のデートで一つ面白いテーマが浮かんだから」

「へぇ」

　オレのその一言に響さんは興味深そうな目を向けた。




「ありえない……噓よ、こんなの噓……は、ははっ……」

　一方で。荒あら木き家の隣にある緑川家のとある一室ではそんな乾いた少女の笑いが響いていた。

　少女の名は緑川葵。窓から隣の家を監視し、特殊なマイクで音声を拾ひろい、祐介の部屋の状況を探っていた。

　無論、マイクといっても一軒離れた家の部屋の声を完全に拾うことなどできるはずもなく、せいぜい叫び声や騒がしい声を少し拾う程度。

　だが、その拾った音声が緑川葵にとてつもないダメージを与えていたことを祐介も響も知る由よしはない。

「男女が二人っきり、同じ部屋の中で女性が『無理無理無理入らない』とか『そこはダメー！』とか、挙句の果ては『そんなことされたら死んじゃう──!!』とか、そんな、は、ははっ……」

　乾いた笑いをあげる葵の脳内では先ほど拾った響の悲鳴がどのようなシチュエーションで放たれたかを妄想していた。

　言うまでもなく、それはとても映像にできないピンク色の情景であり、どのようにすればあんな叫びが出るのかと考えるたび、葵は自らの想像力によってダメージを受け、気づくと真っ白に燃え尽き口から魂たましいが抜け出ていた。

「いやー、今日のステラさんの実況も面白かったなー。次はどんな実況するのか楽しみだわー」

　一方、そんな葵には目を向けることなく、スマホでステラの実況を見ていた昇は悠長に高評価のボタンを押しながら、鼻歌を歌うのであった。





　　　　◇　　◇　　◇






　そうして迎えた月曜日。

　土曜日の響さんとのデートを終えたオレが教室に入ると、そこはまるでお祭りのように賑にぎやかな場となっていた。

「よお、祐介！　レインの写真見たぜ！　響さんと付き合ってるってマジだったんだな！」

「つーか、響さん、私服めっちゃ可愛かったじゃんー！　普段の見た目で敬遠してたけど、彼女めっちゃ綺麗なんだな！」

「いやー、最初は絶対噓だと思っていたけれど、あの写真見たらさすがになー」

「なんにしてもお前すごいぜー！　あの新城響とマジで付き合うなんてー！」

「い、いやー、どうも……」

　と、そんな感じでクラスメイトだけではなく、他のクラスの生徒まで教室に来て、オレの肩を叩いてはそのようなエールを送る。

　う、うん。とりあえず、これでオレと響さんの関係は恋人同士ということで学園には広まったようだ。

　不良とそれに脅おどされている被害者よりも、だいぶ体てい裁さいはいい。

　チラリと昇と委員長の方を見ると、昇はいつもの調子でオレに手を振り、委員長はなぜか真っ白になっている。あ、あれ？　委員長何があったんだ？

「よ、よお、ちょっといいか」

　振り向くとそこには響さんが立っており、彼女の姿を見た周りの生徒達が更にざわめく。

「おおー！　新城響の登場だぜー！」

「いやー、まさかマジで二人が付き合うとは」

「つーか、私服めっちゃ可愛かったよなー。アレだったらオレも付き合いたいかもー」

「ばっか、お前。そんなこと言うと殴なぐられるぞ。不良に可愛いとか禁句だろ」

　ざわざわと周りが騒ぎ出し、そんな生徒達の声が響さんの耳に入ったのか、僅わずかに顔を赤らめながらオレの腕を摑む。

「おい、ちょっと来い。ここだと話しにくい、いつもの場所に行くぞ」

「う、うん。了解だよ。響さん」

　そのままオレは腕を引っ張る響さんと共に教室を出て行く。

　背後ではそんなオレ達の姿を見て、更に騒ぐ生徒達と、なぜか奇声を上げて倒れる委員長の姿も目に入った。




「で、例のやつは出来たのか？」

「うん。これがそうだよ」

　そう言ってオレはスマホにまとめたプロットを差し出す。

　それはあの日、響さんとのデートがきっかけで浮かんだ新作ゲームのプロット。題名は『星ほしを拾ひろう人』。

　とある薄暗い森の中で一人の少女が目を覚ます。

　その少女は「星を探さなきゃ」の一言と共に行動を開始する。

　オープニングはこれだけであり、始めて一分も経たずプレイヤーはキャラクターを操作できるようになる。

　このあたりは前にステラさんが言っていたオープニングは最小限に、けれども世界観はある程度摑めるようにを意識した。

　というよりも世界観に関しては折角のゲームなのだから、プレイヤーがキャラクターを操作することで直じかに感じ取るような作りにした。

　謎の森の中で目覚め、『星』と呼ばれるものを求めて森の中を徘はい徊かいする主人公。

　奥へ進むと見たこともない不気味な生物、植物が少女に襲い掛かり、それに捕まるとゲームオーバー。

　この作りは不気味な世界観に投げ込まれた主人公が、正体不明の敵に襲われるという恐怖を参考にしたもの。こうした謎の状況下で未知の敵に襲われる手法というのはフリーホラーゲーム以外にも映画などにおける鉄板の一つである。

　ひとまず、ゲームのプロットとしてはこれだけであり、今回はシンプルな作りとした。

　まずは骨格となる部分を設定。ストーリーはその後の肉付けとして作っていく。

　どうだろうか？　今回のプロットは彼女の許可を得るか、それとも──

　不安なオレに、プロットを読み終わった響さんがスマホを返し、告げる。

「悪くない」

「マジ!?」

　響さんの返答に思わずガッツポーズを取るオレ。

　それを見た響さんが「大げさだなー」と呟く。

「シンプルだが、だからこそ分かりやすくて入りやすい。下手に奇きをてらうよりも、これくらいの導入で、その後の展開で魅みせていった方がいいとオレは思うぜ」

「よーし！　ありがとう、響さん！」

　響さんの許可を得ることで思わずテンションが上がるオレ。

「詳くわしいストーリーについてはもう考えてるのか？」

「うん。大体、実はこの主人公というのが……」

　響さんからの問いに条件反射のように答えようとするオレの口を「待った」と押さえる。

「お前、忘れていないか？　いくら協力するとは言っても、オレはお前のそのゲームを実況するんだぞ？　ストーリーは教えるな。じゃないと初見の反応がしにくいだろう」

「あっ」

　そうだった。今回のゲームはあくまでも『ステラ』さんに実況してもらうよう、それを意識しての制作であった。

　そのため、最初の導入や大まかなゲーム像は教えても、詳しい内容とかを教えては折角の実況時のリアクションが薄れてしまう。

　思わず早まったことをしそうになり、オレは反省する。

「さすがにゲーム制作やストーリーへの介かい入にゆうはできないが、その代わりコラボってことでオレからも多少の協力はしてやろうか？　たとえば、ボイスの提供とかどうだ？」

「えっ、それマジ!?」

　思わぬ響さんからの提案に食いつくオレ。

「ああ、当然だろう。今回はオレが実況する前提のゲームなんだから、そうした要素があった方が視聴者も喜ぶだろう？」

　確かに。ただ出来上がったゲームをステラさんがするのでは今までと変わらない。だからこそ、実況主ステラとのコラボをゲーム内に仕掛ける必要がある。

　ならば、主役の声はぜひステラさんでお願いしよう。ちょうど女の子にする予定であったし、それならいっそ外見も響さんをイメージした感じで……。

「ところで……なんだけど」

「ん？」

　見ると何やら響さんがモジモジした態度で、オレの顔色を窺うかがうように問いかける。

「今日、またお前の家に行ってもいいか？」
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「悪いな。どうしてもゲーム制作のやり方ってのが気になってさ」

「いやぁまあ、それくらいならいつでも見せるよ」

　というわけで現在、響ひびきさんはオレの部屋にて、立ち上げたパソコンを横から眺ながめている。

　響さんがオレの家に来た理由は先ほど言った通り、単にオレが普段どのようにゲームを制作しているのか見るため。それだけである。

　まあ、そりゃそうだよな。恋人同士といっても仮の関係なのだから、変に期待したオレの方がバカというかなんというか。

「おっ、それがゲームを作るソフトか？」

「そうそう、『ＲＰＧツクール』ってやつだね」

　パソコンの画面を覗のぞく響さんに、オレは起動したソフトの名前を告つげる。

『ＲＰＧツクールＭＶ』。それがオレが使っているゲーム制作のソフトだ。

　通常、ゲームを作る際はそれを作るためのソフトを使用する。ソフトの種類は様々で有料のものから無料のものまである。

　ただ、どのソフトを扱うにもそれなりの知識が必要であり、いざゲームを作るためにソフトを起動させても、そのソフトを理解するところから始めないといけない。

　そこでオススメなのが、この『ＲＰＧツクール』と呼ばれるゲーム制作ソフトだ。

　これは無料ではなく有料のソフトウェアだが、おそらく全てのゲーム制作ソフトにおいて、最も扱いやすくかつ初心者向けのソフトウェアと言える。

　その名の通り、ＲＰＧを作るのに特化したソフトであるが、なにもこのソフトで作れるのはＲＰＧだけではない。

　ノベルゲームやアドベンチャーは勿もち論ろん、アクション、シューティング、シミュレーション、落ちゲー、放置ゲーなど様々なジャンルのゲームが制作可能。

　オレもこの『ＲＰＧツクール』からゲーム制作を始め、色々なゲームを作ってきた。

　中でも最新版の『ＲＰＧツクールＭＶ』は作ったゲームをパソコンだけでなく、スマホでもプレイ可能なゲームとして配信することが出来る優すぐれもの。おそらく、今最も主流の制作ソフトだろう。まあ、バグも多少あったりもするが、そこはご愛あい嬌きようということで。

　ともかく、このソフトウェアの最も優れている点は最初から様々な素材、ゲームを作るためのパーツが揃そろっている点である。

　通常ゲームを作る際、その下地となる様々な素材が必要となる。

　たとえばＲＰＧの場合、主人公のグラフィックだけでなく敵のグラフィック、街やダンジョンのパーツ、ゲーム中に流れる音楽など、どのようなゲームでも必要な素材は多く存在する。それを全て自作するのは無理がある。

　そもそもグラフィックにしろ、音楽にしろ、それを作り上げるにはそれに特化した技術や知識が必要なのだ。ただ物語を作れるだけではゲームは絶対に完成できない。

　ところが、この『ＲＰＧツクール』をはじめとしたゲーム制作ソフトには、そうしたゲーム制作のためのパーツや素材が一通り揃っている。

　無数のキャラクターのドット絵、顔グラフィック、ＢＧＭ、マップチップと呼ばれるダンジョンや街を作るための素材、モンスターグラフィック、効果音などなど。

　つまり、このソフト一つあれば誰でも簡単にゲームが作れる。あとはそうした素材を自分の作りたいゲームに上手く当てはめていき、ストーリーを作っていくだけである。とは言え、それが口で言うほど簡単ではないのだが……。

　オレはいつものようにソフトを開き、データベースを作る作業に入る。

　最初から用意されている素材をいくつか選び、それを使ってゲームの舞台となる森などを作っていく。

　それを後ろから眺めていた響さんが感心したように「ほうほう」と唸うなる。

「なるほどな。そうやって街やダンジョン作ってるのか。お絵かきみたいで楽しそうだな」

「最初はそうかもしれないけれど、これを何十何百とやらなきゃいけないんだ」

　響さんのお絵かきというたとえは結構近いかもしれない。まず地面を作り、その上に様々な建造物、自然物などを作る。更さらにそれが終わったらそこにいる住民や動物、果はては魔物などを設置する。マップ一つでもやることが多すぎる。しかもそれを延々と繰り返すのだから根こん気きの勝負だ。

　ぶっちゃけ地味すぎて、傍はたから見てもつまらないだろう。

　実際、しばらくマップを作る作業をやっていたのだが、それを見ていた響さんが少し飽きたように呟つぶやく。

「なんか……実際は結構、地味なんだな」

　そうなんですよ。ゲーム制作は地味の塊かたまり。まあ、それを言ったら漫画にしろ、小説にしろ、動画編集にしろやってることは全部地味なんだろう。けど、その積つみ重かさねが完成品を作り上げる。

　しかし、実際に作っている側としては自分のイメージをこうして形として組み上げていくのは案あん外がい楽しい気持ちになる。特にそれが出来上がった瞬間はイラストレーターがイラストを仕し上あげた瞬間と似たようなものだろう。一見地味なこの作業も人によっては中毒性のある作業とも言える。

　そういえば、響さんは自分の動画収録や編集はしなくていいんだろうか？　気になりそのことについて尋ねてみると、

「問題ない。動画は昨日の内に溜ため撮どりしてある。ノートパソコンも持ってきてるから編集だけならここでもできるぜ」

　そう言って響さんは床に座るとバッグから持ち込んだパソコンを開く。さすが、準備万端だな。

　そうして響さんは動画編集の作業に、オレはゲーム制作へと入る。

　しばし無言の作業時間が流れるが、ふと響さんがオレに話しかける。

「ところで、そのソフトに入ってる素材って全部サンプルなんだよな。お前、オリジナルの素材とか使わないのか？」

「それが出来たら苦労はしないよ……」

　響さんの何気ない一言にオレはため息をこぼす。

　そう、先ほどこのソフトにはゲームを作るための必要な素材が詰まっていると説明した。

　つまりそれは、このソフトによって制作したゲームには、そうした共通の素材がいくつも出てしまうということだ。

　そのため、他者が作ったフリーゲームをプレイしている際、「あっ、この曲聞いたことある」や「あっ、このキャラのグラフィック見覚えある」といった現象がまま起こる。

　それ自体は別に悪くはないのだが、やはりサンプル素材のみの使用というのはツクール制作者としては物足りないものがある。

　そこで登場するのが自作素材。

　自分でキャラのイラストを描かき、ドットを打ち、マップも自作のイラストで作り上げ、曲も自分が作曲したものを使う。

　そうすることで同じ『ＲＰＧツクール』によって作られたゲームでも、それはがらりと雰囲気を変え、別物のような新鮮さをプレイヤーに与える。

　オレもそうした自作の素材には憧あこがれているものの……いかんせん技術がない。

　イラストも描けなければ、ドットも打てない。作曲もできない。だから、そんなオレが頼れるのがサンプル素材と、あとはネットでそうした素材を無料で提供している素敵な素材屋さんである。ぶっちゃけツクーラーにとって素材サイトはまさに恵めぐみの雨。砂漠にあるオアシスの如ごとき存在である。

「ふぅん、そうなのか」

　オレの答えに響さんは静かに頷く。

　うっ、マズイな。今回は今までオレが作ってきたゲームとは違う。実況主ステラさんとのコラボを前提としたゲームだ。

　ならば、その登場キャラはステラさんに合わせる必要があり、サンプル素材や素材サイトに置いてある素材だけではイメージが合わない場合もある。

　そもそも、自分の脳内のイメージを完全にゲームとして表現したいのなら既き存そんの素材では無理だ。それこそ、自作でなければ不可能。今まではそうした部分を妥協していたが、今回もそのようにしていいのだろうか？　いや、何もよりもステラさんがそれで納得するか？

　悩むオレにしかし、響さんは予想外の回答を与える。

「なら、オレが描こうか」

「へ？」

「イラスト。あと背景とか。そこまで凝こったものは描けないけれど、ちょっとくらいならオレが描いてやるよ」

「……マジで？」

　思わぬ提案に呆あつ気けに取られるオレ。

　それが事実ならオレにとってはありがたい。だが、しかし、

「響さん。絵、描けるの……？」

　それが一番の疑問点である。

　彼女が有名実況主ステラであることは疑いようのない事実。しかし、だからといってイラストが描けるのだろうか？

　そんなオレの素そ朴ぼくな疑問に対し、ステラさんはノートパソコンから一枚の絵を選択し、オレに見せる。

「ほれっ」

「……えっ!?」

　そこに映ったのは男女のイラスト。素人しろうと目めに見ても十分上手いと言えるイラストであった。

「こ、これ響さんが描いたの!?」

「まあな」

「すごいじゃない!?　これむしろ、もうプロレベルだよ!?」

　ベタ褒ぼめするオレに対し響さんは「そ、そんなことねぇよ……」と恥はずかしそうに目線を逸そらす。

　しかし、これは大おお仰ぎようでもなく、オレの率そつ直ちよくな意見だ。

　ＳＮＳなどで見かけるイラストなどにも引けを取らないこの画力は一いつ朝ちよう一いつ夕せきで出来るレベルではないことが分かる。

　一体どういうことかと疑問に思うオレに響さんも気がついたのか、どこか気まずそうに呟く。

「あー……実はオレ……小さい頃、漫画家、目指していて……」

「マジで!?　初耳なんだけど!?」

「い、いや！　目指したのは一瞬だぜ！　す、すぐに自分には才能ないって諦あきらめたから……」

　そう言って恥ずかしそうにノートパソコンを隠す響さん。

　だが、なるほど。そういうことか。昔イラストを勉強していたのなら、この画力にも納得だ。

　しかし、実況主の次は漫画家か。響さんの思わぬ側そく面めんがドンドン明かされていき、最初の印象とは大違いだ。

　もしも、響さんが漫画家の夢を諦めなかったら今頃、彼女は現役の高校生漫画家だったのだろうか？

「そ、それよりも、どうするんだ。オレのイラストでよかったらお前のゲームにいくつか素材提供してやるが……ダメか？」

　一方の響さんはそんな自分のイラストに自信がないのか、後半遠慮がちに聞いてくるが、オレの答えはすでに決まっていた。

「ぜひお願いするよ！　響さん！」

　オレからの即答に響さんは一瞬固まるが、すぐにその顔にまんざらでもなさそうな笑顔を浮かべると「分かった」と頷うなずくのだった。
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　あれから数日。

「これ、マジ!?」

「あ、ああ、そうだけど不満か？」

「不満どころじゃないよ！　むしろ想像以上だよ!!」

　再びオレの家に遊びに来た響さんから、ゲーム内で使用するイラストのラフを渡された。そのどれもが素晴らしい出来であった。

「すげえ！　この主人公、めちゃくちゃ可愛かわいいよ！」

　そこに描かれたのは金髪ショートの可愛らしい少女。服は動きやすい軽装であり、頭には星をイメージした髪飾りがある。

　まさにオレが脳内でイメージしていた主人公の姿そのもので、表情もどれも可愛らしかった。

　他にもマップ用に頼んだ森のイラスト。森にそびえ立つ謎なぞの巨大な建造物。星と呼ばれる輝く物体。また、森の中に現れる不ぶ気き味みな生物など、オレがリクエストしていた素材が全て想像以上のクオリティであった。

「響さん、こんなに上手いのにどうしてプロになるの諦めたの？　絶対才能あるよ」

　それはお世せ辞じではなく、オレの素直な感想であったが、しかし、それを聞いた響さんの表情はなぜだか曇くもり始はじめる。

「いやー……オレなんか才能ないよ。本当に才能がある人ってのは、これ以上の作品を作り出すもんだよ……」

　それは一体どういうことだろうか？

　響さんのセリフに疑問を感じるオレであったが、その答えはすぐに告げられた。

「……オレの姉ちゃん、プロの漫画家なんだ」

「へ？」

　それは思わぬ告白であった。身内にいるプロの漫画家。

　それならば、響さんのこの画力も、近しい人にプロがいるからこそと頷ける。しかし、それは逆に──

「本当に才能ある人の仕事ぶりを見ると、自分じゃそうなれないって思い知るんだよ……。だから、オレは漫画家の夢を諦めて、実況主の道に走ったんだ……」

「…………」

　そういうことだったのか。

　これだけイラストが上手いのに、それを活用しようとしなかった理由。そして、なぜ漫画家の夢を諦めて実況主を始めたのか。

　その理由が分かり、安あん易いにオレが「才能」だの「プロ」だの言ったのが申し訳なくなる。

　だが、響さんはそんなオレの心中に気づいた様子はなく、いつもの笑みを浮かべる。

「けどまあ、そんなオレのイラストでもお前のゲームの役に立つなら幸いだぜ。とりあえず、ゲームに必要なイラストがあれば言ってくれ。これくらいのクオリティでよければ、いつでも協力してやるからよ」

「響さん……」

　響さんのその笑顔に一瞬、オレは胸が締め付けられる。

　だが、すぐさま彼女の気持ちを汲くみ、パソコンへと向かう。

「了解、ありがとう。こんな素敵なイラストを頂いたんだ。オレもそれに見合うゲームを作り上げてみせるよ」

　早速、ＲＰＧツクールを起動させるとオレは制作中のマップへと取り掛かる。

　それだけではなく、今度は画像編集ソフトを開き、響さんからもらった魔物のデザインを見ながらドット絵の制作に入る。

　これまでオレはキャラのドット絵はあくまで改変程度のものしかしたことがなかったのだが、こんな素晴らしいデザインのイラストをもらったのならば、それをゲームで形にしない手はない。

　響さんがオレのためにイラストを描いてくれたのだ。オレもただゲームを作るだけじゃなく、素材も自分で出来る分は作っていこうと決心する。

　そんなオレの背中を見ながら、響さんが笑みを浮かべるのを感じる。

　やがて互いに背中を向けながら作業に入るオレ達であったが、ふと動画編集を行っていた響さんがオレに問いかける。

「そういえば、これでイラストやドット絵とかはオリジナルの素材になるんだろうけど、ＢＧＭに関してはどうするんだ？」

　ＢＧＭ。つまりはゲーム内で使用する音楽である。

　無論、それについては答えは一つ。

「そりゃ、ネットの素材屋さんの曲を借かりるしかないさ」

　以前にも言ったようにネットには様々な素材を無料でダウンロード、公開しているサイトがある。

　特に音楽関係のそうした素材を置いているサイトは多く、なにもゲームだけに限らず、実況主やあるいは企業などがそうした音楽サイトの素材を使用しているのだ。

「そっか。出来ればＢＧＭも自作とかだとハクがつくだろうなって思ってな」

「ははっ、確かにそりゃそうだけど。さすがにそれは厳しいよー」

「一人、心当たりがあるんだけど、頼んでみようか？」

「……へ？」

　思わぬ響さんのセリフにオレは固まる。

「前に動画編集してる時、エンディングのＢＧＭでいいのが見つからなくてな。とある音楽素材の管理人にダメ元でメールしてみたら一曲作ってくれたんだよ。こっちのイメージ通りの曲を。で、お前さえよければ、オレから素材提供が可能かどうか聞いてみようか？」

「マジで!?　ぜひお願いするよ！」

　響さんからの提案にオレはすぐさま返事をする。

　その後、響さんがスマホで相手にメールを送るのを確認すると、オレは肝かん心じんな事を聞く。

「ところで、その音楽サイトの管理人って誰なの？」

「ああ。からあげさんって人だけど……」

「マジで!?」

　響さんの発言に再び大声を出すオレ。それに対し、響さんは驚いたような顔を向ける。

「な、なんだ、知り合いなのか？」

「知り合いもなにも大手音楽サイト管理人の一人じゃん！　公開しているＢＧＭ素材は千曲以上、フリーゲームだけじゃなく、色んな動画でもその人の音楽使われているし、有名実況主の中にも多いよ。かくいうオレもその人のＢＧＭには毎回お世話になっているよ」

　つまりはそれほどの大御所。恐らく、多くのフリーゲーム制作者やあるいは実況主がその人にオリジナルの曲素材を頼んだのだろう。

　しかし、基本的にからあげさんは自分の好きな曲しか上げず、サイトにも「リクエストは気まぐれ」と書かれている。

　そんな人がステラさんみたいな大物実況主ならともかく、オレのような底辺フリーゲーム制作者のために曲を作ってくれるだろうか？　いや、答えは否いなだ。

　すぐさまそう結論付け、諦めるオレであったが、見ると響さんのスマホが着信音を鳴らし、それに気づいた響さんがメールの内容を確認する。

　いや、どうせ無理ですという拒否の内容でしょう。分かっていますよ……。

「受けてもいいってさ」

「へ？」

　だが、返ってきた響さんの答えにオレは呆気にとられる。

　受ける？　あの有名音楽サイトの管理人からあげさんが？　マジで？

　思わぬ展開に大喜びしそうになるオレだが、それより早く響さんが追加の一言を告げる。

「ただし、条件があるそうだ。直接お前と会って、作曲するに値あたいする作品を作るのか確認させて欲しいだってさ」

「直接？」

「ああ、今度の日曜。春はる雛ひな町ちようにある抹まつ茶ちや鳥どりっていう喫茶店で会いたいってさ」

　予想外の要求にオレと響さんは互いに顔を見合わせるのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「それにしても緊張するなー」

「ビビりすぎだろう。もっと気楽にしろよ、祐ゆう介すけ」

「そうは言うけど、もし怖い人だったどうするんだよ」

「メールではそんな感じはしなかったけどなぁ」

　あれから数日。オレと響さんはからあげさんが指定した喫茶店にて、待ち合わせをしていた。

　幸い、からあげさんが指定したのはうちのすぐ近くの喫茶店であり、オレもたまに通っている場所である。

　まさか、こんな身近にからあげさんが住んでいたとは。ステラさんの事といい世間は狭せまいと常つね々づね思う。

「それにしても……作曲するのにどうして直接会う必要があるんだろう」

　待つまでの間、オレは時間を潰つぶす意味でも響さんにそう話しかける。

「さあな。オレの時は一曲だけって理由で受けてくれたけど、今回はゲームに使用するんだから複数の曲が必要なんだろう？　ってことは最後まで素材を提供するのに値する人物か確かめたいってことだろう」

「なるほど、確かに……」

　こうした素材の提供は信頼する人物でなければならない。

　仮に素材を提供しても、その作品が最後まで完成せず、いわゆるエターなって公開せず終わってしまっては素材を提供した側も、その素材を作るのにかけた時間が丸々無む駄だになる。

　だからこそ、こうした素材提供などの共同制作では最後までキチンと作り上げるのが最低限の礼儀。

　そうした信頼を見み極きわめるためにも、直接会って話をするというのはある意味、一番かもしれない。

　そんな風にオレと響さんが納得すると時計の針が約束の時間を指す。

　そろそろ、からあげさんがこの喫茶店に入ってくるはず。そう思い扉の方を見ると、不意にドアノブが動き、扉の向こうから誰かが現れる。

「あれは……」

　その人物の姿を見た瞬間、オレは一瞬驚きに口を開く。

　なぜならそれはオレが見知った人物。クラスでの親友、灰はい崎ざき昇のぼるであったからだ。

　昇は喫茶店に入るとキョロキョロと周りを見回した後、こちらに近づく。

　こ、これは……からあげさんの正体が昇だったということなのか!?

　思わぬからあげさんの正体に動揺するオレであったが、昇はそのままカウンターへ向かうと、そこに置いてあったサンドイッチを手に取る。

「すみません。いつものこれもらえますか？」

「はーい、お持ち帰りですね。いつもありがとうございます」

　そう言って受付の人にお金を渡すと昇は上機嫌にサンドイッチを手に喫茶店を出る。

　な、なんだそういうことか……。単に昇はここの常連でサンドイッチを買いに来ただけだったのか。紛まぎらわしい事態に思わずため息を零こぼすオレ。

「おい、また誰か入ってきたぞ」

　すると再びドアが開き、また誰かが喫茶店の中に入ってくる。

「あれは……委員長？」

　そこに現れたのは紛れもなく委員長、緑みどり川かわ葵あおいであった。

　そういえば委員長の家もこの喫茶店から近かったな。というか、オレの家の隣だし。

　そんなことを思っていると委員長も先ほどの昇と同じように店内をキョロキョロした後、こちらへ近づいてくる。

　ああ、委員長も昇と同じでサンドイッチを買いに来たのだろう。

　というか、ここのサンドイッチってそんなに美お味いしいのかな？　あとで帰りに買ってみようかなと、そんなことを思っていると委員長はカウンターを無視して、こちらに近づく。

　更に一番奥のこのテーブルに来ると、オレ達に対するように椅い子すに座る。

　その瞬間、オレと目が合った委員長は思わず固まる。

「え？」

「へ？」

　委員長のその一言にはオレも思わず間ま抜ぬけな一言を返す。

　ええと、なぜに委員長はここに座った？

　ここに来るのは、この喫茶店のこのテーブルを指定したからあげさんのはず。もしかして、オレと響さんの姿を見て、この席に座った？　いや、だとしてもなにかおかしい……とそんなことを考えていると、隣にいた響さんが問いかける。

「おい、お前なんで座ってるんだ？　悪いけど、ここにはオレ達と会う奴が来るんだ。例の風紀うんぬんなら学園だけにしてくれ」

「は、はあ？　あ、あなたこそ何言ってるの！　私はここにある人達と会うために来たのよ！　あなたこそなんでこの席に座っているのよ！　というか祐介君まで一緒に、なに!?　ま、またデートなの!?」

　そう言って慌てる委員長だが、いま奇妙な事を口にしていた。

　ある人達と会うためにここに来た？　それってひょっとして……。

「あのー、つかぬ事をお聞きするんですが委員長」

「な、なによ？」

「──からあげさん？」

「へっ？」

　オレがその名を告げると委員長は鳩はとが豆まめ鉄でつ砲ぽうを食らったような顔を向ける。

　やがて、恐る恐る委員長はオレと響さんを指差す。

「……ひ、ひょっとして、私に連絡してきたフリーゲームを作ってる人ってのは……？」

「あ、えーと、お、オレです……委員長……」

　オレの宣言に委員長は驚きの声をあげた。




「そっかー、そういうことだったのねー……。というか、先にハンドルネームを聞いておくべきだったわ……。ユースケねぇ、それって思いっきりあなたの名前ね……。しかも、そっちの響さんがまさか以前私に作曲を頼んだステラさんだったなんて……」

　事情を打ち明け、全てを理解した委員長は頭を抱えながら頷く。

　いや、しかし、まさかからあげさんの正体が委員長だったとは。こちらこそ、驚いたの一言である。

「ええと、それで委員長……じゃなくて、からあげさん。作曲のことについてなんだけど……」

「ああ、そのことね。それなら問題ないわよ。祐介君が欲しい曲、あとでリストアップして私に渡してくれたら作ってあげるから」

　本題に入ろうとした瞬間、それをアッサリ受け入れる委員長。

　彼女のあまりのアッサリした受じゆ諾だくにオレも響さんも思わず顔を見合わせる。

「え、えっと、そ、それは嬉うれしんだけど、からあげさんはいいの？　その、オレが信頼できるかどうか確認するために会いに来たんでしょう？」

「それはそうだけど、相手が祐介君なら信頼も何も無いわよ。こう見えて小さい頃からあなたのこと、よく見てきたわけだし、そのへんはちゃんと信頼してるわよ。というか、からあげさんじゃなくて、いつも通り委員長でいいわよ」

　オレからの質問に委員長はいつもの調子で答える。

　そう言われるとこちらとしては願ってもない。あのからあげさんのオリジナルの曲を提供してもらえるなんて夢にも思わぬ幸運だ。

　オレはすぐさま委員長にお礼を言い、頭を下げる。

「べ、別に気にしなくてもいいわよ。そ、それよりも……」

　チラリと委員長はオレと響さんを見比べながら質問する。

「その、二人が付き合っているってのは、ひょっとして、二人で協力してフリーゲームを作ってたり、響さんの正体を隠すためだったりするの……？」

　恐る恐る問う委員長に対し、オレと響さんは顔を見合わせる。

　ここまで話したのだから委員長には真実を打ち明けてもいいだろう。そう思い、響さんを見るが、どうやら彼女も同じような考えだったようで、オレの顔を見るとすぐさま頷く。

「うん、まあ、そういうことだね。付き合ってる風に見せてたのは自然に打ち合わせをするため。それに響さんの正体が実は有名実況主のステラだってバレると騒ぎになるから、それを隠すためでもあったんだ」

「や、やっぱりそうだったのね！　な、なるほど、なるほど！　うんうん、私は信じていたわよ！　そういうことだって！　いやー、わかってたわかってた」

　と、何やら委員長は嬉しそうに頷いている。

　なんだろうか。ここ最近の委員長の中で一番嬉しそうな顔に見える。

「それじゃあ、作曲の方は任せて。祐介君の望み通りの曲に仕上げてみせるから」

「ああ、ありがとう。委員長。それにしても、まさか委員長が作曲してたなんて知らなかったよ」

　思わぬ事実に、そう呟くオレであったが、それに対して委員長はどこか気恥ずかしそうにする。

「いや、その……私、実は将来音楽関係の仕事に就つきたくて、それで作曲とかしてるんだよね」

「え、そうだったの!?」

　再び思わぬ委員長の秘密に驚くオレ。

「う、うん。でもせっかくいくつか曲を作ったんだし、それを放置するのももったいないなって思って、それでサイトに作った曲を公開していたら、いつの間にか色んな人に利用されて……。今じゃ、曲を利用してもらうために作ってるところもあって目的が逆になってる部分もあるかもね」
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　ははっと笑う委員長。

「けど、夢はまだ諦めてないわよ。今回の件も幅はばを広げるいい機会になると思うから、祐介君も遠慮せずリクエストしてね」

　委員長のその宣言にオレは頷いて応える。

　そうか、委員長も夢に向かって頑張っていたのか。そう聞くとなんだか前より親近感が持てる。

　夢、か。

　その単語を口にした瞬間、オレは忘れていたある出来事を思い出す。

　かつてはオレにもそうした夢を思い描き、がむしゃらに頑張っていた時があった。けれどもそれは……。

　いや、やめよう。

　今のオレにはフリーゲーム制作という情熱をかけるべき趣味がある。そして、今回の制作はその中でも一番気合を入れなければいけないもの。

　オレは委員長としばしの会話をした後、彼女が喫茶店を出るまで見送る。

　そうして、委員長の姿が見えなくなると隣にいた響さんがふと話しかけてくる。

「それにしても驚いたな。あのからあげさんがうちのクラスの委員長だったとは、ったく世間は狭いなぁ」

　そう呟く響さんであったが、その響さんがあの有名実況主ステラだという方が驚きだけどと、オレは心の中で呟く。

「なんにしても、これでＢＧＭ素材の方も集まってより一層いいものが作れそうじゃないのか？　祐介よ」

「ああ、勿論だよ。ここまで響さんや皆の力を借りたんだ。必ず、最高のゲームを作ってみせるよ」

　そう言ってオレは隣にいる響さんに宣言する。

　そうだ。これでもう下地は完璧。あとはオレがそれをどう活いかせるか、全てはそこにかかっている。

　オレはこれまでにない決意と情熱を持って、ゲームの制作に取り掛かるのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「よお、祐介。今日も遅刻ギリギリか？　最近なんか多くないか？」

「ああ、昇。おはよう。まあね、最近ちょっとハマってるものがあって……」

「ふぅん、そっか。けどまあ、あんまり無理はするなよ」

「分かってるって」

　あれからひと月。オレは毎日と言っていいほど夜遅くまでゲーム制作に勤いそしみ、最近では学校にもほぼ遅刻している。

　今までもゲーム制作の際、夜遅くまで制作していた事は多くあったが、今回のは今までとは比較にならないほど気合を入れて制作している。

　それは無論、憧れの実況主ステラさんによる実況を恥ずかしくないものに仕上げるため。

　そして、響さんから頂いたイラスト。更にはからあげさんこと委員長からもらったオリジナルのＢＧＭ素材。それらを十全に活かすためにも日々、取り入れ作業を行っている。

　そのおかげというべきか、すでにゲームの七割は完成していた。

　ここまで速いペースで制作できたのも、これまでのゲーム制作の経験によるものもあるが、響さんの協力が大きい。

　彼女がイラスト面を負担してくれたおかげで、素材を揃そろえる手間が省はぶけて、ストーリー制作に集中できた。

　だが、問題はラストシーンだ。未いまだにラストの落ちが思いつかない。

　このまま素直に主人公が星を集めて終わりというのもいいのだが、それでは味気ない。やはり、ここはある種しゆのどんでん返しのような展開を入れたい。

　とは言え、あまりやりすぎると興きようざめになる。世界観に合った感じで、かつ主人公の秘密に迫るような何か。

　そんなことを考えている内に、先生が入ってきて、いつものホームルームが始まる。

　今日も当あたり障さわりのない報告の後、そのまま授業に移るはずであったのだが、その日はいつもと違う出来事が起こった。

「えー、急な話ですが皆さんに転校生を紹介します」

　転校生？　思わぬ先生のセリフに顔を上げる。

　するとそこには教室のドアを開き、中に入ってくる一人の少女の姿があった。

　銀色の髪。片目を隠し、どこか内気そうな外見。

　だが、その真まっ白しろな肌と華きや奢しやな体つきは、まるでおとぎ話に出てくる白雪姫のように可か憐れんで美しかった。

　彼女が教室に入ると、一部の男子達から感かん嘆たんの声がもれる。

「では、自己紹介をお願いするよ」

「は、はい……」

　先生からの宣言に少女は小声で答え、おずおずといった様子で黒板に名前を書き出す。

　が、途と中ちゆうチョークが折れてしまい「あっ……！」という声と共にオロオロし出すが、すぐに折れたチョークでなんとか名前を書ききる。

　恥ずかしさのためかその後、顔を下げて名前を告げる。

「し、白しら雪ゆき祈里いのりと言います……よ、よろしくお願いします……」

　その様はまるで小動物のような可愛さで保護欲を刺激される。

　先ほどのオロオロした態度と合わせてクラスメイト達もどこか微笑ほほえましく、白雪さんの自己紹介を受け入れた。

「えーと、それでは白雪君は……荒あら木きの隣となりが空あいているな。あそこに座るといい」

「は、はい……」

　先生に促うながされるまま、白雪さんはそそくさという感じでオレの隣の席に座る。

　座る際、隣にいるオレに「あ、あの……よ、よろしくお願いします……」と小声で挨あい拶さつしてくれた。

　うーむ、このクラスには珍しい物静かな子だ。

　うちのクラスは委員長といい、響さんといい、女の子にしては勝気な子が多いからな。こういう子が隣に座っていると癒いやされる。

　と、そんなオレの考えを読んだのか、後方に座っている響さんがこちらを睨にらんでいる。

　うっ、ま、まさか、マジで今の心の声聞こえてないよね……？

　そんなこんなでホームルームが終わると担当の先生が入ってきて、そのまま授業を始める。

　最初は数学の時間であり、クラスの皆も教科書とノートを開く。

　が、そこでオレの隣に座った白雪さんが何やらオロオロしているのが見える。

　一体どうしたのだろうかと、白雪さんの机を見ると、そこにはノートと一緒に見慣れない教科書があった。

　あれは……ひょっとして前の学校の教科書？　ということはこの学園ではその教科書は使えないんじゃないのか。

　白雪さんもそのことにすぐに気づいたのか、どうしようかと持ってきた教科書と、目の前の黒板に書かれた数式を見比べている。

　やはり、教科書が違うから内容も少しズレているようだ。

　これはまずい。もし万が一、このタイミングで白雪さんが指名されたら……。

　オレはうろたえる白雪さんと、それに気づかず授業を進めている先生を見比べ、やはり放ってはおけないと机を白雪さんの方に寄せる。

「白雪さん、白雪さん」

　なるべく小声で話しかけたのだが、白雪さんはまるで兎うさぎか何かのようにビクリと怯おびえた反応を見せる。

「これ、よかったら一緒に見ない？」

「え？」

　そう言ってオレは教科書を差し出し、彼女にも見えるように開く。

　すると白雪さんは驚いたようにオレと教科書を交こう互ごに見つめるが、やがてオズオズといった様子で窺うかがってきた。

「……い、いいの？」

「勿論。白雪さんも教科書がないと困るでしょう」

「う、うん……」

　オレの提案に頷き、白雪さんは少しこちらに近づくように椅子を移動させる。

　その時、ふと白雪さんの髪から良い匂においがして、一瞬ドキリとするがすぐにやましい感情を捨てるように首を左右に振る。

　その後は白雪さんと教科書をシェアしながら無事に授業を乗り切ったのだった。




「よお、ちょっといいか？　面つら貸かせ」

「へっ」

　授業が終わってすぐ、響さんがオレに近づくといつもよりも不機嫌そうな顔でオレにそう告げた。っていうか、面ってどういうこと……？

「……例のゲームの打ち合わせだよ」

　ボソリとオレにだけ聞こえる声で告げる。ああ、そういうことね。にしてもやけに不機嫌そうな……。そう思いつつもオレは響さんと一緒に教室を出ようとするが、

「あ、あの、荒木君……」

　振り向くとそこに白雪さんが立っており、何やら必死に口をパクパクさせている。やがて意を決したように告げる。

「さ、さっきは、ありがとう……」

「ああ、いや、こちらこそ、どうも」

　白雪さんからのお礼に逆にオレの方がかしこまり頭を下げてしまう。

　そんなオレと白雪さんとのやり取りを見ていた響さんが更に不機嫌そうに「いいから行くぞ」とオレの首根っこを摑つかんで教室を出て行く。

　そうして、いつもの場所に行くと乱暴にオレを捕まえていた手を離す。

「ちょ、響さん。今日は随ずい分ぶんと乱暴だけど、オレ何か気に障ることした？」

「べっつに」

　明らかにブスッとした様子で顔を背そむける。

　なんなんだろうか一体。もしかして寝不足なのか？　と思っていると響さんが先に用件を切り出す。

「それよりもゲームはどのくらい出来たんだよ？」

「あ、えーと、七割くらい？　あとひと月もあれば完成するかなって感じ」

「ふぅん、あとひと月ねー。意外とゲーム作るのも時間かかるんだな」

「そりゃそうだよ。というか、仮にゲームが完成しても即配布って形にはならないよ」

「？　なんでだ？」

　オレの呟きに響さんは不思議そうな表情をする。まあ、それもそうだよな。

「ゲームってのは完成してからが本番なんだ。つまりテストプレイ。それが終わってようやく作品の配布になるんだよ」

　そう、ゲームにはそれが完成しても、まだやるべき作業が残っている。それがテストプレイ。

　これはその作品の最初から最後までを細かくチェックするプレイであり、サブイベントは勿論、普通ならプレイヤーがしないであろう行動をチェックし、それによる不具合が起きないかを何回にも分けてチェックする細かい作業となる。

　ゲームの場合は誤字脱字のチェックのみならず、誤作動、バグ、フラグの有う無むなどチェックする箇所が他とは段違いに多い。

　更にゲームバランスの確認をする必要があり、あまりに難易度が高い際は難易度を下げ、難易度が緩ゆるすぎると思った際にはそれを上げる修正もしなければならず、手を加えるとキリがなくなる。

　そのため、大作ゲームともなるとテストプレイヤーと呼ばれる人材を募集し、完成したゲームを配布する前にその人達にゲームのテストプレイをしてもらう。無論、作者本人もテストプレイをするのは基本だが、やはり一人では絶対にチェックしきれないため、これは当然の募集と言える。

　なので、オレのゲームも仮に完成したとしてもすぐには配布は出来ない。

　最低でも一週間、じっくりと自分の作ったゲームを最初から最後まで何度もプレイをして、バグがないか何回もチェックした後、ようやく完成版の配布となる。

「なるほどな……確かにそれだとあと一ヶ月くらいはかかるか」

　オレの説明に納得したように頷く響さん。

　とはいえ、まだゲーム部分も三割が残っている。それをなんとか作り上げないといけない。

「ってことはもうストーリー自体は全部出来たのか？」

「ラスト以外はね。ただラストのシーンをどうまとめるかが、ちょっと悩んでいて」

　オレがそう打ち明けると響さんは「そうなのか」と呟く。

　正直、これに関しては響さんに相談するわけにはいかない。ストーリーの中核、クライマックスシーンを実況する本人に相談してはネタバレどころではない。

　このゲームはステラさんとのコラボを意識したもの。そのため、主人公の女の子もステラさんのイメージに合わせた。特にイラストにはその面おも影かげがある。

　そう思ったオレは改めて、目の前の響さんを見る。

　ぱっと見の響さんはいわゆる不良、ガラの悪そうな女の子に見える。そうした理由の一つには目つきの悪さや金髪などがあるが、オレ個人としては彼女はとても可愛い外見をしていると思う。

　デートの際に着てきたような女の子っぽい服を着れば印象が変わると思う。

　そのため、ゲームの主人公はそうした響さんを女の子っぽく注文したものであるが、幸い響さんには気づかれていない。

　となると、主人公にも響さんのような何らかの秘密を持たせるのはどうだろうか？

　響さんにはステラという実況主の顔がある。それを演じる際の彼女は普段の勝気で不良っぽい言動とは打って変わっておしとやか、お嬢様といった演技だ。

　ならば、この主人公にも実はそれまでプレイヤーに見せなかったもうひとつの顔、側面を作れば──

「あっ」

　瞬間、一つのアイディアが閃ひらめく。

　とはいえこれは……賛否両論な気がする。果たして実装していいものかとオレが悩んでいると。

「なに悩んでるんだ。いいアイディアが浮かんだんじゃないのか？」

「あー、そうなんだけど、これってちょっと賛否両論出るかなーって思って」

　オレがそう濁にごすと響さんは「なんだ、そんなことかよ」と嘆たん息そくする。

「構かまわねぇからお前の好きなように入れろよ。フリーゲームなんだろう？　自分の好きなように作れなきゃ、そいつはお前のゲームじゃねぇだろう」

　響さんのその発言にオレは思わず感嘆する。

　それもそうだ。

　これはフリーゲーム。

　オレが作りたいように作るゲームだ。

　確かにステラさんとのコラボ、実況は前提だが、その条件を満たすのなら、どんなゲームを作ってもいいと響さんも言っていた。なら、仮にこの展開が一部のプレイヤーに受け入れられなくても実装した方がオレらしさが出る。

　普通なら出来ないであろう思い切った展開、尖とがった要素を入れていいんだ。

　そう結論づけたオレは響さんに礼を言うと、早速スマホにアイディアを書き込む。

　よし、これでストーリーも全部完成。あとは作り上げるだけ。

　あと一ヶ月、いや数週間以内に必ずゲームを完成させるぞ！





　　　　◇　　◇　　◇






「お、終わった……」

　そして、数週間後。

　遂ついにゲームを完成させたオレは目の下にクマを作りながら、完成したゲームデータを眺める。

　あー、やばい。完かん徹てつだ。しかし、そのかいもあって度たび重かさなるテストプレイをし、次から次へと生まれるバグも削除し、ゲームは問題なく配布出来るレベルまで来た。

　時計を見ると時刻は朝の七時。もうこの時間帯では軽い睡眠も取れない。だが、オレはこれまでにない達成感を得ていた。

『星ほしを拾ひろうひと』。

　ステラさんと共に作り上げたオレの新たなるフリーゲーム。

　プロットの時と題名は少し変化した。とは言っても『人』の字がひらがなになっただけ。しかし、オレの中ではこれが重要な部分でもある。

　このタイトルに込められた意味。それをラストの展開でステラさんがどう受け取るか。そこが一番の楽しみでもある。

　まだフリーゲームを作り始めて三年しか経っていないオレだが、それでも今回のゲームはこれまでとは比べ物にならない出来だと自じ負ふ出来る。

　それはひとえに響さんを始めとする、からあげさんなどの協力者によるところもあるが、ここまで真剣にゲーム制作に打ち込んだのは初めてだからだ。

　オレはスマホを取り出し、響さんに完成のメールを送る。

　するとすぐさまスマホの音が鳴る。着信を見ると響さんからの電話であった。

『よお、遂に出来たんだな』

　着信ボタンを押すと、スマホの向こう側から嬉しそうな響さんの声が聞こえてきた。

「うん。だいぶ時間はかかったけれど、今日の夕方にはアップする予定だよ」

『そっか。お疲れ様、祐介。よくやったな』

　響さんのそのねぎらいにオレは思わず嬉しくなる。

　ゲーム制作の依頼をされてから約二ヶ月、遂にここまで来たという感じだ。

『じゃあ、今度はオレの番だ。お前が作ったゲームをオレが最高の形で実況してやるよ』

「うん、楽しみにしてるよ。響さん、いや、ステラさん」

　電話の向こう、自信満々に笑みを浮かべてそう言っているであろう響さんに対し、オレもまた朝日を眺めながら、そう答えるのだった。
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『はーい、こんにちわー。ステラですわー。今回の実況なんですけどぉ……今日は特別なゲームの実況となりまーす！　こちらー！　「星ほしを拾ひろうひと」ー！　な、なななんとー！　こちら、私ステラが制作にすこーし携たずさわったコラボ作品になりまーす！　とあるご縁えんからのこのゲームの作者さんと協力し、主人公のイラストなど提供させて頂きましたー。えへへ、実はちょっと自信作だったりします。あとそれから、この主人公の名前も私と同じステラちゃんだそうですー！　楽しみですねー。それでは早さつ速そくやっていきましょい！』

「うっひゃー！　すっごーい！　ねえねえ、あれ本当におにいのゲームなんだよね？　ね？　すごーい！　本当にステラさんが実況してるよー！」

「ああ、そうだな……」

　翌日。学園から家に戻ってきたオレはステラさんの実況更新を待っていた妹と共に居間の大画面テレビにて更新された動画『星を拾うひと』の実況を見ていた。

　ゲームは昨日の内に公開した。それをステラさんがダウンロードし、実況動画を撮とり終おえたようだ。

　妹にも今日の実況動画がオレのゲームであると伝えていたが、始まるまではなかなか信じてもらえず、この動画が投稿されると同時に画面に釘くぎ付づけとなる。

　しかし、いざこうして目の前であのステラさんに自分の作ったゲームを実況されると、なんというかこう……ハズい！　口では表現できない色々な感情が胸の内に表れる。

『おー！　ステラちゃん可愛かわいいー！　実は一部ボイスがあるんですけど、これも私の声なんですよー。いやー、恥はずかしいですねー』

　見ると、ゲームを実況しているステラさんから照てれているような声が聞こえ、主人公のステラが何らかの挙きよ動どうをするたび、ステラさんのボイスが流れる。

　その後、主人公やゲームの雰囲気に対して一通りコメントをした後、本格的なゲーム操作へと入る。

　内容は以前にも響ひびきさんに見せた通り、至いたってシンプルなゲーム。

　突とつ如じよ、謎なぞの森の奥で目を覚ます主人公ステラ。

　彼女の「星を探さなきゃ」の一言と共にゲームは開始される。

　星は森のどこかに落ちており、一つ目は移動した先のマップですぐに見つかる。ここまでがいわばチュートリアル。そして、本番はそこから。

　合計五つある星を求めて森の中を徘はい徊かいするステラだが、森には様々な奇き怪かいな生物が住み着いており、それらが彼女を襲う。

　それはまさに正体不明の怪物、あるいは未知のエイリアン、あるいは怨おん霊りようの塊かたまり。

　敵の正体がわからず、なぜ襲われるのかも不明。更には主人公がなぜこのような場所にいるのかも全てが説明されぬまま襲い来る恐怖はホラー物の定番、未知への恐怖そのもの。

　現にそれを証明するように森の奥から突如現れたグロテスクな生物にステラさんが例の男叫びを披ひ露ろうする。

『ぎゃ─────!!　なにこれ!?　なにこれ!?　蜘く蛛も!?　蜘蛛!?　触手あるんだけど!?　ってか怖いいいいいいい!!』

　襲いかかってくる敵のドット絵は全てオレが自作したもの。

　いくつかは響さんにラフで提出してもらったものを自分なりに改変したが、なんとか響さんに驚いてもらいたくて自分なりに初のドット絵に挑戦したのだが、意外とうまく描けた。そのおかげというべきか、ステラさんのこの叫びは決して演技ではないだろう。

　それはリサも同じだったようで怪物が登場した際、「ひぃ!?」と体を震ふるえさせた。

「お、おにい……これ本当におにいが作ったの？　なんか、やたらクオリティ高くない……？」

「まあ、いくつかは自作素材のおかげだな。それにマップやＢＧＭのおかげもあるかもな。今回ＢＧＭも特注で雰囲気に合わせた曲だから恐怖感が出てるのかもな」

　そう、忘れてはいけないのは先ほどからゲーム内にて流れているこのＢＧＭである。

　これらは全てからあげさんこと、委員長にお願いしたもの。

　マップの雰囲気、更には怪物が現れるシーンの緊迫感に合わせた曲を作ってもらい、最初に怪物が現れるシーンはプレイヤーの心臓を摑つかむような緊迫した音楽を流し、恐怖感を増大させている。

　これは『青あお鬼おに』における青鬼が登場する音楽に通じるものがある。

　時として、音楽とは視覚以上に人の感情を波立たせるものがあるのだ。

　勿論、委員長にはこんな素敵な曲を作曲してもらいお礼を言ったが「べ、別に祐ゆう介すけ君のためじゃないんだからね。これは私が作曲のレベルを上げたいからやっただけだから、勘違いしないでよね！」と変なツンデレで返された。

『うわ──!!　ステラが死ぬ──!!　私が死ぬー!!　食ーわーれーる───!!』

　と、そんなことを思っている内にステラさんのお馴な染じみの男叫びが次々と上がる。

　その後、ステラさんの新実況は瞬またたく間まにＳＮＳで拡かく散さんされ、視聴回数も跳はね上あがり、『星を拾うひと』は好調なスタートを切るのだった。




「よお、祐介。お前、昨日のステラさんの実況見たかー？」

「あ、ああ、見たよ。『星を拾うひと』だろう？」

「おっ、知ってるのか。さっすがだな。いやー、滅め茶ちや苦く茶ちや面白かったよなー！　次どうなるのか気になるぜー。っていうか単純にステラさんのリアクションが面白すぎるんだけどなー」

「ああ、確かにそれは分かる。ステラさんって実際ホラー系苦手だけど結構頑張ってるよね」

「そうそう。普段、真ま面じ目めなだけにあのギャップが面白いんだよなー」

　翌日、オレは昇のぼると一緒に昨日のステラさんの実況に関して会話に花を咲かせていた。

　ＳＮＳでもステラさんの新実況は反響がよく、当然それはオレのゲームにも影響を与えていた。

　特に驚いたのがダウンロード数。

　実況が開始されて、わずか半日でその数は五百を超こえた。

　niconicoにある『ＲＰＧアツマール』というフリーゲームが遊べるサイトでは、そのプレイ回数はなんと三千。

　ぶっちゃけ、そのプレイ数だけでも過去にオレが公開した作品のトップにくい込むほど。そして、それは現在も加速度的に数値を上げている。

　正直、ここまで実況の効果があるとは思わなかった。

　やはり有名実況主が動画を上げるだけで、その視聴者がゲームを知るという点が大きいのだろう。

　今はまだステラさんが実況しているゲームということで話題だが、その内『星を拾うひと』そのものが話題になってくれれば嬉うれしいとオレは感じていた。

「……荒あら木き君……フリーゲーム、知ってるの？」

　と、そのようなことを考えていると隣から声がかかる。

　見ると、そこにはどこか興きよう味み津しん々しんな目をした白しら雪ゆきさんがいた。

「ああ、まあね。ひょっとして白雪さんもフリーゲーム知っているの？」

「……うん」

　オレからの問いに頷うなずく白雪さん。それを見てオレも昇も思わず顔を見合わせる。

「マジで!?　いやー、珍めずらしいね！　ってことはやっぱ実況動画とかで？」

「……ううん。実況は見ない」

「え？」

「私は……プレイする派」

　昇の問いに首を振った白雪さんはそう答える。

　マジか。実況を見ずにプレイする派。これはかなり貴重だ。というのもさっき言った通り、多くの人はプレイせずに動画視聴で終わらせる場合がある。無論、実際にプレイする人達もいるのだが、そうした人達はやはり希き少しよう。特に同年代でそんな仲間を見つけるとなると苦労する。

　だがしかし、まさか白雪さんがそんな同士だったとは……！

　思わぬめぐり合わせにオレは瞳ひとみを輝かせて、白雪さんに質問する。

「あっ、じゃあさ、白雪さんの好きなフリゲってなに？」

「好きなの……」

　オレの問いに白雪さんはしばし考えるように俯うつむく。

　うーん、やはりここは定番の『ゆめにっき』『殺さつ戮りくの天使』『被ひ虐ぎやくのノエル』あたりだろうか？　いや、『幻げん想そう妖よう精せい』という大物がいた。むしろ、個人的イメージだが、白雪さんは『幻想妖精』が一番好みに合いそうだ。

　そう思いながら、どんなフリーゲームのタイトルが出るのかと期待していると全く予想外のものが出た。

「……一番は……そうだね、『ファンタジア伝説』かな」

「へっ？」

　白雪さんが告げたそのタイトルにオレは思わず素すの声を漏もらす。

　それもそのはず。なぜならそれはオレの処女作なのだから。

「ファンタジア伝説？　白雪さん、それってなに？」

　一方で、昇はその顔に疑問符を浮かべていた。

「あっ、えっと、ＲＰＧ。復活した魔王をとある村の少年が倒しに行くお話……」

「それって面白いの？」

　昇からの質問に白雪さんは困ったように笑う。

「面白い、かどうかは分からないかも……。その、ストーリーは言ってしまえば王道。システムもこれといって目立った部分はないし、バグもあるし……クリアには二十時間はかかるかも」

「それがいいの？」

　白雪さんの答えに昇はよく分からないといった風に首をかしげる。

　ははっ、確かに。白雪さんの言う通り、お世せ辞じにも『ファンタジア伝説』は出来のいい作品ではなかった。

　ただがむしゃらにやりたい事だけを詰つめ込こんで作り上げたゲーム。

　システムやバランスは二の次、子供の頃にオレが考えていたストーリーをそのまま形にしたものだ。

　話の展開も白雪さんの言うとおり王道。これといってどこかが優すぐれている作品ではないはず。それは作者のオレが誰よりもわかっている。しかし、

「うん。私はこの作品が一番好き」

　白雪さんは断言した。

　その笑顔には一瞬、驚きを通り越して息を呑のんだほどであった。

「へぇ、白雪さんにそこまで言わせる作品なんだ。じゃあ、オレもちょっと調べてみるかな。作者の名前ってなんていうの？」

「えっと、ユースケって名前の人。私、その人の作品は全部好き。いつも掲示板に感想も書いているから」

「ユースケ？　その作者ユースケっていうの？　へえ、偶ぐう然ぜんだね。こっちの祐介とおんなじ名前じゃん」

「えっ？」

　不意に昇がオレの肩に手を置いて、白雪さんに紹介する。

　それを見た白雪さんは驚いたように目を見開く。

「……荒木君。下の名前、祐介君っていうの……？」

「あ、ああ、まあね……」

「そう、なんだ……。すごい、偶然だね」

　そう言って優しく微笑ほほえむ白雪さんにオレは思わず顔を逸そらす。

　やばい。ゲーム制作のハンドルネーム、適当に下の名前と同じにしてしまったが、よくよく考えれば、これってオレを知ってる人がいればバレやすいんじゃ？　実際、委員長も名前を聞いて「なるほど、そっかー」って頷いてたし。

　ま、まあ、けど本名が祐介だからって、オレがあのユースケと同一人物とはすぐには結びつかないだろう。多分……。

　そう思いながら白雪さんの顔を覗のぞくが、当の白雪さんはそれに気付いた様子はなく、不思議そうな顔でオレを見つめていた。

「で、白雪さん。そのゲームの実況動画とかないの？　出来ればオレ、動画で確認したいんだけど」

「実況動画は……多分、ないかな。どれもメジャーな作品じゃないから……」

「そうなのかー、残念だなー」

　残念がる昇を尻目に、ふと白雪さんの視線が外れる。

「それに……私、実況ってあんまり好きじゃないから……」

　瞬間、そう呟つぶやいた白雪さんの表情はこれまでにない複雑な感情が入り混じったものであった。

　実況が好きではない。それは一体どういう意味なのか。

　その意味をオレは遠からず、知ることになる。





　　　　◇　　◇　　◇






『はーい、ステラですわー。今日はいよいよ「星を拾うひと」の最終回となります！　いやー、どんな終わりになるのでしょうか、楽しみです。それでは早速はじめていきまっしょい！』

　あれから数日。ステラさんのほぼ毎日実況により、いよいよオレが作った『星を拾うひと』の最終回動画が投稿された。

　タイトルにもちゃんと『終』と書かれているため、どうやらこの回で終わるようだ。ということはいよいよラスト。あの最後の展開をステラさんがどう受け止めるか、それが最も気になるところである。

『えーと、前回で色んなところにあった星を全部見つけたんだよね。で、これから塔とうに行きまーす』

　前回の動画の流れを確認しながら、操作を開始するステラさん。

　このゲームの目的は単純。以前にも言ったとおり『星』と呼ばれるものを『五つ』見つけ出すこと。

　そして、五つの星を見つけると主人公ステラは「塔に行かなくちゃ」と呟く。

　その塔とは森から離れた砂漠の中心にある不気味な塔。

　そこに行く際も、謎の生命体が襲って来るが、なんとかそれを掻かい潜くぐり塔に侵入するステラ。

　塔の中はガラクタばかりが転がる、打ち捨てられた場所。

　その最上階に行くと、一つだけ動いているコンピューターがある。そのコンピューターに今まで集めた『星』と呼ばれるものをセットする主人公。だが、五つ目をセットした時に異常を感じる。

「……？」

『あれ、どうしたのステラちゃん？』

　五つ目の星をセットするが反応がなく、ドット絵で「？」を吹き出す主人公。

　やがて、星と呼ばれたアイテムがクローズアップされるが、それは星形のチップ。

　そして、そのチップには傷がついており、その傷が原因で壊れていたのだ。

　途と方ほうにくれ出す主人公。やがて、彼女はある一つの決断をする。それが──

「…………」

『えっ、えっ、なに？　えっ!?』

　突如、自らの胸を貫つらぬく主人公。そこからどす黒い液体が溢あふれる。だが、それは人間が持つ体液、血液とは違うもの。

　そして、胸をえぐった手を抜くと、そこには先ほどの星と同じチップが握にぎられていた。

　その様がドット絵として表現され、それを見たステラさんは主人公の正体に気がつく。

『うええええええええええええ!?　ステラちゃん人間じゃないいいいいいい!?　これロボットおおおおおおおおおお[image: ]』

　そう、主人公の正体は人間ではない。ロボット、精せい巧こうなアンドロイドであったのだ。

　そして、『星』とはその彼女にとっての生命稼働装置、心臓部のようなもの。つまりは機械を動かす動力装置。

　そして、この塔の装置を起動させるには五つの星が必要。最後の五つ目の星が壊れていることに気づいた主人公は自分の心臓である『星』を取り出し、それを装置に繋つなげる。

　そうすることでこの塔に施ほどこされた装置が起動する。彼女の、ステラの命を犠牲にして。

　塔の装置。それはこの世界、汚染された地球を洗浄するシステム。

　この世界は遙はるか昔、人間達の環境汚染によって人間が住めなくなった地球。大気や様々な自然が汚染され、それによって未知の生物、怪物が生まれ、それらが支配する世界。

　残った人間達は宇宙船で遙か遠くに避難した。

　が、いつか地球の環境を元に戻そうと、長い年月をかけて送り込まれたのが、この塔とそれを起動させるためのアンドロイド、ステラであった。

　このクライマックスこそがオレが描きたかった真しん相そうである。

　その後、装置が起動したのを確認し、ステラはゆっくりと眠りにつき、エンディングが流れる。

『え……え、ええええええ───!?』

　スタッフロールを前に再び驚いた声を上げるステラさん。

　やがて、エピローグでは遙か宇宙に逃げていた地球人達の宇宙船が地球に帰還する。

　その中にはアンドロイド『ステラ』を作り上げた博士の子孫である少女の姿もあり、その姿はステラと瓜うり二ふたつであった。

　砂漠に建っていたはずの塔。そこはすでに緑に覆おおい尽つくされており、巨大な大樹が天高くそびえていた。

　そして、その根元にはかつてステラと呼ばれたアンドロイドが樹の一部となり、眠りについている姿があり、そこでゲームは終わりを迎える。

　怒ど濤とうのエンディングを見たステラさんは感かん嘆たんと呼ぶべき、大きなため息を吐つく。

『はあー、すっごいなー。こんなの予想できなかったわよ……』

　それはステラとしての感想なのか、それとも響としての感想なのか。

　いずれにせよ、ステラさんは残りの尺しやくを確認すると最後の挨あい拶さつに入る。

『はい。というわけで、今回の実況はどうでしたでしょうか？　いやー、私自身を当てはめたキャラということで、どうなるかと思っていたのですが、まさかの展開でしたねー！　でも、すっごくすっごく面白かったです！　お話もよく出来ていたし、ゲーム部分も楽しかったです！　怪物は……すごく怖かったです』

　あははっと苦笑いするステラさん。しかし、すぐに『でも、そこも楽しかったです！』と付け加える。

『これ、他にも隠し要素とかあるみたいですから、この実況を見て気になった皆さんもぜひプレイしてみてください！　私のお気に入り作品の一つです！　というわけで、今日の実況はここまで。皆さん、最後まで見てくれてありがとうございます。また次の動画でお会いしましょう！　ステラでしたわー！』

　そう言っていつものステラさんの挨拶で動画は終わる。

「……おにい、あれ本当におにいが作ったの？」

　見ると、オレと共に動画を見ていた妹がキラキラとした目でそう問いかけてきた。

「あ、ああ、まあな」

「ふぅん、そうなんだ。……私、おにいのゲームってそこまで興味なかったんだけど、ステラさんの実況見て興味湧わいちゃったかも。ねぇ、あれって私でもプレイできる？」

「え？」

　その一言にオレは驚いた。

　なぜなら、妹は普段からあまりゲームをしない。ゲームはゲーム実況主がしているのを見るだけでいいというタイプである。

　前にオレが作ったゲームをやってくれないかと頼んだ時も、オープニングが始まってすぐにやめる程の飽あき性しようだ。

　その妹が自分からやらせてくれないかと宣言するのだから驚きだ。無論、それを拒絶する理由はなかった。

「それならスマホでも出来るからやり方、教えようか？」

「本当!?　どうやるの？」

「難しい方法はいらないよ。niconicoってあるだろう？　あそこの『ＲＰＧアツマール』ってところにアクセスすれば、そこにあるゲームはスマホでも自由にプレイ出来るから」

「自由に？　それって本当？　アプリとか落とさないでいいの？」

「ないない。アクセスするだけで十分。そこにオレが作った『星を拾うひと』も公開してるから、そこからプレイするといいよ」

「わかった！　ありがとう、おにい！　クリアしたら私もあとで感想言うね！」

　そう言ってniconicoにアクセスするとすぐにゲームを見つけてプレイしだすリサ。

　その後、すぐに熱中し始めたようで怪物が出てくると「わー！　わー！」と叫びながら、楽しそうにゲームをする妹の姿が見られたのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






『初めまして。書き込みさせていただきます。「星を拾うひと」すごく良かったです。投稿者：フリゲ好き』

『ステラさんの実況で「星を拾うひと」プレイしました！　全ＥＤコンプしました！　楽しかったです！　これから作者さんの過去作もやってみようと思います。投稿者：ステラ信者』

『新作「星を拾うひと」プレイしました。今までの中で一番クオリティが高く、とても面白い作品でした。特に主人公ステラの正体に関して作中でいくつか伏ふく線せんを張はっていたのがよかったです。お気に入りは湖の星を拾うシーンです。あそこはステラの心情を表してるのかな、と思いました。今回も素敵なゲームをありがとうございます。また次回作も楽しみにしています。投稿者：星ほし[image: ]くず』

「……すごい反響だな。さすがステラさんの実況」

　翌日、学園にて掲示板を覗いていたオレは書き込まれた内容を確認していた。

　そのほとんどがオレの掲示板に書き込みをするのが初めての人ばかりで、ステラさんの実況から知ったという人達だ。

　だが、ほとんどの人が楽しんでくれたようでオレもゲームを作り上げたかいがある。

　やはり、こうして「面白かった」という感想をもらえるのがフリーゲームを作っていて一番嬉しい瞬間である。特に星[image: ]さんはいつもオレが作りたかった部分をちゃんと見てくれていて嬉しい。

　そんな風にスマホを眺めていると昇がこちらに近づくのが見える。

「よお、祐介。お前、昨日のステラさんの実況見たか？　すごかったよなー！　面白いゲームだったし、オレもちょっとやってみようかと思ったよ」

「あはは、そう言われるとオレも嬉しいよ」

「？　なんでお前が嬉しがるんだ？」

「あっ、いや、その、オレもあのゲーム好きだからさ！　昇がプレイしてくれるなら嬉しいなー！　って」

「ああ、なるほどな」

　どうやら昇も気に入ってくれたようだ。

　友人に面と向かって、こう言われるのはやはり嬉しい。そんなことを思っていると隣に白雪さんが座り、昇はそのまま白雪さんにも話題を振っていく。

「あっ、白雪さん。ちょうどよかった。ステラさんが実況している『星を拾うひと』って知ってる？　あれ、すごく面白いんだけど──」

「知ってる。それならプレイした」

「えっ、本当!?　どうだった？」

　白雪さんの答えに昇だけでなく、オレも一緒になって反応する。

　以前、白雪さんはオレの処女作『ファンタジア伝説』をプレイし、それが一番のお気に入りだと言ってくれた。そんな彼女から見てオレの新作はどうだったのだろうと非常に気になるところ。

「面白かった、すごく。これまでのユースケさんの作品の中で一番クオリティが高かったと思う。特に今回、ドット絵は自作しているみたいだし、イラストも第三者に描いてもらったものだった。これまでより力を入れて制作したんだなっていうのが伝わってきた」

　白雪さんのその説明にオレは思わず感心する。

　さすがによく見ている。そして、オレが今までよりも力を入れているのも理解している。これまでオレの作品をずっとプレイしていると言うだけはあり、彼女の的確な表現には思わず嬉しくなる。

「特に私が感心したのは湖のシーンかな。あそこの湖に映る景色と、水みな面もを揺ゆらす波は紋もん。多分、主人公ステラの情景を表してるんだと思う。自分は機械だけど、本当は人間と同じように自然を愛めでたい、感じたい。結局それが最後に叶かなったのかどうか、それが作者であるユースケさんが伝えたかったことじゃないかな」

「へえ、そうなのか。なかなか奥が深いね。オレ、実況で見ただけだから、そこまでは考えてなかったなー」

　白雪さんの感想に感心したように頷く昇。

　だが、オレはそれ以上に白雪さんが語った感想に衝撃を受けていた。

　なぜなら、それはオレが心の奥で考えていた設定。あえて作中で明かさなかった部分でもあったのだから。

　それをここまで的確に捉とらえ、オレが伝えたかったことを感じ取ってくれていたとは……。

　この時、オレは目の前の白雪さんに奇妙なシンパシーを感じていた。これほどまでにオレの作品のことを考察してくれたのは、あの掲示板にいる『星[image: ]』さんくらいなものであり、その考察も全く同じもの──

「……星[image: ]さん？」

「え？」

　思わずオレがそう呟くと白雪さんが反応する。次の瞬間、彼女は驚くべきことを告げる。

「どうして私のハンドルネームを祐介君が知ってるの？」

「えっ!?」

　白雪さんのその告白にオレは一瞬、頭が真っ白になる。

「そ、それは……！　と、というか白雪さん、マジであの星[image: ]さんなの!?」

「う、うん……。確かに私、星[image: ]ってハンドルネームでユースケさんの掲示板にいつも書き込みしてる……」

　マジか!?　前に書き込みしてるとは聞いたが、まさかあの星[image: ]さんだったとは……！　思わぬ正体にオレは驚きを隠せない。

　星[image: ]さんの書き込みには毎回救われており、感謝もしている。

　正直オレがここまでフリーゲームの制作を続けられたのも星[image: ]さんによる優しいコメントがあったからこそ。いわばオレにとっての恩人。

　しかし、それがまさか白雪さんだったとは……!?

　驚くオレであったが、白雪さんはそんなオレの態度に疑問を抱く。

「……それで、どうして祐介君が私のハンドルネームを知ってるの？」

「ああ、いや、それは……け、掲示板！　オレもユースケさんの掲示板見て、それでさっきの白雪さんと同じようなコメントしてる人がいたから、それで思い出して……！」

「そう、なの……」

　オレの苦くるし紛まぎれの言い訳に、しかし白雪さんはどこか腑ふに落ちないといった様子だ。

　ま、まずい。ここで更に言及されるとオレの正体がバレる……。

　い、いや、白雪さんにならいっそバラしてもいいのでは？　そう思った瞬間、学園のチャイムが鳴り授業が始まる。

　すぐに先生が現れ、周りの皆も授業の用意をする。

　どうやらチャイムに救われたようだ。そう安あん堵どするオレであったが、白雪さんがオレの方をチラチラと確認していたことに、この時のオレは気づかずにいた。




「ゲーム、盛り上がってるみたいだな」

「うん、そうだね。ダウンロード数も加速度的に上がってるよ」

「おかげでこっちの実況も賑にぎわってるぜ。コメントも再生数も前のシリーズよりだいぶ伸びてるしな」

「みたいだね。お役に立てて嬉しいよ」

「何言ってんだよ。こいつはお互いのためのコラボだろ。とりあえずは成功を祝おうぜ」

　夕方、響さんと共に帰っているオレは彼女と『星を拾うひと』についての雑談に花を咲かせていた。

　ステラさんの実況により、『星を拾うひと』のダウンロード数は週間でも上位五位以内に留まり、アツマールでも上位のプレイ数を叩き出していた。

　それはこれまでのオレのゲームからはありえないほどの大反響であり、ＳＮＳでも盛り上がりを見せている。

　とはいえ、全てが全て肯定的な意見ではない。

　やはり、これだけ多くの視聴者、あるいはプレイヤーの目に留まれば悪意に満ちたコメントも多くあり、掲示板のコメントも賛否両論だ。

　とはいえ、現状オレは満足している。

　自分にできる最大限のゲームを作り上げた。そのクオリティも間違いなく過去最高のものであると自負できる。

「で、次はどうするんだ？」

「え、次？」

「おいおい、次って言ったら次のお前のゲームだよ。まさか、これで引退するわけじゃないだろう？」

「そりゃそうだけど」

　次と言われても正直困る。作りたいゲームや、やってみたいネタなどはいくつかある。

　だが、その中のどれをやろうかと悩んでいるのが現状だ。

　なによりも前回はステラさんにゲームを実況してもらうという明確な目的があった。そのために必死に努力し、これまで以上の作品が作れた。

　次の作品を『星を拾うひと』以上のものに仕上げたいなら、それと同様、あるいはそれ以上の目標が必要だ。

　ならば、今度はオレ一人の力でステラさんに実況したいと思わせる作品を作る。

　……いや、それだけじゃ足りない気がする。

　なによりもオレが本当に目標としているもの、夢としているものは、そんな有名実況主に実況してもらうだけでいいのか？

　いいや、そうじゃない。オレが本当に成なしたいこと。夢としていたのは──

「この世にあってはならない罪……それは俺の存在」

　そ、そのセリフは!?

　突如、どこかで聞いたような声が響き、前を向くとそこには夕日を背にオレ達を待ち構えるように立つ少女の姿があった。

「くっくっくっ、久しぶりだな！　ユースケよ！」

「お、お前は黒くろ木き咲さき!?」

　少女の名を告げると「その通りだ！」と厨ちゆう二に病びよう全開の笑い声を上げる。

「プレイしたぞ！　お前の新作『星を拾うひと』！　これまでよりも随分とクオリティを上げてきたな！　そして、最後のあの展開！　この私ですら予想できなかった結末でなかなかに厨二心を刺激されたぞ！　さすがは我が永遠のライバル・ユースケよ！　今回のお前の健闘には星五つをくれてやろう！」

「あー、そりゃどうも」

　相変わらずの厨二っぷりだが、いつものことなので軽く流す。

　隣にいる響さんも前回ので慣なれたのか呆あきれた目で見ていた。

「だが、私の反撃はここから始まるぞ！　もうじき私の新作が完成する！　それが出来た暁あかつきには例の大会にて白黒つけよう！　お前と私の作品、どちらが上であるかをな！」

「例の大会ってなんのことだよ？」

　思わぬ単語に眉まゆをひそめるオレ。一方の咲はなぜだか勝かち誇ほこったような笑みを浮かべる。

「くっくっくっ！　まだあの大会の事を知らぬとはいささか情報収集不足ではないのか？　ユースケよ」

　だから、その大会ってなんだよ？　と再び問うオレに咲は「知りたいならば教えてやろう！」と勢いよく両手を広げる。

「近くniconicoのＲＰＧアツマールにて開催されるコンテスト。『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』だ！　このコンテストで大賞に輝いた作品は漫画化、小説化が決定される！　まさにフリーゲーム界の一大イベントと言えるな！」

「漫画化、小説化……」

「ちなみにこのコンテストに向けて作られている私の新作は『十三人のノワール』を超える傑けつ作さくだ！　無論、お前の『星を拾うひと』にも負けるつもりは毛もう頭とうない！　どちらの作品が上か、このコンテストにて勝敗を決めよう！　では、ユースケよ、次は決勝の舞台で会おう！　精々、私のいるところまで登ってくるのだな！　はーはっはっはっ！」

　高笑いを上げながら夕日に向かって走っていく咲。

　だが、オレはそれに構うことなく先ほど彼女が口にした『特別えんため大賞』というワードが頭の中で木こ霊だましていた。正確にはそのコンテストにおける大賞の副賞についてであった。

「……小説化……」

　それは忘れていたオレの夢を思い起こす一言であった。




「……祐介君があのユースケさん……」

　一方でそんな祐介と響を背後から見つめる影があった。

　彼女の名は白雪祈里いのり。彼女は近くの壁に身を隠し、祐介達の会話を聞いていた。

「…………」

　静かに顔を伏せた後、白雪は唇くちびるを強く嚙かみ締しめる。

　やがて、そのまま祐介達とは反対方向へと去っていく。
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　その表情は、これまで彼女が見せたことがないほど悲壮に満ちたものであった。




「あった。これが『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』の概要か」

　あれから急いで家に戻ったオレは咲が言っていた『特別えんため大賞』というワードを検索にかけ、そのコンテストに関する概要を見ていた。

「なになに、昨今フリーゲームの人気が増し、その勢いを更に広げるべく我々ＲＰＧアツマール運営が開催する次世代のコンテスト。参加条件はＲＰＧアツマールにて公開されている作品。締切日までの投稿ならば、どのような作品でも可。審査後、最終候補十作品を選び、その後、実況主達による視聴者参加型の投票を予定しています。と」

「前半は分かるが、最後の実況ってどういうことだろうな？」

　オレの音読に対し、一緒にいた響さんが首をかしげる。

「どうやら最終選考に残った十作品には運営側が依頼した実況主さんがそれぞれの作品を担当して、ゲーム実況の動画を上げるみたいだよ。ほら、参加実況主さんの名前見るとすごい有名な人が勢せい揃ぞろいしてるよ」

「あー、そういえば、そんな依頼が少し前に来ていたなー。概要見ずに了承していたけれど、これってそういうことだったのか」

　オレの説明に対し、そう頷く響さん。というか、響さんのところにも依頼来ていたのか。さすがは大物実況主。そう思い、他のメンバーも確認する。

「ステラさんの他には……うわっ、有名実況主さんばかりじゃないか！　それにＶチューバーにも依頼してるのか！　こりゃ大物揃いだな」

　運営側が今回のコンテストのために用意した実況主達はまさにゲーム界きっての大物ばかりである。

　最終選考に残った作品は彼らによる実況が行われる。誰がどの作品を担当するかは不明だが、その時点で最終選考に残る意味はおおいにある。

　だが、それよりなにより、オレが注目するべきは大賞に与えられる副賞。

　漫画化と小説化の二つ。それはオレにとって諦あきらめかけていたある夢を思い起こさせるものであった。

「……響さん。オレ、このコンテストに出るよ」

「へっ？　マジか？」

「うん。参加する。それで絶対、大賞を取る」

　そんなオレの宣言に目を丸くする響さん。

「随分と大きく出たな。そんなに大賞を取りたいのか？」

「うん。取りたい。なんとしても」

　いつになく強気なオレの宣言に更に驚く響さん。それもそうだろう。これまでのオレのフリーゲーム活動は響さんの目から見てもあくまでも趣味の範はん疇ちゆうだった。

　自分が楽しく制作でき、それなりに人気が取れれば十分であった。

　ましてや『ステラ』なんていう雲の上の人気実況主に実況されれば、フリーゲームを作っているものとしてはこれ以上ない嬉しさであり、ある種の達成感もある。だが、それはあくまでもフリーゲーム制作者としてのオレだ。

　オレにはもう一つ、響さんにすら伝えていない隠していた顔、夢があった。それが──

「オレ──小説家目指してたんだ」

　初めて〝あの子〟以外に口にする。オレの捨てたはずの夢。

「いつかオレが小説家になって小説を出して、それがコミカライズになったらある人に漫画を描いてもらう。それがオレの子供の頃の夢だったんだ」





　　　　◇　　◇　　◇






　子供の頃、アニメや漫画が好きだった。

　勿論、ゲームも大好きであり、学校から帰れば、居間でゲームかそのままアニメを見るのが日常だった。

　ある日、大好きなアニメが終わり、その原作がどうしても読みたくなって探した。

　けれど、いくら探してもその原作の漫画は見つからなかった。

　当然だ。オレが好きだったアニメの原作は小説だったのだ。

　当時、小学生だったオレだが、なんとかその原作の小説を見つけ、その日から毎日夜遅くまで読み続けた。

　最初はこんなにたくさん文字しか書かれてない本を読むなんて無理だと思っていた。けれど、アニメで見たシーンや、まだ見ていないその先のシーンを読むと胸が高鳴り、気づくとオレは全巻読破していた。

　それまで国語の授業にある物語すら、まともに読んだことのないオレが夢中になって読んだ小説は、いわゆるライトノベルに属するものだった。

　オレはその時、いつかこの人のような物語を書く小説家になろうと決めた。

　その日から学校が終わると急いで帰宅し、寝るまでの間、ノートに拙つたない物語を書いていた。

　それはお世辞にも小説と呼べるものではなく、セリフと擬音だけの無茶苦茶なものだった。

　無論、そんなものを誰にも見せられるわけもなく、ただ書きためる毎日。

　だが、ある時、オレは本屋である女の子と出会った。その子がどんな子だったのかよく思い出せない。ただ思い出せるのはその子が本屋の店員に渡していた本。

　それはオレが大好きなあの小説であった。

　オレはすぐに女の子に話しかけ、気づくとオレとその子はその小説について夢中で語っていた。

　その日から、オレと女の子は公園で好きな小説について話すようになった。

　学校で同じ話題で話せる友達がいなかったオレにとって、その子は一番の友達でもあった。

　ある時、その子は漫画家になるのが夢だと恥ずかしそうに話してくれた。

　そんな告白をした彼女に対して、オレもまた小説家になるのが夢だと言った。

　そして、その日からオレ達は同じ道を目標とする同士となった。

　たまに自分達が書いた作品を見せ合ったが、今思えばどちらも見せられたようなものではなかった。

　だが、それでも学校の誰にも言えなかった夢の話を出来て、オレはとても楽しかった。

　そんなある時、いつものように拙い物語を書いた小説を手に公園へ行くと、その子の様子がいつもと違った。

　女の子は言った。もうすぐ遠くに引っ越すのだと。そうなるとオレとも会えないと。

　俯く少女にオレは自分でも無茶苦茶な誓ちかいを口にした。

「なら、オレが小説家になるから、オレの小説が漫画化した時に、それをお前に描いてもらう！　だからお前も漫画家になって、将来また一緒に会おうぜ！」

　どうしてそんな会話になったのか全く思い出せないが、その宣言だけは今も覚えている。

　それを聞いた女の子が驚いた顔をしつつも「うん」と頷いた事も覚えている。

　その後、少女との思い出はない。

　彼女の言う通り、引っ越すことで会うことはなくなったからだ。

　だが、それでもオレはその時の宣言を実現するべく努力した。

　そう、オレなりに懸けん命めいに、たくさん努力したんだ。けれど──

『投稿ありがとうございます。残念ながら貴殿の作品は選外となりました』

　いくつもの小説のコンテストに応募した。

　だが、結果は選外。最終選考どころか二次選考にすら残らなかった。

　中学時代もずっと小説を書き続けて、一人だけ信頼出来る友人にオレが書いた小説を見せた。だが、

「悪わりぃ、面白くなかったわ。途中で読むのやめた」

　一言。ただバッサリと切られた。

　本当は自分でも分かっていた。オレに小説を書く才能、文才はない。

　どんなに物語を作れても、それをうまく表現する技術がなければ駄だ文ぶんになる。

　そのことを自覚して、オレは小説を書くのをやめた。

　だが、いくら小説を書く事をやめて夢を諦めたとしても、物語を作ること自体は嫌いになれなかった。

　そんな時に出会ったのがフリーゲーム『幻想妖精』であった。

　最初に見たのはステラさんの実況で、そしてすぐに自分でも『幻想妖精』をプレイした。

　初めてゲームであそこまで夢中になって感動した。

　セリフはほとんどなく、漫画のように劇的な動きがあるわけでもない。

　ただ淡々とその世界を操作するだけのゲーム。なのに、そこには様々な感情や衝撃が詰まっていた。

　自分自身が異ことなる世界を体験しているかのようなゲーム。作者の感性がゲームという形となり、オレに訴うつたえかけているようであった。

　その日からオレもフリーゲームを作り始める。

　最初の作品『ファンタジア伝説』は子供の頃にオレが書いていた小説が原作。とはいえ、細かい部分はいくつか修正した。

　がむしゃらに作った作品であり、その出来は良くなかった。

　無論、そのゲームに対する意見も結構辛しん辣らつなものが多かった。

　それでも、その人達はちゃんとオレのゲームをプレイして、最後までクリアした上で感想を残してくれた。それが嬉しかった。

　それからはフリーゲーム制作に夢中になり、色々なゲームを作り始めた。

　小説と違い、フリーゲームには文才などは必要ない。無論、あるに越したことはないが、ゲームの魅み力りよくはそれだけではない。

　マップ、戦闘、システム、グラフィック、音楽。物語以外の様々な要素がフリーゲームには詰まっており、それら全てを合わせて一つの作品なのだ。

　どれかが劣おとっていても、他の何かでカバー出来る。それが楽しい。面白い。

　そうしてフリーゲームを作っていく内に、そうしたフリーゲームの中にはその枠わくを超えて商業作品、小説や漫画となったものが数多くあると知った。

　オレが敬愛する『幻想妖精』もその一つだ。

　いつか、自分もそうした商業作品になれるようなフリーゲームを作りたい。そして、有名実況主に実況してもらいたい。

　それがオレの密ひそかに掲かかげていた夢であり、今日までフリーゲーム制作を続けていた理由の一つでもあった。




「……そうだったのか。お前が小説家をねぇ……」

　オレの話を聞いて、響さんは何やら複雑そうな表情をする。

　正直、こんな話をするのは初めてだ。

　小説家を目指していた話。今でこそ諦めてしまったが、それでもその時の夢や情熱は今でも残っている。

　だからこそ、あの時、諦めた夢を今度こそ叶えたい。

　フリーゲームという、形は違うけれど、そのゴールは同じ場所であると信じられるから。

「一つ聞いてもいいか？」

　オレの話を聞いて、いつになく真剣な表情の響さんが問いかける。

「お前がその夢を叶えたいのは、その女の子との約束を果はたしたいからか？」

「…………」

　響さんに問われて、オレは悩む。

　正直、それに関しては自分でも分からない。

　確かにあの子と会うまで、小説家になりたいという夢はあったが、あくまでも漠ばく然ぜんとしたものであった。いつかは無理だと諦めていただろう。

　だが、あの子に自分の夢を告白して、それは叶えなければならない夢になった。

　そのために努力するきっかけとなった。

　だから、ある意味であの子のためと言えなくはない。

　だが今、このフリーゲームのコンテストで優勝し小説化、漫画化を目指すのはその子のためだけではない。

「それもあるかもしれない。けれど、一番はやっぱり自分のためだと思う」

　オレは響さんを正面から見み据すえて告げる。

「オレは一度、小説家の夢を諦めている。ここでまた自分のフリーゲームじゃ商業化は無理だと諦めたら、今後また何かをしてもすぐに諦めると思う。一度目はともかく、二度目も諦めたら三度目も絶対にそうなる。だから、そうならないため、踏ふん切ぎりをつけたいのかも。自分でも出来ると。夢を叶えられるんだと今度こそ挑戦したいんだと思う。今のオレの持てる全てを使って」

「……そうか」

　告げたオレのセリフを聞いて、ふと響さんが笑顔を浮かべたような気がした。

「なら、オレも協力してやるよ。お前にはコラボゲームで世話になったしな。実況なら任せておきな」

　そう言ってオレの肩を叩く、響さん。

　そのセリフには頼もしさしかない。

　あの有名実況主ステラさんの力を借りられるのなら、宣伝としてもこれ以上ないほどだ。だが──

「ありがとう、響さん。そう言ってくれて嬉しいけれど、今回はステラさんの協力は無しでお願いしたいんだ」

「へ？　そりゃどういう意味だ」

　戸と惑まどう響さんに対し、オレは告げる。

「今回のこの『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』。オレは新作のゲームで挑いどむ」

「なっ!?　『星を拾うひと』でエントリーしないのか!?　あれだったら最終選考行けるだろう！」

　確かに響さんの言う通り、あれはオレの作品の中で現在、最もヒットしているゲームだ。

　クオリティに関してもそうだし、ステラさんによる実況も大きい。だが、

「そうだけど。今回の大会はオレ自身の力でやりたい。どこまで通用するのか、それを試したい。その上で大賞を狙いたいんだ」

　そんなオレのとんでもない発言に響さんは呆気に取られ、呆れたようにため息を吐く。

「……お前、それがどんだけ無茶か分かってるのか？　これ、期限まではあと二ヶ月しかないんだぞ。それまでにあの『星を拾うひと』以上の作品が作れると思ってるのか？」

「まあ、正直厳しいだろうね」

　ははっと笑いをこぼすオレ。だが、それでも『星を拾うひと』がエントリー出来ない理由はちゃんと別にあるのだ。

「響さん。ここ、ちゃんと読んでなかったでしょう？」

「あん？」

　オレが指した項目を見て、響さんは眉をひそめる。

　そこには『運営側の用意した実況主さんがこのコンテストに参加しているゲームをコンテスト終了まで実況することは不可。またすでに実況されたことのある過去作を本コンテストに登録することは不可といたします』と書かれていた。

「これが何だって……あっ」

「気がついた？」

　そう、これはおそらく、コンテストに参加している作品が先に誰か有名実況主によって実況されて、それが視聴者達に先入観を与えるのを危き惧ぐして、このような注意書きをしたのだろう。

　実際、最終選考に選ばれた作品は運営側が用意した実況主達が実況することになっている。

　この時、最終選考に選ばれた作品が応募前に運営側が用意した実況主によって実況されていれば、その作品は二人以上の有名実況主による実況をされることとなり、他よりも目立ってしまう。そうならないための配はい慮りよだろう。

　つまり、運営側が用意した実況主達は、コンテストに参加する作品を最終選考より前に実況することは不可能。

「……つーことは『星を拾うひと』はオレが事前に実況しちまったから参加できねぇってことか。あっちゃー」

　と、申し訳なさそうに響さんは顔を押さえ、オレに謝罪する。

「謝る必要なんて全然ないよ。むしろ、仮にそうでなくてもオレは新作で挑んでいたよ」

　それはオレの偽いつわらざる本音である。

　理由は先ほども言った通り、オレ自身の力で大賞を摑み取りたいから。

　正直、『星を拾うひと』のクオリティは作者のオレが言うのもなんだが、オレの力量以上に高かった。だがそれは響さん達が素材提供をし、協力してくれたおかげもある。

　コンテストに参加するのに有名実況主の力を借りるのは卑ひ怯きようだ。仮に実況してもらうとしても、それは最終選考に残ってからだ。

　だからこそ、オレは新作で挑む。

「大丈夫。すぐに響さんにはオレの新作を実況してもらうよ」

　自信満々にオレは告げる。

　その断言を前に、響さんもまた笑みを浮かべる。

「ああ。じゃあ、楽しみにしてるぜ。お前のゲーム、必ずオレが実況してやるから」

「うん。最終選考まで待っていてね」

　そう言ってオレと響さんは握あく手しゆをする。

　次にオレと響さんがこうして並ぶのは二ヶ月後。

　最終選考が決まったその時だと、二人は心の中で誓い合った。
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「うーん……」

　オレは悩んでいた。理由は『特別えんため大賞』に出す新作のプロットである。

　それに優勝するためのゲーム。そのアイディアを出すのに頭をひねっていた。

「星ほしを拾ひろうひと以上のクオリティとなると……何かしらのアイディアでそれを上回らないとな……」

　ゲームは小説と違い、単純にストーリーが面白ければ良いというものではない。

　時としてゲーム性、システムの部分が大いに評価されることもある。

　事実、ストーリーはほぼないにもかかわらずゲーム部分が面白いために名作として語り継がれているゲームは無数にある。

　つまりはいかに人を惹ひきつけるシステムを作れるか。あるいはまだ誰だれも見たことのない新しいゲームを生み出せるか。そこが評価のポイントだとオレは思っている。

　勿もち論ろん、ストーリーもあるに越したことはない。

　実際フリーゲームの多くは感動的なストーリーで評価されているものも多いのだから。

「そうだ！」

　ふとある考えがよぎる。それは直接的なアイディアではないが、それに繋つながるもの。

　オレはすぐさま押し入れを開け、その奥に放置していたあるノートを取り出す。

　それはかつてオレが小学、中学時代、小説家を目指してノートに書いていたネタやアイディア、小説を書き記したもの。俗ぞくに言う黒歴史ノートである。

　小説家の夢を諦あきらめ、押し入れの奥に封印したものだが、こうなった以上、どんな些さ細さいなネタからでもアイディアが湧わいてこないとは限らない。

　オレはかつての自分の黒歴史を読みあさるべくノートを開く。

「ぶほっ！」

　初しよっ端ぱなから痛々しいストーリーや設定の数々に思わず吹き出してしまう。

　あったなー、こんなの。

　ある日、超能力を授さずかったクラスメイト達が生き残りをかけて戦う学園バトルロイヤル物。主人公の能力がオッドアイから出てくる炎とかリアル厨ちゆう二に病びようにハマっていた時期だった。オレも咲さきの事を笑えないなーとノートを見ながら苦笑いを浮かべる。

　しかし、このクラスメイトに超能力が授かるという展開は案外、ゲーム要素としてはありかもしれない。

　ＲＰＧ、あるいはアドベンチャーみたいな感じにしやすい。

　もっともこれだけではダメだ。更にここから何らかの要素をプラスしていかなければ。

　そう思ったオレはふと、今流は行やりのフリーゲームをスマホで検索する。

　ＲＰＧアツマールだとやはり『キミガシネ』が人気だ。これもまたデス・ゲームという昨今人気のテーマである。

　オレも今回はデス・ゲーム系で挑んでみるか？　確かにやりたいテーマの一つではあるが、流行りだからといってそれに手を出すだけではいかにも陳ちん腐ぷか。

　ある日、クラスメイト達に何らかの能力が授かるという部分は面白いと思う。問題はそれをどう活いかすか。

　このノートに書いてある通り、生き残りをかけたサバイバル。バトルロイヤル。デス・ゲーム系でも楽しそうではあるが、もう少しひねりを加えたい。

　ここに書いてあるのは小説用のプロット。せっかくゲームに作り変えるのなら、ゲームでしか楽しめない要素を加えたい。ならば……ミステリー要素を加えるというのはどうだ？

　そんなことを思っているとスマホの通知が鳴る。

　なんだろうかと思うとステラさんの新実況だ。どうやら次の実況は『ゆりかごの夢』というものらしい。これはなかなか面白そうだ。相変わらずいいチョイスをする。

　多分、昨日の内に事前に撮ったものを予約投稿したのだろう。オレの家に来た時もそんなことをしていたし、とそう思った瞬間、ある閃ひらめきがよぎる。

「待てよ。通知……予約投稿……未来……」

　それは断片的なキーワード。だが、瞬またたく間まに脳内で一つのアイディアとなり、オレはすぐさまパソコンへと向かう。

　理由は言うまでもない。この頭に浮かんだシステムを実際にゲームにして試ためしてみる。

　もしこれが上手くいけば、『星を拾うひと』以上のゲーム性が期待できる。

　オレは胸の奥から湧き上がる衝動に従うように必死にゲーム制作に勤いそしむのだった。




「おい、祐ゆう介すけ。お前、目の下にクマがあるけど大丈夫かよ？」

「大丈夫大丈夫、ちょっと夜よ更ふかししただけさ」

「またか？　少し前もそう言って夜更かししてたが本当に大丈夫か？」

「大丈夫、余裕だって」

　翌日、学園の休み時間、オレの顔を見た昇のぼるが心配そうに声をかける。

　夜更かしの理由は言うまでもなくゲーム制作によるもの。

　あれから浮かんだアイディアを早さつ速そくゲームに取り込んでみたが、結果は上々。これなら上手くいくかもしれない。

　とはいえ、『特別えんため大賞』の期限までは二ヶ月。それまでに完成させなければいけないので、ゆっくりやっている暇ひまはない。

　今回のコンテストは単なる挑戦ではない。過去、オレが挫ざ折せつした夢を違う形で叶かなえるための戦い。

　そのためにも今回の新作には過去、オレがやらなかったことにも挑戦する予定だ。それこそが──

「ねぇねぇ、祐介君」

「うん？」

　声に振り向くと、そこにはこちらを心配そうに覗のぞく委員長の姿があった。

「委員長。どうしたの？」

「体調、大丈夫なの？　もしかして、またゲームを作ってるの？」

「……そゆこと。ただ、今回はコンテストに応募するためでもあるんだ」

「コンテスト？」

　オレが告つげた単語に委員長は驚いたような顔をする。

「そう。それの大賞を取ると、その作品は小説化、漫画化が決定するんだ」

「噓うそ!?　本当！　それってすごいじゃない!?」

　オレの囁ささやきに委員長は一瞬大きな声を出し、周囲の気を引くが、すぐにそれに気づき、周りに頭を下げると声のトーンを抑おさえる。

「ああ。けど、コンテストで一位だから簡単なことじゃない。それこそ少し前にオレが作った『星を拾うひと』。あれ以上の作品じゃないといけないんだ」

「そうなの。なんだか、よくわからないけれど大変なのね……。ねぇ、私で手伝えることがあったら手を貸そうか？　前みたいに音楽素材ならいくつでも作曲できるよ」

「ありがとう、委員長。けど、今回の新作に使う素材は全部自作してみたいんだ」

「自作って……全部自分で作るってこと!?」

「ああ」

　驚く委員長にオレは断言する。

　そう、これこそがオレが今回やりたい目標。自作素材。自分のゲームに使う素材を全て、自分で作ること。

『星を拾うひと』ではドット絵の一部はオレの自作であったが、今回はドット絵だけでなく、イラストやマップチップも全て自作で挑みたい。

　だが、これは口で言うほど簡単ではない。

　イラストにしろドット絵にしろ、それを描くのはかなりの時間がかかる。

　コンテストの締切がある中、ゲームを作るだけでなく、その中で使用する素材まで作るとなれば、かなりの労力を割さくことになる。

　今のオレの状況でやるには、あまりにリスキーすぎる。

「けど、ちょっと待ってよ。祐介君ってイラストとか描けたの？」

「いいや、落書きなら過去に何回かあるけど、今回みたいにきちんと描くのは初めてだよ」

　委員長の問いにオレは苦笑いで答える。

　そう、漫画はおろかイラストを描いたことのないオレは今回が初挑戦。

　そのため、お世せ辞じにもオレの描いた自作素材のイラストはどれも酷ひどい出来だ。

　素人しろうと目めにもデッサンは狂ってるし、上手いか下手かで言われれば、まあ半分以上は「下手」と答えるイラストだ。これがプロの世界、商業の世界でだったら絶対に通じない。

　けれども、フリーゲームにはそれが通じる。

　自分のゲームのイラストを自分で描いている作者というのは実は少なくはない。

　そのうちの何人かはオレのような決して上手くはないイラストもある。

　けれど、そのイラストはその作者の作品に合っているのだ。

　彼らの作品をプレイしてきたオレには分かる。

　フリーゲームの世界に上手い、下手はない。

　イラスト単体で見れば微妙と思われるものであっても、それがその作者の作品に取り込まれると、それを含めて作品の『味』となる。そして、それは決してマイナスにはならない。

　ぶっちゃけた話、下手なイラストでも、それが自作ならデフォルトで用意されている素材よりも遙はるかに作品の質を上げる。この界かい隈わいにいる人達も同じようなセリフを言うだろう。

　だからオレは自分の絵が微妙だと分かっていても、それを理由に自作素材を取り下げることはしない。なによりも──

「どうしてもやってみたいんだ。自分のゲームを全部、自分だけの素材で作り上げる。全てのツクーラーがやりたいと思っている目標の一つだから」

「祐介君……」

　本当なら委員長にオリジナルの作曲を頼んで、それを使いたいのは本音だ。

　けれど、響ひびきさんにも言った通り、今回は自分だけの力で作品を作り上げる。

　オレだけが『からあげ』さんから、オリジナルの素材をもらってそれをコンテストで使用していては公平ではない。

「あっ。けど、からあげさんのところに置いてある素材は使うから、それは安心してね」

　オレのその一言に委員長は納得したように頷き、笑顔を浮かべる。

「わかったわ。それじゃあ、帰ったらまた新しい曲をアップするから、もしそれが祐介君の新作のイメージに合ってたら使ってね！」

「うん、楽しみにしておくよ」

　そう言って委員長と話し終えるとチャイムが鳴り、授業が始まる。

『特別えんため大賞』の締切までは、まだ時間がある。

　それまでに必ず素材を作り上げて、作品を完成させるぞ！




「……祐介君。ちょっといいかな？」

「白しら雪ゆきさん？　どうしたの？」

　昼休み。授業が終わってすぐに白雪さんがオレに話しかけてきた。

　その表情は以前までの物静かなものと少し異なり、どこか決心めいた表情をしていた。

「……その、ここじゃなんだから廊下で話さない」

「？　別にいいけど」

　珍しく積極的な白雪さんに戸惑いながらもオレは彼女に連れられて教室を出る。

　そうして、向かった場所は奇くしくも、いつも響さんと打ち合わせをしていた場所であった。

「その……祐介君って、あのフリーゲーム制作者のユースケさん、だよね」

「えっ」

　突然告げられたそのセリフにオレはドキリとする。

　どうしてそう思ったのかと問いかけると、白雪さんは遠慮がちに答える。

「その……実は昨日、祐介君の後をつけて、そこであの黒い女の子が現れて、その時の会話を聞いてたの……。祐介君がユースケさんだって……」

　あー、なるほど。そういうことか。昨日の咲との会話を聞かれていたのか。

　なら、いくらここで否定してもしょうがない。そもそもバレてしまった以上、オレとしては隠しておく理由はない。

「うん、そうだね。オレがフリーゲーム制作者のユースケだよ」

「……やっぱり、そうだったんだ」

　それを聞いた瞬間、白雪さんは複雑そうな顔をする。

　うっ、やはりショックだっただろうか。自分が好きなゲームの作者がこんななんの変哲もないクラスメイトだったなんて。

　そう思うオレであったが、しかし白雪さんから告げられたセリフは意外なものであった。

「祐介君。祐介君は今度の『特別えんため大賞』に出る気なの？」

「へっ？」

　それは思わぬ問いであった。

　なぜ白雪さんがそのことをと一瞬考えるが、咲との会話を聞いていたのなら知っていてもおかしくはない。オレはすぐさま頷うなずく。

「うん。そのつもりだけど」

「そう……。じゃあ、やっぱり大賞を目指す気なの？」

「うん」

　オレが頷くと白雪さんは「そう……」と顔を伏ふせる。

　一体どうしたのだろうか？　先程から白雪さんの様子がなにか変だ。

「……祐介君。お願い、えんため大賞には出ないで。あなたは大賞を取ってはいけない」

「えっ？」

　思わぬ白雪さんのセリフに驚くオレ。しかし、それに構うことなく白雪さんは続ける。

「どうして賞に出る必要があるの？　祐介君のフリーゲーム制作は趣味なんでしょう？　なら、今のままで十分じゃない。お願い、賞には出ないで。このままでいて、祐介君……」

「えっ、いや、ちょっ待ってよ……！」

　突然、矢や継つぎ早ばやにそう告げる白雪さんにオレは思わず焦あせる。

　一体どうしたというのだろうか、彼女は。

　オレがえんため大賞に出るのがそんなにいけないことなのか？　そう困惑した瞬間であった。

「そこまでにしておきな」

　声に振り向くと、そこには響さんの姿があった。

「お前、そいつのファンかなにか知らないが、そいつが何のコンテストに出ようがそれはそいつの自由だろう。むしろ、そいつの作品が好きなら応援するのが普通じゃないのか？　コンテストに出るななんて、お前は何様のつもりだ？　そいつには夢がある。それをお前の勝手で止めていい理由なんてねぇよ」

「夢……？」

　響さんが告げた単語に白雪さんは首をかしげる。

「ああ、そうだ。そいつは自分の作品を商業化させる。それが夢なんだ」

　ハッキリと響さんはそう告げる。

　本来ならば、オレが言うべきことだが、それを全部響さんに言われてしまった感じだ。とはいえ、彼女の言っている事はオレが言いたいことの全てであり、補足する必要もない。

　そんな響さんの断言を受け、白雪さんは俯うつむきながらオレに問いかける。

「……本当なの？　祐介君は本当に自分の作品を商業化させることが夢なの？」

　彼女の問いを前にオレは響さんと視線を合わせる。
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　彼女が頷くのを見ると、オレもまた静かに答える。

「うん、そうだよ」

「……そう、なんだ……」

　そう答えると、白雪さんは顔を下げたまま静かに教室へと戻っていく。

　彼女の姿が見えなくなるのを確認すると響さんがため息をつきながら、オレに話しかける。

「ったく、なんなんだよ。あいつは」

「……彼女は星ほし[image: ]くずさん。いつもオレの作品に感想をくれてた人だよ」

「ああ、あの掲示板のやつか。そいつがなんでお前がコンテストに出るのを否定するんだよ？」

「……分からない」

　響さんの問いにオレはそう答えるしかなかった。

　だが、この時の白雪さんの態度が後に大きな障害になることをオレ達は知らずにいた。





　　　　◇　　◇　　◇






「うーん、だいぶ形が出来てきたなー」

　あれからしばらく今日もオレは新作のゲームの制作に取り掛かっていた。

　すでにストーリー部分の構成は出来ており、あとはシステムと自作素材を作り上げるだけ。

『星を拾うひと』で自作のドット絵を作ったおかげかドット絵の制作に関しては思いの外、早く済すんだ。問題はイラストだ。

　そう思いながら作業を行っていた時、ふと一階から声が聞こえる。

「おにいー！　おにいの彼女さんが遊び来たってよー！」

　オレの彼女？　思わぬリサの声にオレはすぐさま一階に降りると、そこには私服姿の響さんがいた。

「よっ、様子見に来たぜ」

　それはデートの時のようなお嬢様っぽい服ではなく、むしろ普段着に近いラフな格かつ好こうであった。

　夏ということもありＴシャツ、半ズボンのスポーツ少女っぽい格好であったが、それがまた響さんのスタイルに似合っており、単純に可愛かわいらしく思えた。

「あ、ああ。いらっしゃい。とりあえず、二階へどうぞ」

「お、おう」

　響さんを部屋に案内する際、妹がニヤニヤとこちらを見ていたが、それはスルーした。

「で、今日はまた何の用？」

「ああ。それなんだけど、オレでもちょっとくらい手伝えないかって、これを持ってきた」

　そう言って響さんがカバンの中から取り出したのは重箱。それも三段くらい重なったものであり、箱を開くとそこには目を疑うような料理の数々が入っていた。

「うわっ！　なにこれおせち!?　すごっ!?　どうしたの？」

　美お味いしそうな料理の数々を前に問いかけるオレであったが、響さんから返ってきた答えは意外なものであった。

「全部オレが作ったんだよ」

「へっ？」

　響さんのその答えにオレは間ま抜ぬけな声を出す。

　この料理の数々を全て響さんが？

　疑惑の目を向けるオレに対し、響さんはやや不ふ服ふくそうな表情で呟つぶやく。

「おい、なにか文句でもあるのか？　まさか、いかにも料理できなさそうなオレがこんなのを作れるわけがない、とでも思ったのか？」

「いやいや、そんなことは」

　機嫌が悪くなる響さんを抑えるようにオレはひとまず、箱の中に入っていた料理を一口、口に入れる。
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　すると、予想よりも遙はるかに美味しい味に一瞬オレは言葉を失った。

「お、美味しい……」

　かろうじてそう呟くと響さんが「そうだろう、そうだろう」と頷く。

「こう見えて料理は得意なんだよ。で、お前さえよければ、これからも定期的に料理を運んでやるけど……ど、どうだ？」

　少し照てれながら問う響さんであったが、オレの答えは決まったようなものである。「ぜひお願いするよ！」と頼むと響さんはまんざらでもなさそうに頷いた。

「それよりも制作はどうなんだ。進んでるのか？」

「うん。予定よりも結構スムーズだよ。これなら締切までになんとか完成出来ると思う」

　オレがそう答えると響さんは「そっか」と嬉うれしそうに微笑ほほえむ。

「けど、コンテストまではあと一ヶ月切ってるんだろう。そろそろ、他の作品もエントリーしてるだろうし、そいつらに負けない作品にはなりそうなのか？」

「それはまだなんとも……。ただ今回の作品は『星を拾うひと』には決して劣おとらない作品にはなるつもりだよ」

「へぇ、そいつは楽しみだぜ。なら、ぜひ最終選考には残ってくれよ」

　響さんのその挑発にオレは迷うことなく頷く。

「そういえば、他の参加者とかどうなってるんだ？」

　ふと気になったように響さんが問う。

　確かにそれはオレも気になるところだ。

『特別えんため大賞』の開催が発表され、締切まであと一ヶ月を切っている。大方の参加者は決定していると言えるだろう。

「ちょっと待ってね。今、コンテストに参加してる制作者を確認するよ。えっと、まず……『虚ろ町ののばら』のゆきはなさんに、『SheSeeCrisis!』のほりんさんに、それに……うお！　ナンキダイ先生も参加してるのか！」

「ナンキダイ？　それって誰だ？」

「ほら、『キミガシネ』の作者だよ。有名なのでもこうさんの実況の……っていうか、ステラさんも実況してたじゃん」

「ああ！　『キミガシネ』の作者か！　確かに聞き覚えがあるな。なるほど、その人も参加してるのか？」

「うん。なんか新作を出したみたい」

「へぇ、そいつは楽しみだな」

『キミガシネ』は今『ＲＰＧアツマール』で人気の高いフリーゲームの一つである。

　いわゆるデス・ゲーム物と呼ばれるもので、主人公を含める複数の登場人物達がとある場所に閉じ込められ、そこで生死をかけたゲームに巻き込まれる。

　緊きん迫ぱくする話と展開の連続。なによりもゲーム性もしっかりしており、操作しているプレイヤーを飽きさせない仕掛けや生死をかけたゲームの内容にはプレイヤーもハラハラさせられる。

　確かご本人は漫画家さんらしく、漫画制作の合間にこのゲームを作ったのだとか。

　プロの漫画家もフリーゲームを作り、それを自由に公開できる世界。改めてこのフリーゲームの世界の広さにオレ自身感心する。

「しかし、ナンキダイ先生の新作かー。こりゃ、一番の強敵かもなー。すでにプレイ数もかなり回ってるみたいだし、評判も良さそうだ」

「そうだな。オレも今回のコンテストに実況主として参加してなかったら、その作品即行実況してただろうな」

　悔くやしそうに唇くちびるを嚙かむ響さん。

　確かにステラさんの『キミガシネ』実況もかなり面白かった。個人的にはこの新作の実況も見てみたいが、今は同じ『特別えんため大賞』に参加している者同士、負けるわけにはいかない。

　その後も何人かの知った作者が参加しており、オレもますます負けられないと気合を入れて制作を続けるのだった。





　　　　◇　　◇　　◇






「で、出来た……」

　あれからひと月。オレは遂ついに完成した新作を前に力尽きそうな体を必死に支えていた。

「お、終わったぞ……テストプレイもとりあえず最後までプレイできることは確認した……。細かい部分のチェックはまだだけど、今はとりあえずアツマールに投稿して、特別えんため大賞への参加登録だけでもしないと……。最悪、バグはその後に直せばいい……」

　朦もう朧ろうとする意識の中、必死にパソコンを操作し、オレはアツマールの中にゲームを投稿すると、そのまま公開ボタンを押す。

「よしっ、完成だ……。これで、コンテストに参加できる……」

　静かに拳こぶしを握り、オレは朝日が昇る窓を眺ながめる。

　今日も完かん徹てつだったか。だが、そのおかげというべきか、無事に新作は完成した。

　投稿締切まではあと数日あるが、その間に細かいバグの修正をしてよりよい完成に近づける。

　少なくともストーリーに関しては今までの中で一番の自信がある。

　なによりも『星を拾うひと』で培つちかった技術もこの作品には活かされている。自画自賛めいているが、これならきっと行ける。

　そう安あん堵どした瞬間、ふと消えかかった意識をスマホのアラームが覚かく醒せいさせる。

　なんだ？　驚いたオレはスマホを手に取ると、そこにはメールが来ていた。

「響さん……？」

　どうやら響さんからのメールであった。

　もしかして、オレがアツマールに投稿したのを響さんも見て、お疲れ様のメールかな。

　そう思い、中を開くとそこには全く予想外の事実が書かれていた。

「え？」

　それを見た瞬間、オレは一瞬思考が停止する。と同時に慌ててアツマールのサイトを開き、投稿されたゲームの一覧を見る。

　注目すべきはオレが投稿したゲームの一つ前。

　そのタイトルは『機械仕掛けの島』。そして、作者の名はソピア。

「マジかよ……」

　その名はオレにとって忘れられない憧あこがれの人物の名。

　今尚なおフリーゲーム界の傑けつ作さくと呼ばれる作品の一つ、『幻げん想そう妖よう精せい』。

　それを作り上げた作者の名こそが──ソピアであった。




『幻想妖精』。

　この世界とは異なる幻想の世界に迷い込んだ一人の少女の物語。

　プレイヤーはその少女を操作し、不ふ可か思し議ぎな幻想の世界を歩く。

　途中、出会うのは妖精と呼ばれる種族であり、彼女達の性格は個体によって様々。

　友好的な妖精もいれば、いたずら好きな妖精もおり、中には主人公を殺そうとする妖精もいる。

　だが、彼女達妖精に悪意はない。善意も殺意も、等しく遊び。無む垢くゆえの行動である。

　ドット絵やマップ全てが作者によるオリジナルの素材で、まさに幻想的な世界を作り上げていた。

　その世界にある様々なギミックは時としてプレイヤーを魅み了りようし、心を摑つかんで離さなかった。

　また最後の結末もプレイヤーの間では未いまだに語かたり継つがれるほど謎なぞに包まれたエンディングとなっている。

　なんとか妖精の世界から脱出した主人公が、自分の家に行くとそこには誰も住んでおらずボロボロとなった家があるだけ。

　その家にある鏡かがみを覗くと、そこに映ったのは妖精となった自分の姿だけであった。

　果たして主人公の正体とは一体なんだったのか。

　様々な謎と推すい測そくのみを残した結末が逆にブームを起こし、未だにこの界隈ではプレイヤーによる推測がされているが、どれが正解なのかは分からない。

　つまりそれほど、人によっては心に残るゲームであり、オレもまたその影響を受けたファンの一人だ。

　事実、このゲームをプレイしたからこそ、オレはフリーゲーム制作というものに手を伸ばした。

　しかし、この『幻想妖精』の作者ソピアさんはこの処女作を作って以来、全く音おと沙さ汰たがない。その上、何の情報もない作者であった。

　無論、新作などこれまで全く出したこともなく、長い沈ちん黙もくの果はてに多くのプレイヤーやファンは、この作者は引退したのだと結論づけた。

　そう、昨日までは。

　だが今日、ＲＰＧアツマールにて、革命が起きた。

『幻想妖精』の作者ソピアさんが、なんと新作を公開したのだ。

　しかも、その新作が『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』に参加を表明したのだから、ざわめきは瞬またたく間まに広がり、今やネットでは大騒ぎだ。

　ある者は『幻想妖精』作者の新作に歓喜し、ある者は『特別えんため大賞』における大賞枠は確定したと叫び、ある者は早速公開されたゲームをプレイし「過去に類るいを見ない傑作だ」と賞しよう賛さんした。

　いずれにしても今回のアツマール、『特別えんため大賞』に参加をした作品『機械仕掛けの島』とは、それほどの作品であり、オレにとっては最悪の強敵の出現でもあった。




「おい、祐介！　アツマールの新作見たか？」

「あ、ああ、まあね」

「いやー、驚いたなー。あれって『幻想妖精』の作者の新作なんだろう？　オレもプレイしたけれど、クオリティかなり高かったぜ！　というか前作よりしっかりしてる感じだ。やっぱあの作者天才だよなー」

「ああ、そうだね……」

　朝、学校へ行くと昇が興奮した様子でそう語る。

　いつもならばオレも昇と一緒にソピアさんの新作に対して、熱く語っていただろう。

　しかし、ソピアさんの新作『機械仕掛けの島』は『特別えんため大賞』に参加しているオレにとってのライバル作品の一つ。

　それを掛かけ値ねなしに賞賛ばかりは出来ない。むしろ、競きそうべき作品なのだから。

「おい、祐介。ちょっといいか？」

　見ると響さんがオレを呼んでいた。

　オレは昇に軽く挨あい拶さつすると、すぐに響さんと共に廊下に出て、いつもの場所へと移動する。

「例の『幻想妖精』の作者の新作は見たか？」

「うん。少しプレイもした。昇の言ってる通り、前作よりはるかにクオリティが高かった」

「そうか……。本来ならオレも喜びたいところだが、こいつは厄やつ介かいなことになったな」

　響さんの一言にオレは頷く。

『特別えんため大賞』に参加している作者は他にもおり、どの作品もクオリティが高く激戦が予想される。

　しかし、ソピアさんの新作『機械仕掛けの島』に関して言えば、まず間違いなく最終選考選出は約束されたようなもの。

　話題性、クオリティ共に他の作品より頭一つ抜けている。

　他の作品ならば、まだワンチャンス、それを突破して大賞を摑める可能性もあったかもしれない。

　だが、『幻想妖精』の作者の新作ともなると、それに勝てる自信はオレにはなかった。

　焦あせるオレに対し、しかし響さんは思いの外ほか、静かに呟く。

「けどまあ、オレはお前の作品なら行けると思うぜ」

「え？」

　予想外のセリフに驚き顔を上げる。

　もしかして響さんはオレを励はげますために噓を？　一瞬そう思ったが、しかし、彼女の目は本気であった。

「オレはまだお前の新作はちょっと見ただけだけど、それでもお前がこれまで作ってきた中で一番熱量を感じる作品だった。それこそ『星を拾うひと』よりも、だ。まだ皆は『幻想妖精』の作者の新作ってことで、それにばっかり目が行っちまってるが、お前の新作だって負けてねーよ。だから、自信を持て」

「響さん……」

　響さんの優しい励ましに瞳を潤うるませるオレ。

　そうだ。響さんがここまで言っているんだ。オレがオレの作品を信じなくてどうする。

　それに、これはただゲームの善よし悪あしを決めるコンテストではない。

『自作ゲーム＆実況部』なんだ。

　つまりゲームを作り、それを公開するのは前半戦にすぎない。

　勝負はそこから後半戦、実況部がある。

　ゲームの良さが個人によって異なるように、実況主による実況動画によってそのゲームに受ける印象もまるで違ってくる。

　だからこそ、まだ勝機はある。

　オレが作ったこのゲームをステラさんが実況し、その魅力を百二十パーセント伝えてくれれば、まだワンチャンスあるかもしれない。

　ここまで来てステラ──響さんに頼るのは情けない話かもしれないが、だけど彼女にならオレは自分のゲームを託たくせる。

　そう、オレが思った瞬間であった。

「残念ですけど、祐介君の作品が大賞を取ることはありません」

　ふとオレ達の背後から雪のような冷たい声が響いた。

　見ると、そこに立っていたのは白雪祈里いのりさんであった。

「白雪さん……？」

　思わぬ人物の登場に驚くオレであったが、それ以上に驚いたのは彼女の表情。

　これまでの彼女は大人しい、どこか自分に自信のない表情であったのだが、今目の前にいる彼女の表情はまるで氷のような冷れい徹てつな表情。

　まるで別人のような冷たい表情に呆あつ気けに取られるオレに彼女は信じられないセリフを告げる。

「次の『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』で大賞を取るのは私の『機械仕掛けの島』です」

「え？」

　告げられたそのタイトルにオレだけでなく、響さんすらも息を呑のむ。

　それは一体どういう……。

「ちょっと待て。お前それってまさか……」

　驚き問いかける響さんに対し、白雪さんは静かに告げる。

「はい。私が『幻想妖精』の作者ソピアです」

　その名を前にオレも響さんも衝撃のあまり動くことが出来ずにいた。

　白雪さんが……ソピアさん？　あの幻想妖精を作った伝説のフリーゲーム作者？

　いや、だとしたらなぜ今になって制作を!?

　誰もが感じたその疑問に白雪さんは答える。

「私が今回のコンテストに参加した理由は一つ。祐介君、あなたに大賞を取らせないためです」

「へっ？」

　思わぬ断言にオレはどういうことかと困惑する。

　だが、それに構うことなく白雪さんは続ける。

「あなたの作品は商業化するべきじゃありません。それを阻そ止しするためならなんでもします。現に今回の作品は大賞を取ることを意識して作った作品。趣味で作った幻想妖精とは違う……。あなたに大賞は取らせない」

　それはいつも弱気でおどおどとして、けれど心優しく、親したしげに話をしてくれた白雪さんとは別人のようであった。

　なぜ、そこまでオレに敵視を？　いや、オレに大賞を取らせまいとするんだ？　オレは彼女に何かをしてしまったのか？

　様々な疑問が頭の中をよぎるが白雪さんがそれに答えることはなかった。

　宣戦布告すると、彼女はそのまま後ろを振り向き、教室へと戻ろうとする。

「待てよ」

　が、響さんはそれを引き止めた。

「お前、大賞は自分が取ると思っているのか？」

「はい。正直こんな風に自信満々に言うべきじゃないかもしれませんが、あの中で最も商業化に適した作品は私の新作です。それはあなた達もわかっているはずです」

　確かに、あの『幻想妖精』の作者の新作なら、それだけで話題性は十分。

　その理由一つだけでも商業化の誘いが来てもおかしくはない。

「そうかよ。けど、一つ忘れていないか？　今回のコンテストの趣しゆ旨しを」

　しかし、響さんはそれを否定する。

　その否定にさしもの白雪さんも怪け訝げんな表情をする。

「今回のコンテストは自作ゲームの公開だけじゃなく、実況も兼かねてるんだぞ。ここから先の実況主による動画で何が話題になるかは変わってくるだろう」

「……そんなことですか」

　響さんが告げたその内容に対し、しかし白雪さんは鼻で笑う。

「ならますます結果は同じですよ。今回の実況主は運営が用意した一流どころなのでしょう？　そんなの誰が実況したところでなにも変わりません」

「そんなことはねぇよ。少なくともオレの実況は違う。このオレの──いや、ステラの実況で必ず祐介の作品を大賞に輝かせる」

　胸を張り、響さんは断言する。

　だが「ステラ」の名を聞いた瞬間、白雪さんの表情が僅わずかに険けわしくなったのをオレは見た。

「ステラ……？　もしかして、あなたがあのステラさんなのですか？」

「ああ、そうだ。なんだお前、実況主に興味ないって言ってたのにオレの名前は知ってたのか？」

「ええ……」

　そう呟いた白雪さんの表情は複雑な感情が入り乱れるものであったが、少なくともそこにいい感情は含まれていなかった。その証拠に彼女は告げる。

「ステラさん。私はあなたが嫌いです」

「……そうかよ」

　唐とう突とつに告げられたその告白に、しかし響さんは正面からそれを受け止める。

「私は実況なんてものなくなればいいと思っています。あんなもののせいでフリーゲーム本来の良さが伝わらない。世の中にはもっといい作品がたくさん埋うもれているのに、あなた達のような有名実況主が一部のゲームばかりを実況してそれのみがクローズアップされていく。そんな不公平の代表のような実況主に大賞を選別されたくありません」

　白雪さんのその発言は確かにフリーゲームを作っている人なら一瞬誰もが考えることだ。

　多くの商業化された作品の背景には、そうした有名実況主による動画が少なからず影響を与えている。

　有名実況主に作品を選ばれ、実況してもらうこと。それはある種のブランドなのだ。しかし、その理り屈くつで言うと──

「ちょっと待ってくれ、白雪さん！　それを言うなら、あなたの『幻想妖精』だってそうじゃないか！」

　そうだ。白雪さん、いやソピアさんの処女作『幻想妖精』は確かに人気だったが、それが爆発的ヒットになったきっかけはここにいるステラさんによる実況。

　彼女の実況により火がつき、ネットやＳＮＳでその名が広がった。

　その後追いのように多くの有名実況主が実況をしたが、間違いなく『幻想妖精』を人気にした第一人者はここにいるステラさんなのだ。

「そうですよ。彼女のおかげ……いえ、所せ為いで幻想妖精は人気になった……」

　所為？　それは一体どういう？

　問い詰めたかったオレであったがチャイムが鳴り、次々と生徒達が教室に戻っていくと、オレ達も仕方なくそれに続いていく。

　結局その日、白雪さんがオレ達に話しかけることはなかった。

　だが、少なくとも白雪さん──ソピアさんの目的はハッキリとした。

　彼女が新作『機械仕掛けの島』を公開したのは、オレに大賞を取らせないため。その妨害のための制作と公開。

　なにも知らないプレイヤーが聞けば耳を疑う理由だ。

　オレ自身、なぜ彼女からそんな仕打ちを受けなければならないのか分からない。

　ただ、彼女と彼女の作品『機械仕掛けの島』はオレにとって文字通り行く手を阻はばむ壁として現れた。

　彼女の言うとおり、残る実況主によるゲーム実況で結果が変わるとはとても思えない。

　しかも、『機械仕掛けの島』とオレの作品の公開が重なったのも運が悪かった。

　皆、『幻想妖精』作者の新作ということで、オレの作品には目もくれず、ほとんどが『機械仕掛けの島』をプレイしている。ネットでもその評判ばかりだ。

『星を拾うひと』は響さんや皆のおかげでたまたま人気が取れただけの作品。オレ自身の実力とは言えない。

　そうだ。あの時も、中学の時、自信作だと思った小説を友人に見せて一笑にされたように、オレなんかが『幻想妖精』の作者に勝てるわけが──

「大丈夫だ。祐介」

　暗い考えに飲まれ、顔を伏ふせようとした時、隣にいた響さんが告げた。

「オレが必ずお前の作品に大賞を取らせる。自信を持て、お前の作品は面白い。オレの実況でそれを証明する」

　それはあまりに自信に満ちた発言だった。

　オレですら大賞を取れる自信がないというのに響さんはそれをまるで疑っていない。

　彼女はまだ実況してもいないのにオレの作品の方が、白雪さんの作品よりも上であると確信していた。

「け、けど、白雪さんの言うとおり、もうここまで来て実況なんかで優ゆう劣れつが変わるとはとても……。それにまだオレの作品が最終選考に残るとは限らな……」

「残るさ、絶対に」

　再び響さんは真まっ向こうから告げる。

　そのあまりの自信にオレは言葉を失い、ただ彼女を見つめるしか出来なかった。

「それにな、お前もあいつもたかが実況って勘違いしてるみたいだけど、そうじゃねぇだろう」

「え？」

　見ると、響さんはこれまで以上の自信に満ちた──いや、誇ほこりを抱いた表情で告げる。

「実況ってのは本来〝そのゲームの良さ〟を伝えるために生まれた文化、エンタメだとオレは思っている。確かに現状『幻想妖精』の作者の新作ってことでお前の新作は埋もれている。けれど、だからこそ、それはチャンスでもあるんだ。お前の作品を知らない連中にお前の作品の面白さを伝える。それがオレ達、実況主の役割なんだ。『幻想妖精』は多くの人に知られている。これ以上広がらないほどに。だがな、逆に言えばお前にはまだその可能性が十分にあるってことだ。オレの実況でお前を知らない多くの奴らにお前の作品を伝える。そして、そいつらの心を惹きつけて、必ずオレがお前の夢を叶かなえさせてやるよ。祐介」

「響さん……」

　そう告げる彼女の姿にオレは見み惚とれる。

　そうか。彼女が信じているのはオレの作品だけじゃない。『実況』という作品の良さを伝えるエンタメを信じているのだ。

　オレの作品を誰よりも多くの人に伝え、その魅力を与えることが自分なら出来ると。

　オレはそんな実況主として、一流の決意を持っている新しん城じよう響、いや、ステラさんに改めて敬意を表し、そして、彼女に全てを任まかせる事を誓ちかう。

　もうすでにオレに出来ることは終わった。

　ならばこそ、あとは響さんに、そして、オレの作品を見てくれるだろう多くの視聴者、プレイヤーの皆を信じるしかない。





　　　　◇　　◇　　◇






「今日が最終選考発表の日か……」

「緊張すんなって、お前の作品の出来はよかった。あれなら最終選考には残ってるさ」

「だといいんだけど……」

　あれから二週間。

　いよいよ本日の夕方、ＲＰＧアツマールにて『特別えんため大賞』の最終選考十作品が選ばれる。

　ここで最終選考に選ばれた作品にはそれぞれ運営側が用意した実況主達が一人一作品を選び、それを実況、動画にしてニコニコ動画に上げるという流れになる。

　その後、それらの動画を見た視聴者、あるいはゲームを直接プレイしたプレイヤー達が、十作品のいずれかに一票を投じ、その投票をもって大賞を決めるというものだ。

「けど、よく考えれば今回のコンテストは『幻想妖精』の作者以外にも『キミガシネ』のナンキダイ先生とか実力者揃ぞろいなんだよ。オレなんかの作品が残れるはずが……」

「だー！　もうー！　今更んなこと言ってんじゃねぇー！　いいからさっさと発表を覗けー！」

　グダグダと呟くオレの背中を押す響さんに促うながされ、『特別えんため大賞』の最終選考に目を通す。

　そこには当然『機械仕掛けの島』の名前があり、他にはナンキダイ先生、ほりん先生、ゆきはな先生と見知った作者の作品も残っている。

　そうして画面をスクロールし、最後の作品に目を通すと、そこには──

「……あった」

『未来教室』。

　そこにあったのはオレの新作のタイトルであった。

　思わず椅い子すから立ち上がるオレに対し、隣にいた響さんはさも当然のように頷く。

「言っただろうが、お前の作品は面白い。絶対に最後まで残るってオレは信じてたぜ」

　そう告げる響さんに対し、オレは思わず涙ぐんでしまう。

　少し前まで底辺のツクーラーだったオレからしてみれば信じられない快かい挙きよだ。今までこうしたコンテストには何度か参加したことがあるが全て選外。そのため、最終選考に残ったというだけでも嬉しかった。

「よし、それじゃあ、あとはオレの仕事だな」

　しかし、響さんはここからが本番だと最終選考に残ったオレの作品を見て告げる。

「祐介。必ずオレの実況でお前の作品を大賞に輝かせてやる」

「響さん……」

　彼女のその宣言はオレにとってなによりも嬉しく、同時に頼もしかった。

「けど、オレの作品を響さんが担当するってまだ決まったわけじゃないんでしょう？」

「その件なら安心しろ。今回の実況を請うけ負おう際にオレがプレイしたい作品を指定するってことで向こうは同意した。だから、お前の作品は絶対にオレが実況することになってる」

　そうだったのか。

　というか、それはつまりオレの作品が最後まで残ってくれると響さんは信じていたことになる。

　二週間前のあの時といい、ここまでオレを信用してくれた響さんをオレが信用しないわけにはいかない。

「それじゃあ、実況のためにもオレはさっさと家に戻るかな」

　そう言って響さんは床に置いていたカバンを手に取りオレに告げる。

「祐介。お前の夢、必ずオレが叶えてやるからな」

　そう断言する彼女のセリフを疑う理由はオレには何一つなかった。

「うん。オレも響さんの実況楽しみにしているよ」

　偽いつわりない本心を告げるオレに対し、響さんもまた明るい笑みをもって応えるのだった。




『はーい、こんにちわー。ステラですわー。今日は皆さんもご存知かと思いますけれど、例の「特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部」から最終選考に残った一作品を私がプレイすることになりましたー！　それで私が実況するゲームはこちら！　「未来教室」になりまーす！　パチパチー！』

　翌日。ニコニコ動画、ステラさんのチャンネルなどにてオレのゲーム『未来教室』の実況動画が上げられた。

　コメントには「待ってましたー！」とステラさんの実況を楽しみにしていた視聴者をはじめとし「新作？」「知らないゲームだ」「これって『星を拾うひと』の作者の新作？」とオレのゲームに興味を持つ人のコメントも少なからずあった。

『ご存知の方もいるかもしれないですけれど、これってあの私とのコラボゲーム「星を拾うひと」の作者さんの新作なんですよ。いやー、今回はどんなゲームなのか、楽しみですねー！　それじゃあ、早速ばっこりプレイしていきまーす！』

　そう言って、どこかで聞いた挨拶と共にゲームの実況が開始される。

『未来教室』。これは前にオレがプロットを書いた小説を元に作り直した新作ゲーム。

　内容はある日、クラスの三十人に超能力、ヒーローのような能力が授さずかるという話。いわゆるヒーロー物だ。

　元はそのヒーロー達が最後の一人となるまで戦いあうバトルロイヤル物であったが、それを多少変更した。

　いわゆる戦うヒーロー物から、ミステリー物に。

　ある日、超常の能力を授かったクラスメイト達。彼らは自分達に授かった能力に気がつくが、その翌日、クラスメイトの一人が謎の変死を遂とげる。

　その翌日には二人目の死者。三日目には三人目と、一日経たつごとに能力を持ったクラスメイト達が一人一人死んでいく展開となる。

　超能力を持った自分達が狙われている？　それに気づいたのは『予知能力』を持つ主人公である。

　主人公は『一分先の未来』『一時間先の未来』『翌日の未来』と三つの未来を見ることができる。これは一日三回のみ使用可能。

『翌日の未来』を見ることで主人公は次にクラスメイトの誰が死ぬのかを知ることができ、その未来を変えるため能力を持つクラスメイト達と共に自分達を狙う謎の犯人と戦うミステリーゲームである。

　これは今流行りのデス・ゲーム系の流れも少し汲くんでおり、主人公の行動によっては翌日死ぬクラスメイトが変わり、それはエンディングにも大きく影響する。

『おおー、一日に三つの未来を見られるわけかー。うーん、これは使いどころ難しいなー。とりあえずここは「翌日の未来」で誰が死ぬのかを確認してから行動したほうが良さそうねー。……って、ヒロインが死んでるー!?　これまずいじゃないー!?』

　と、そうこうしている内にステラさんの実況が始まり、早速序盤の見所に入った。

　ここはまだチュートリアルに過すぎないが、ここでの主人公の行動によって未来が大きく変化する。

　そして実は主人公の能力とは未来を見るだけではない。今所持しているアイテムを主人公が望む未来に移動させることが出来るのだ。

　たとえば、翌日密室となる現場に武器を移動させることが出来る。

　これによって翌日、その密室に閉じ込められた人物が現れた武器を使い、脱出が可能となる。

　このヒントとなったのは動画の予約投稿。

　未来を見るだけでなく、物も未来に移動させれば面白いゲームシステムになるのではないか？　という発想だ。

　そして、どうやらそれは成功だったらしく、ステラさんは見るべき未来を選択しながら、死ぬ運命のクラスメイトをどう救うべきか未来に送るべきアイテムを選択している。

『うーん、ここでこのアイテムを未来に渡したらどうだろう。未来変わったのかな？　どれどれ？　……えー！　噓！　なんでそんな展開にー!?　じゃあ、犯人って一体ー!?』

　そうしてステラさんによる『未来教室』の実況は気づくと三十分を過ぎ、第一回目の終了時間となる。

『ってあれ、もう三十分経たってたね。なんだかあっという間でしたね。それでは、今回はこのくらいにして続きはまた次回！　いやー、続き気になりますねー！　皆さんもぜひお楽しみに。それではステラでしたわー』

　そう言っていつもの挨拶と共に動画が終了する。

　動画が終わった後、数秒ほど余よ韻いんを楽しむように画面を見続けたオレはやがてため息と共に一言を漏もらす。

「……面白かった」

　それは別段いつもと何かが変わっているような実況ではなかった。

　ステラ──響さんは自分の実況で必ずオレに大賞を取らせると、これまでにない熱意を見せていた。

　だから、響さんがどんな実況をするのか楽しみと共に不安もあった。

　しかし、そんなオレの不安を吹き飛ばすようにステラさんの実況はいつもと変わらない面白さであった。

　劇的な変化があるわけでもない。無理に力を入れすぎて空回りもしていない。安定したいつもの面白さ。ステラさんらしさが詰まった実況。

　彼女はわかっているのだ。無理に何かを気き張ばる必要はない。いつもの自分の実況でオレのゲームを実況する。

　それだけで、オレのゲームの面白さは伝わると彼女は確信していた。

　そして、それを証明するように動画のコメント欄らんはいつもと同じ、いやそれ以上の賑にぎわいがあった。

『面白かった。早く続きが見たい』

『さすが星を拾うひとの作者の新作。こりゃ当たりじゃね？』

『ノーマークだったけど、ステラさんの実況で興味出た。あとでオレもプレイしてみる』

　それは動画が投稿されるまでオレのゲームを知らなかった人が一いつ斉せいに興味を抱いたコメントであった。

　響さんの言ったとおり、彼女の実況を通して伝わったのだ。

　無む論ろん、あくまでもこれらは一部の人達の反応。中には『まだよく分からない』といったコメントから批判的なものもあるが、それを含めてオレのゲームが多くの人に認識されたのだと実感した。

　そして、それ以上にこの動画を見た視聴者の多くがステラさんによる実況動画の続きを楽しみにしていた。

　それはゲームを作ったオレも同じであり、作者のオレですらステラさんの次の動画を早く見たくてたまらなかった。

「……次は明日の六時か」

　それはまるで週刊誌の連載を待つ少年のように、オレはその日、興奮冷めぬままステラさんの動画を繰り返し視聴しながら過ごすのだった。




「よお、祐介。昨日のステラさんの実況見たか？」

「ああ、見たよ。昇はどう？」

「勿論見たさ！　つーか、あれ前にステラさんが実況した『星を拾うひと』の作者の新作なんだってな！　いやー、ソピアさんの新作で気付かなかったけど、あれ面白いなー！　オレ、あのあと先の展開が気になって昨日一気にプレイしちゃったよ」

「え、本当!?　どうだった？」

「そりゃもう……って、お前動画見てるんだろう？　ここでオレが言ったらネタバレになるし、気になるならお前も自分でプレイしろよ」

「そ、そうだね。助かったよ、昇」

　ははっと苦笑いを浮かべるオレだが、まさかその作者がオレだとは昇も夢にも思わないだろう。

「……じゃあ、一つ。そのゲーム、昇的には面白かった？」

　その質問はある意味、オレにとって過去のトラウマを彷ほう彿ふつさせるものであった。

　親友に対し、自分が創作した物語の感想を尋ねる。

　それが自分の期待に反した場合、心に残る傷は思いのほか深い。わざわざこんな質問をする必要なんかなかった。それでもオレは今回のこの作品を信じようと思った。

　たとえ、ここで昇が「面白くなかった」と答えても、それもまた一人のプレイヤーの意見であると受け止めようと。だが、

「そんなもの言うまでもないだろう。超面白かったぜ。お前も実況じゃなくプレイした方が絶対いいぜ」

　昇の答えはそんなオレの覚悟を一笑に付すものであった。

「そっか、ありがとう」

「？　なんで、そこでありがとうなんだ？」

「ああ、いや。オススメしてくれて、ありがとうって意味だよ。それじゃあ、オレもやってみるよ」

　誤ご魔ま化かすように笑うオレに対し、昇もまた笑顔で答える。

　少し離れた位置では響さんがこちらをチラリと覗きながらその顔には笑みを浮かべていた。

　また近くにいた委員長も「じ、実は私もそれ昨日見たんだよねー」と会話に参加してきた。

　いつもと変わらない教室。共に談笑する友人達。

　だが、そんなオレの隣ではまるでこちらを無視するように一人読書にふける白雪さんの姿があった。

　彼女とはあれ以来、言葉を交わしていない。

　オレと目線を合わせることもしない。

　なぜ、彼女がこれほどオレに敵意を向けて『特別えんため大賞』の妨害をしてくるのかは分からない。

　ただ、それでもオレは自分自身の夢のため。

　そして、オレを信じ、オレの作品を面白いと言ってくれた人達のためにも最後まで諦めないことを誓う。

　白雪さん。たとえあなたがオレの憧れたフリーゲーム作者ソピアだろうと、もう決して引かない。

　オレもまた自分自身の作品に自信を持って、あなたの新作に挑む。

　静かに本を読む白雪さんに心の中でそう宣戦布告をしたオレは、一瞬彼女の瞳に迷いのようなものを見たような気がした。
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「ううー、緊張するなー」

「ったく、たかだか企業のイベントに出席するだけで何緊張してるんだか。こんなの普通だろう」

「そ、そりゃ響ひびきさんはこういうイベントに結構呼ばれたりするだろうけど、オレは初めてなんだから緊張くらいするよ」

　そう言ってオレと響さんはとあるビルの前で騒さわいでいた。

　そのビルはＫＡＤＯＫＡＷＡが経営するビルの一つであり、今回の『特別えんため大賞』の授賞式を行う場所でもあった。

「それにしても授賞式を生放送でするなんて……さすがはニコニコ動画のコンテストだよね」

「オレとしては誰だれが大賞なのかさっさと公表して欲しいところだぜ。全く」

　そう、今回の『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』におけるコンテスト結果は授賞式にて行われることとなった。それも生放送形式で。

　このため、最終選考に残った十作品の作者全員が今回の授賞式に呼ばれており、それらを担当した実況主の皆さんも来るとのことだ。

　なお、授賞式のため、簡単な料理も用意されているらしい。

　オレと響さんは共に受付の人に招待状を渡すと、名札を渡され、それを胸につけると、そのまま会場へと案内される。

「うわー、意外と広いんだな」

　そこは予想よりも大きい広場のような場所であり、中央には様々な料理がバイキング形式で用意されていた。

　すでに会場では何人かが食事を片手に談笑している姿があった。

「発表はあと三十分後だってさ。三十分経たったら、向こうの参加者用の椅い子すに座って待機だとよ」

　そう言って響さんは会場の奥に用意された椅子を指す。

　そこには白いテーブルの前に二十ほどの椅子が用意されており、後ろの壁には堂々と『特別えんため大賞授賞式』という文字が掲かかげられていた。

　なお、生放送ということで、それらのテーブルの前にはいくつかの動画放送用の機材が並んでおり、準備は万端の様子だ。

「ううー、生放送ってことは顔晒さらされるんだよね……。緊張してきたー」

　というか、今更だけど顔バレするんだよね？　いいのかなと怯おびえるオレに隣にいた響さんがサングラスとマスクを手渡す。

「ほれ、顔出しが気になるなら、それ使ってろ。オレも今回はマスク着用して参加するつもりだから」

　さすがは響さん。こうした場には慣なれているようだ。

　そういえば、ステラは基本顔出しはせず、動画でも声だけ。イベントに参加した際もマスクやサングラスなどで顔を隠していた。

　見ると周りの参加者達の何人かも同じように顔を隠している人達がいた。

「って、あそこにいるのって……ユーチューブやニコニコ動画でよく見る実況主さん達じゃん!?」

　そんな風に会場を見回しているとオレでも知っている有名な実況主さん達が何人も会場に来ているのを確認する。

「そりゃ、ここにはゲーム制作者以外にも、それらを担当した実況主が呼ばれているんだから別段いてもおかしくないだろう。つーか、お前の隣にも有名実況主さんがいるんですけどー？」

「あ、ああ、ごめん。そういえばそうだったね」

　思わぬところで有名実況主達の生姿を見たために興奮したオレであったが、言われてみれば響さんも有名実況主のステラであり、そんな彼女と普通に接している時点ですごいんだった。

　そんなオレの態度が気に食わないのか不機嫌そうに腕を組んでいる響さん。その時、後ろから誰かが声をかける。

「あれー、そこにいるのってひょっとして『未来教室』のユースケさんと、実況主ステラさんですかー!?」

　明るい声に振り返るとそこには身長百四十センチほどの明らかに小学生としか思えない少女が立っていた。

「え、子供……？」

　なんで子供がこんなところにと思っていると少女は顔を赤くし、右手に持っているビール瓶を突き出す。

「こらー！　誰が子供だー！　僕はこう見えて君より年上の二は十た歳ち。ピチピチの大学生だぞー!!」

「へっ!?　大学生!?」

　少女のあまりに信じられない発言にオレだけでなく、響さんですら仰ぎよう天てんしている。

　そりゃそうだ。どう見ても相手は小学生。けれど、その子がビール瓶片手にそれを飲んでいるわけだから、その見た目のギャップが激しすぎる。

「あー！　もーいいよー！　どうせ僕は子供にしか見えないよー！　くー、この体のせいでこの間の合コンも好みの男性に全然相手にされなかったし……レインのやり取り何回かしたあと『いいゲーム友達でいいよね』とか言われた時の悔くやしさ……うわーん！　バカ野郎ー！」

　と、何やら酒で赤くなった顔でオレの体をぽかぽかと殴なぐりに来る。

　ええと、あの、事情はよくわかりませんが、ご愁しゆう傷しよう様さまです……。

　そんな風に一通り興奮した後、落ち着いたのか少女は改めてオレと響さんの方に向き直る。

「というわけで改あらためまして、僕はフリーゲーム作者のほりん。今回は『お天気魔女の事件簿』ってゲームでコンテストに参加してる者だよー。よろしくーよろしくーよろしくねー」

　ほりん。その名前には聞き覚えがあった。

　確か前にレトルトさんが実況したゲーム『SheSeeCrisis!』の作者だ。内容はとある女の子の剣士がおもらしを我が慢まんしながら薬草を採りに行くという……とこれ以上はいけない。

　で、彼女も今回のコンテストの最終選考に残っていた。

　ゲームは『お天気魔女の事件簿』。内容はお天気を操作できる魔女が様々な村や町を訪れ、その場所の天候を操作することで村や町に訪れる未来を変化させるというもの。

　シンプルながら、どの町でどんな天候にするかによってその場所だけではなく、他の場所への影響も出てくるため、かなり遊びごたえがあった。さすがに最終選考に残るだけはあると感じた。

「いやー、それにしてもあの『未来教室』よく出来てたねー。僕もそっちのステラさんの実況見てプレイしたんだけど、トゥルーの結末には驚いたよー！」

「いえ、そんな風に言われるとオレも嬉うれしいですよ」

「今回、君の作品だけじゃなく、あの幻げん想そう妖よう精せいの作者の新作とかクオリティ高い作品が多いもんねー。いやー、僕じゃ大賞は無理だろうけど、せめて特別賞くらいは行きたいよー。まあ、なんにしてもお互い発表を楽しみにしようねー」

　そう言ってほりんさんはオレの肩を叩くとビールを飲みながらバイキングの方へと向かう。

　それにしても随ずい分ぶんキャラの濃い人だったなー。他の人はどうなんだろうと思っていると、

「失礼。もしかして、あなたは『未来教室』の作者のユースケさんですか？」

「あっ、はい。そうです」

「ああ、やはりそうでしたか。名札がそうだったので確認したのですが、いや良かったです」

　振り返るとそこに立っていたのは爽さわやかな笑みを浮かべた青年。穏やかで理知的な雰囲気を感じさせた。

　一体誰だろうかと名札を確認すると、そこには驚くべき名前が書かれていた。

「な、ナンキダイ先生!?」

　それは漫画化もされた有名フリーゲーム『キミガシネ』の作者ナンキダイ先生本人であった。

　オレが名前を呼ぶと先生は気き恥はずかしそうに頭をかく。

「いやー、僕は先生なんて大したものじゃないですよ。それに先生って言うならあなたもそうじゃないですか。『未来教室』僕もプレイさせて頂きましたよ。とても面白く勉強になりました。なるほど、こんなギミックもあるのかと感心しましたよ。見たところまだ高校生みたいですが、よくあんな作品を作られましたね」

「い、いえ！　お、オレの方こそ、先生の作品『キミガシネ』のファンです！　それに今回の『タブー×監獄』もすごく面白かったです！　オレの方こそ、よくあんなギミックを思いつくなって感心しました！」

「ははっ、そう言われると僕も嬉しいですよ」

　笑顔でオレの差し出した手を握にぎり返かえすナンキダイ先生。

　彼が今回のコンテストで出した作品は『タブー×監獄』。それは七人の受刑者がとある監獄に閉じ込められたことで起きるゲーム。

　監獄には『タブー』と呼ばれるものがあり、それを犯した者は翌日処刑されるという。

　それを七日間繰り返し、受刑者の数が三人以下となればその者達は助かる。逆に四人以上だった場合、受刑者は全員殺されるという。

　タブーは一日につき『三つ』。どのようなタブーかはその日によって異ことなる。たとえば、『フォークを使うな』といった単純なものから『他の受刑者を殴らない』といったものまで様々。

　その日、受刑者に知らされるタブーは一人につき『一つ』。このため、残る二つのタブーが分からないため、他の受刑者と協力したり、あるいは人数を減らすため、噓うそのタブーを教えたり、相手にタブーを犯させるような言動を誘発させるなど、様々な頭脳戦が繰り広げられるゲーム。

　さすがは『キミガシネ』の作者であり、プレイヤーの多くは『機械仕掛けの島』よりもこちらの方が面白かったと推おす声もあるほどだ。

「でも、あの作品実は二週間で仕上げた作品だから色々と粗あらが多いんですよ」

「え!?　あれが二週間で!?」

「はい。ですので、今回の作品は別段、大賞を狙った作品ではありません。とりあえず参加してみようというだけのものでしたので」

　朗ほがらかに笑うナンキダイ先生。

　あれほどの作品が片手間で作ったものだったとは……。ということはもしナンキダイ先生が今回の作品を本気で作っていたら、彼が大賞を取っていたのではないのか？

　そう確信できるほど、あれはとても片手間の作品とは思えない出来であった。

「それに今回の大賞候補者は僕なんかよりも、よっぽど相応ふさわしい方がいますから」

　そう呟つぶやくナンキダイ先生の視線の先にいたのは一人の少女。

　真まっ白しろな雪のような髪を揺らし、その胸には『ソピア』と書かれた名札を提げた少女。

　言うまでもない。今回の『特別えんため大賞』の本命。

『幻想妖精』、そして『機械仕掛けの島』の作者ソピアである。

　彼女が会場に入ると雰囲気が一瞬、緊張に覆われたのを感じた。

　しかし当の本人はそれに気付いた様子もなく、誰とも話すことなく会場の隅すみへと移動する。

　話しかけようかと悩んだ瞬間、オレの背後より聞き慣れたセリフが飛んでくる。

「この世にあってはならない罪……それは俺の存在」

「あー、はいはい。お前も無事、最終選考に残ってたな。おめでとさん、咲さき」

　振り向くとそこにはいつものゴスロリ服に身を包む黒くろ木き咲の姿があった。

　ただし、その顔は何やら不満そうにブスッとした様子だった。

「おい、ユースケ。なんだその反応は！　今日は私とお前、どちらが大賞を取るかの一騎打ちの勝負だぞ！　もう少しそれらしい反応をして私を迎えないか！」

「いや、一騎打ちって……他の参加者もいるんだから」

　こいつのこの謎なぞの自信はどこから出てくるのか。ある意味、羨うらやましく思えるが、しかし今回のこいつの作品も確かに面白かった。

　以前から、こうしたコンテストに向けて作っていただけはあってクオリティも『十三人のノワール』を遙はるかに上回っていた。

　と、そうこうしていると会場にスーツを着た司会者と思おぼしき人物が現れ、この場に集まったオレ達へと声をかける。

「皆様。本日はお集まり頂き、ありがとうございます。もうまもなく『特別えんため大賞』の大賞発表、それに伴ともなう授賞式を始めたいと思います。よろしければ、こちらにご用意いたしました席にお座りくださいませ」

　司会者のその発言にそれまで料理を食べていた人や談笑していた人達が手を止めると、そのまま白いテーブルの前に用意された椅子へと座り始める。

　それを見て、オレと響さん、咲や白雪さんも全員が椅子へと座り、席が埋まったのを確認すると司会者が再び口を開く。

「それでは早速、『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』の大賞授賞式を始めます！」

　と、司会者さんがそう宣言すると同時にテーブルの前に置いてあったカメラが次々と起動していく。

　見ると、こちらを映している画面ではニコ動お得意のコメントが次々と流れている。

　う、うわー！　滅茶苦茶緊張するなー！

　チラリと後ろにいる響さんを見るが、さすがにこうした場に慣れているのか、いつもと変わらない余裕の表情。

　ちなみにオレの隣にいる咲は明らかに緊張した様子で体を固まらせていた。普段は厨ちゆう二にキャラを演じてるが、案外こいつ小心者なんじゃ？

「さて、ではまずは今回の最終選考の作品を実況していただいた実況主の皆様の紹介をさせていただきます！」

　そうして次々と紹介されていく有名実況主達。

　さすがにこうした場には慣れた様子で明るい笑顔で手を振り、時折マイクを受け取っては一言挨あい拶さつをしている。

「では、お次は今回の最終選考に残った作品とその作者の紹介に移ります。まずは『タブー×監獄』のナンキダイ先生」

　司会者さんの紹介に朗らかな笑みを浮かべて頭を下げるナンキダイ先生。

　その後、作品の解説と共に魅み力りよくを語った後、次のゲームの紹介に移り、それが何度か繰り返された後、ようやくオレの番となる。

「さて、ではお次はそちらのユースケ先生。作品は『未来教室』。すでにステラさんの実況で知っている方も多いとは思いますが、未来を見る能力を持つ主人公がその力で同じような能力を持ったクラスメイトを殺人犯から救うというヒーロー物サスペンスになります。ストーリーもさることながら、ゲーム中に三つの未来を選択し、更に今あるアイテムを選択し未来へと送るというシンプルながらも高い戦略を持つシステムが非常に魅力的です。今回の作品の中でも特にアイディアと世界観が面白いゲームと言えます」

　司会者さんのその説明にオレは思わず恐縮する。

　彼からしてみれば作品の紹介のため、その良さを語るのは当たり前なのだが、やはりこうして面と向かって褒められるのはなかなか慣れないものだ。

「そして、今回の目玉。『機械仕掛けの島』！　皆さんご存知、あの『幻想妖精』の作者です！」

　司会者さんがそう紹介すると同時に白雪さんの顔がクローズアップされる。

　その瞬間、画面のコメント欄らんは一いつ斉せいに大騒ぎ。

「『幻想妖精』の作者キター！」「本物!?　本物!?」「めちゃ綺き麗れい！」「やべぇ、作者マジで実在したんだ……」など、それまでのオレや他の作者達とは異なる大反響である。

「『機械仕掛けの島』。気が付くと謎の島にいた主人公。その島にある町や自然を巡る主人公ですが、やがてその島の異変に気づきます。そう、島は全て機械仕掛けで出来た偽いつわりの島。町の住人も森に住む動物ですら全てが機械の作り物。なぜ、自分がこのような機械仕掛けの島にいるのか、その謎を探るべく島の真実を探す主人公ですが……。その結末はぜひゲームをプレイするか、実況をご覧下さい！」

　司会者さんの説明に再びざわめくコメント達。

　その多くが「気になるー！」など「すげえ良かったよ！」「実況も最高だったー！」と大絶賛の嵐。

　すでにこの放送を見ている視聴者には大賞が誰のものか決まったような雰囲気であった。

「さて、すでにご承知かもしれませんが、今回の『特別えんため大賞』は最終選考に残った十作品それぞれ、皆様からの投票で大賞を決めるルールとなっております。これはゲームを直接プレイされた方、あるいは実況主の動画を見て面白かったと思った作品への一票となります」

　司会者さんの説明にコメント達も「勿もち論ろんわかってるよー！」「機械仕掛けの島に入れたー！」「オレは『タブー×監獄』！」と盛り上がりを見せていた。

「現在こちらでは投票の集計を済すませており、あとは大賞の発表とそれに続く賞の発表となります」

　司会者さんのセリフに更に盛り上がるコメント達。

　同時に席に座るフリーゲーム制作者達にも緊張が走る。ただし一人を除のぞいて。

　白雪祈里いのり。彼女は自らの大賞を疑っていない。事実、コメントの多くが彼女の作品に投票したと流れており、大賞を決めるルールが視聴者による投票である以上、やはり『幻想妖精』の作者である彼女が最有力候補なのは疑いようのない事実。だが、それでもオレは自分の作品を信じ、最後まで希望を信じたい。そう願い拳こぶしを強く握る。

「では早速、発表といきたいところですが、その前に一つ。こちらにお集まりいただいた今回の作品の作者様方に最後の質問をしたいと思います」

　誰もが大賞の発表を期待したその瞬間、司会者さんからの意外な一言が放たれる。

　質問？　この期ごに及およんで一体なんだろうかと皆が怪け訝げんな顔をした瞬間、司会者さんは意外な質問をする。

「これから皆様の中でどの作品が一番面白かったか一票を投じていただきます。無論、これは自分以外の作品となります。皆様方の中で一番面白かったと思える作品に一票を投じてください。これは最終的投票結果には影響ありません。あくまでも皆様の自由な意見をお聞きする場ですので」

　自分以外の面白かった作品に一票？

　思わぬ提案に互いに顔を見合わせる制作者達。

　だが、確かにこのまま発表というのも味気ない。すでに大賞が決まっている以上、ここでオレ達の一票や二票で順位が変わらないというのなら、それぞれ気に入った作品を挙あげるというのは余興としては面白いかもしれない。

　そう納得したのか、早速司会者さんに名指しをされた制作者の一人が作品名を挙げる。

「それじゃあ、僕は──『機械仕掛けの島』で」

「おっと、早速ソピア先生の『機械仕掛けの島』ですね。やはりクオリティの高さが投票の理由でしょうか？」

「はい。さすがにあの『幻想妖精』の作者だけあってクオリティも高く、すでに商業レベルでしたよ。僕のゲームなんかじゃ、とてもあんなには……」

　そう言って苦笑いを浮かべる彼を見てオレも同様の気持ちであった。

　確かにこの中で自分以外の作品を一つ挙げるとするなら、それは『機械仕掛けの島』一択であろう。

　同じフリーゲームを作っている制作者だからこそ分かる、あのクオリティの高さ。

　自作素材だけではなく、ストーリー、システム、その他全てが頭一つ抜けている。

　明らかに商業化前提で作られたゲームであり、あれをそのまま商品として出しても人気が取れるだろう出来。

　答えるまでもなく、ここでの投票も白雪さんが作った『機械仕掛けの島』で決まりだ。

　それを証明するように次々と席に座っていた制作者達が『機械仕掛けの島』と答えていく。

「それでは次はナンキダイ先生。どうですか？」

「そうですね……」

　やがて順番が回り、今度はナンキダイ先生が答える番となった。

　言うまでもなくあの人も『機械仕掛けの島』一択であろうとオレが顔を伏せた瞬間であった。

「この中でしたら僕は──『未来教室』を推します」

「！」

　一瞬、聞き間違いかと思った。

　あのナンキダイ先生が機械仕掛けの島ではなく、オレの作品の名を挙げた。

　思わず顔を上げ、彼の方を見ると他の人達も驚いたような顔をしていた。

「おっと、それは意外な一票ですね。なぜ機械仕掛けの島ではないのですか？」

「そうですね……」

　司会者さんからの質問にナンキダイ先生は僅わずかに考える仕草をした後、答える。

「あの作品が一番フリゲらしさを感じた、からですかね」

「フリゲらしさ？」

　思わぬナンキダイ先生の答えに司会者さんも首をかしげる。

　それを見てナンキダイ先生は僅かに苦笑をしながら、言葉を付け足していく。

「なんと言いますか、僕の作品もそうなんですけど、フリーゲームって尖とがっている作品が多いんですよ。商業では出せないだろう作品や表現。けど、それってフリーゲームならではの良さだと思うんですよ。誰に遠慮することもない自分の作りたいものを、表現したいものを片かたっ端ぱしから全部詰め込んだ作品。それが一番の魅力だと思うんです。たとえば今回の彼の作った『未来教室』。確かに全体的な完成度で言えば前の『星ほしを拾ひろうひと』が上だったかもしれません」

　ナンキダイ先生のその言葉にオレも同意する。

　確かに作品内で使用した素材、多くの協力者のおかげで『星を拾うひと』のクオリティはオレの作品の中で一番だ。単純な完成度では『未来教室』はそれに届いていない。

「ユースケ君。今回のゲーム内に使用されている素材って全部ユースケ君が作ったものですよね？」

「は、はい。そうです」

　オレがそう答えるとナンキダイ先生は嬉しそうに微笑ほほえむ。

「彼のあの自作素材を含めて今回の作品は彼の情熱、作品に対する想いが一番伝わりました。なんて言うか……そう、彼が一番作りたいものを作り上げた。そんな熱意がプレイしているこちらにも伝わったのです」

　ナンキダイ先生のその発言にこの会場にいた一部の人達は顔を見合わせる。

　だが、それ以外の人達は先生の言ったセリフをなんとなく理解し頷く姿が見える。

　そして、オレはナンキダイ先生のそのセリフに、オレが伝えたかったことが伝わっていたのだと無性に嬉しく、目頭が熱くなっていた。

「『機械仕掛けの島』も確かに作品としては素晴らしい出来です。おそらくこの中で一番商業化に適てきした作品と言えるでしょう」

　ですが、とナンキダイ先生は付け加える。

「ソピア先生。失礼ながら、あの作品はあなたが本当に作りたい作品だったのですか？」

「…………」

　ナンキダイ先生からのその質問にソピア、白雪さんは答えない。

　ただ顔を逸そらし、唇くちびるをキツく結んでいる。

「僕は以前、あなたが制作した『幻想妖精』をプレイしました。お恥ずかしながら、僕もあなたのあの作品に感化された一人です。あの作品にはなんというか商業作品にはない、あなた自身の世界観、あなたが描えがきたかったものが全て詰め込まれていました。それは時として不ふ鮮せん明めいで不ふ明めい瞭りような部分もありましたが、それがかえって魅力的だった。だからこそ、あなたの作品に惹ひかれました。ですが、今回の作品は一から十まで全て理論的に説明がつく作品として仕上がっています。矛む盾じゆんはない。作品としてはむしろ完璧と言える完成度です。ですが、そこには妄想の余よ地ちがない。あなたという人が作りたかったテーマや情熱が感じられなかった」

　ナンキダイ先生のその発言に一瞬、白雪さんがハッとした表情をしたのをオレは見逃さなかった。

　そして、その発言はまさにオレが白雪さんの作品をプレイして感じたことそのものであった。

　確かに今回の白雪さんが作った『機械仕掛けの島』は完璧な作品だ。

　クオリティも高く、システムもしっかりとして、初心者でも遊びやすく、なおかつストーリーなどに一切の矛盾はない。

　だが、そこに『幻想妖精』のような彼女にしか描けなかった独創性、尖った部分がないように感じた。

　言うなれば、匿とく名めいのプロがコンテストの優勝のために作り上げたお手本のような作品。

「もちろん、それが悪いとは言いません。事実、あなたの作品は本当によく出来ています。面白いかそうでないかで言えば、断然面白いです。ですが、僕自身の好み、今大会において一番心を惹かれた作品を問われれば、彼の、ユースケ君の作品を推します」

　ナンキダイ先生のその断言に一瞬、周囲は沈黙する。

　だが、すぐさまその沈黙を破るように彼に同意する者が現れる。

「くっくっくっ、その通りだな。私もこの中で私以外の作品を推すのならユースケ、貴様の作品に一票くれてやろう！」

　それは他の参加者よりも派手なゴスロリ服に身を包んだ少女、黒木咲。

　彼女は微笑み、オレを指さしながら告げる。

「フリーゲームとは己おのれの作りたいものをそのままぶつけて作品とするもの！　だが、商業作品はそうはいかない。担当やそれをプレイするプレイヤーなど多くの人の意見、要望、それらを取り込んだ上で販売しなければならない。そもそも商業作品とは売ることが前提なのだからな。自身の我がばかりを通して自由な作品を世に出せるはずもない！　だが、だからこそフリーゲームはそうしたしがらみのない自由な、自分だけの作品を作るべきだ！　ユースケよ、お前のあの『未来教室』。確かに粗はあったし、不明瞭な部分も多くあった！　というか、初っ端クラスメイト全員が能力を手に入れているとかそこらへんのくだり省はぶきすぎ！　しかし、それがいい！　お前はここをプレイヤーに見て欲しいんだと作りたい部分を作ってみせていた！　私には分かるぞ！　すなわち厨二！　とにかく厨二展開を作りたかったというお前の熱いハートがな！」

　咲にしては珍しく正論を言っている。最後の方はなんか微妙に合ってるようで、ちょっと違うような気もするが。

「あははー。実は僕もこの中だったらユースケ君の作品に一票入れるつもりだったんだなー。理由はまあ、そっちのナンキダイさんとゴスロリっ子ちゃんと大体同じような意見だけど」

　見るとほりんさんまで、そう言って手を挙げていた。

　今のところ、オレの作品に票を入れてくれたのは三人。それ以外は全員、白雪さんの『機械仕掛けの島』に入れている。

　仮にここでの票が実際の投票に入ったとしても何の意味も成なさないだろう。

　だがそれでも、彼女達がオレの作品を選んでくれたことが、どうしようもなく嬉しかった。

「なるほど、よく分かりました」

　彼女達の話を聞き、司会者さんが静かに頷く。

　そして、彼は残った二人の制作者、オレと白雪さんの顔を見つめ、先に白雪さんへと尋ねる。

「では、ソピア先生。あなたが思う自分以外の作品で一番面白かったと思うものはなんですか？」

　司会者さんのその問いに全員が白雪さんの方を見つめる。

　彼女が自分以外のどの作品に惹かれたのか、あるいはそんなものはないのか。あったとしたらどんな理由なのか？

　それらを知りたく、彼女の一言を待つべく沈黙が訪れる。

　やがて、わずかな静せい寂じやくの後、彼女の唇が開く。

「……私は──」




　物語を考えるのが好きだった。

　小さい頃から色んなことを空想し、それを形にしたいと思っていた。

　けれども小説を書くほど文才があるわけでも、漫画にするほど画力があるわけでもなかった。

　ゲームという形での公開を思いついたのはたまたま。

　パソコンで誰でもできるフリーゲームというのをプレイし、自分でもなんとなく作ってみたいとそう思っただけ。

　そうして出来上がったのが『幻想妖精』。

　誰にプレイしてもらうでもない、ただそれまで私の中にあった空想をそのまま形にしただけの作品。

　だから万人に理解してもらおうとは思わなかった。

　謎の部分はあえてそのままに、作者の私ですら全てに回答を持って完成させたわけではない。

　だから、そんな私の作品が公開して間もなく話題になったことに私自身が一番戸と惑まどった。

　そして、それが爆発的に広まったのはステラという実況主による実況動画であった。

　実況動画というものはなんとなく耳にしていた。

　それを自分の作品がされるとは思ってもみず、だから、その実況というのを初めて見た。

「……こんな風に感じてくれたんだ」

　それは初めて、第三者による自分の作品へのリアルタイムでのプレイと感想。

　ステラさんの実況は時とき折おり、拙つたない部分もあったけれど、それでも私の作品に対して真しん摯しに向き合っていた。

　私が伝えたかったイメージを彼女なりに汲くみ取とり、時に私が感じて欲しいイベントで感情をさらけ出し、時に私が知って欲しいイベントで彼女なりの理解を見せてくれた。

　初めて見た実況は気恥ずかしい部分もあったけれど、見ていてとても楽しかった。

　なによりも「ああ、この人は本当に自分の作品を楽しんでくれた」と、その気持ちを感じられて十分だった。

　けれども、それから事態は私の予想しない方向に転がった。

　爆発的人気を得た私の作品『幻想妖精』に商業化の話が来た。特に拒こばむ理由もなかった私は何も考えずにそれを受け入れた。

　その後、私の作品は私の思想から徐じよ々じよに離れていくことになる。

「ソピアさん。例の小説化の話なんですけど、実は最後のオチをゲームのままにすると不明瞭に終わっちゃうんですよ。よければ、あれどういうことだったのか詳くわしいネタバレを教えてもらえませんか？」

「えっと、それは……」

　打ち合わせの際、私は自分には小説を書く能力がなかったために担当さんが用意してくれた小説家さんにお願いをした。

　けれども、ゲームそのものを小説にするわけにはいかず、当然ながらいくつかの変更、小説のための設定の追加、ネタばらしなどを頼まれた。

　その中にはあえて私が明かしたくなかった事実やネタバレなどもあった。

「いやいや、小説を買う人ってのはそういう本編ではわからなかったネタバレを望んでるんですよ。この際、『幻想妖精』におけるネタバレ全部教えてくださいよ。あとはこっちでうまく小説にまとめますから」

「……はい」

　それが商業化における読者や購入層への配慮ならば私が口を出すわけにはいかない。

　これは私が趣味で作り上げたフリーゲームとは違う。

　売上を前提として作り出す商業作品なのだから、不明瞭な部分や、私だけの自己満足で作り上げてはいけない。そう自分に言い聞かせるようになった。そして──

「ソピアさん。次の漫画の展開なんですけど、オリジナルキャラとか出していいですか？」

「え？」

「ほら、このままじゃ漫画の展開も終わっちゃうじゃないですか。せっかくコミックスの売上もいいんだから、ここから漫画だけのオリジナル展開とかにして引き伸ばしましょうよ。読者も『幻想妖精』がもっと長く続いたほうが喜びますよ」

「……そう、ですね……。わかり、ました」

「ソピアさん。アニメ化の話なんですけど、主人公を変えてもいいですかね？　ほら、やっぱりヒロイン一人だけって寂しいですし、ここは男主人公を作って、ヒロインと一緒に冒険って感じで──」

「……全部そちらにお任せします。好きにしてください」

　気づくと、それはもう私の作品ではなくなっていた。

　商業化した『幻想妖精』はいつの間にか、私の手を離れ、私の知らない展開、私の知らない設定、私の知らないキャラで埋うめ尽つくされていた。

　小説も漫画もアニメもグッズも、全部私の知らない『幻想妖精』。

　けれども、その売上も人気も最初の頃よりも比較にならないほど大きく、多くの人からの絶賛、賞賛の声が聞こえていた。

　だけど、中にはそれとは真逆の悪意に満ちた声も届いていた。

『アニメの幻想妖精ひでぇよ。原作ブレイカーじゃん』

『つーか、漫画のオリジナル展開もひどすぎ。人気だからってどんだけ引っ張るんだよ。あのまま原作通りに終わらせてれば良かったのに』

『作者マジひでぇな。金になるからって続けさせてるってマジ？』

『もう幻想妖精はオワコン。最初の時が一番よかったよ』

「……私も、そう思うよ」

　書き込まれた感想を目にして一人部屋の中で小さく呟く。

　気づくと私は何かを作りたいという衝動が一切なくなっていた。

　幻想妖精を作った時にはあった胸の内の空想。それが今は何もない。枯かれ果はててアイディアの欠片かけらも出ない。

　担当からは時折「そろそろ次の新作作ってみてはどうですか？」と急せかされるけれど、もう私の中で何かを作りたいという情熱は一切消えていた。

　もう私は何も作らない。

　こんな風に私の作品が私の手の届かないところで別のものになるくらいなら、最初から何も生み出さない。

　そう思い鬱うつ屈くつとした日々を過ごしていた時、私はあるフリーゲームと出会う。

　それは明らかにツクールを触り始めた初心者が作ったであろう名前も聞いたこともないゲーム。

　それをプレイしたのはほんの偶然。なぜだか手が動いた、その程度のものであった。

「……ひどいゲーム」

　クスリと苦笑を浮かべながら、ゲームをプレイしたのを覚えている。

　バランスは悪く、システムも基本的なものばかり、これといって目立った特徴もないありふれたフリーゲームの一つ。けれども、その作品には私にはない『情熱』があった。作者が懸命に作った跡あとが見えた。

　自分の作りたいもの、表現したいもの、伝えたいものを必死にそのゲームに押し込んだ跡が感じられた。

　気づくと私はそのゲームをクリアしていた。

　その後、なぜだか分からないけれど私はその作者の次回作もプレイした。

　前作よりも少し作り慣れた感じ。けれどもまだ初心者特有の粗が残っており、それが逆にその人の情熱を感じさせた。

　そうして、その人の作品を繰り返しプレイする内に、私のその人の作品が好きになっていた。

　私にはない情熱を抱いた作品。

　自分の表現したものを誰にはばかることなく無理やり押し込める粗さ。

　その全部が今の私にはない作品への愛に満みち溢あふれ、だからこそ私はその人の、ユースケ君の作るゲームのファンになった。

　彼よりも面白くて、完成度も高く、商業作品に負けないフリーゲームはたくさんあるだろう。

　けれども、彼が作る彼だけの作品は他の誰にも作れない彼の魅力が詰まったゲームだ。

　そんな彼本人と出会った時、私はとても嬉しかった。

　けれど、彼が商業化を目指し、この『特別えんため大賞』に参加すると聞いた時、私の心臓は早はや鐘がねを打った。

　商業化を目指す。それはつまり、彼の作品が商業という枠にハマり、それに適合するために変化しなくてはならない。

　ダメだ。それはダメだ。

　彼の作品が商業化すれば、それは必ず〝彼の作品ではなくなる〟。

　粗さは時としてフリーゲームの良さとなるが、商業化においてそれは排はい除じよするべき欠点。私はそれを誰より知っている。

　彼が商業化のために作品を変化させていけば、それは必ず彼の創作意欲を削っていく。

　仮に商業化がうまくいったとしても、その次の作品もそれに合わせた商業化前提の作品となっていく。

　そうすれば自然、彼はそれまでのような自由な創作の前に必ず一度踏ふみとどまり、考える。

　それを繰り返す内に彼の自由な感性は薄れ、ユースケというフリーゲーム作者の作品はドンドン死んでいく。やがては私のように創作意欲そのものをなくす。

　ダメだ。それはダメだ。

　彼の作品は商業化してはいけない。彼を商業化の道に引きずり込んではいけない。

　彼はこのまま自由に、ただフリーゲームを作り続けるのが、彼の感性に一番いいんだ。

　そうでないと、もう彼の作品を遊べなくなる。

　だから私は離れていたはずのゲーム制作を再び行った。

　作りたいものはもう作れない。けれども、単に商業化を前提とした作品なら作れる。

　私の意志や情熱、想いは一切必要ない。

　ユースケ君に大賞を取らせない。そのためだけのゲームを作り上げる。ただそれだけの目的で私は彼の夢を阻はばもうとしたのだ──




「……夢を叶かなえて、その後どうするの？」

「え？」

　不意に顔を伏せたままの白雪さんがそう問いかける。

「商業化しても祐ゆう介すけ君の作りたいものが作れるわけじゃない。ううん、むしろ今祐介君の作っている物が商業化に適応するように改変されることだってある。そうなったらあなたの感性だってなくなっていく。それでも商業化の夢を叶えたいの!?」

「白雪さん……」

　それは真に迫った白雪さんの叫びであった。

「つまり、それがお前が今回のコンテストに参加した理由ってことだな」

　見ると、そんな白雪さんに反応するように響さんが声をかける。

「……そうです。ここで祐介君が大賞をとって商業化の夢を摑つかんでも、それはきっと後悔する。私のように……」

「なるほど。だから、お前はオレのことを恨うらんでいたんだな」

　それは一体どういう意味か？　オレが問いかけるより早く白雪さんはそれに頷く。

「そうですよ。あなたの実況が原因で私の『幻想妖精』は爆発的な人気になった。あなたの実況のせいで私の作品は商業化した。あなたのせいで私の作品は私の作品でなくなったんですよ……ステラさん……」

「ち、ちょっと待ってくれ！　それはいくらなんでも逆さか恨うら──」

「分かってますよ！　そんなこと！　だけど実況のせいで私の作品は商業化して、私の感性はなくなったんです！　やりきれないんですよ、この想いだけは！　逆恨みだと分かっていてもステラさん、私は、あなたが……嫌いです！　実況動画なんて文化そのものも大嫌いです!!」

　白雪さんの魂たましいからの叫びを、しかし響さんはそれを真っ向から受け取った。

　決して視線をそらさず、正面から白雪さんを見つめる。

「そう。だけど、私はあなたの作品がとても好きです」

「……！」

　だが響さんは答えた。偽りない本心を。

「確かに私はあなたの作品、『幻想妖精』をプレイし、実況しました。なぜか？　それはあなたの作品がとても面白く、魅力的だったからです。だから私はこの素晴らしい作品をより多くの人に伝えたくて、実況という手段をとったのです」

「そ、そんなの……」

「ええ、あなたの言うとおり、私の身勝手な行動ですわ。けれども私は後悔していません。あなたの作品はそれほど魅力的で、多くの人に知ってもらいたいと思ったから。それに一つお聞きしますが、あなたが本当に自分の作品を広げることに嫌悪感しかないのでしたなら、どうして概要欄に『実況禁止』と文字を打たなかったのですか？　たった一文、それを付け加えるだけでよかったではありませんか」

「……そ、それは……」

　確かにその通りだ。

　響さんの言うとおり、この世には多くのフリーゲームがあるが、その中には明確に『実況禁止』と銘めい打うっているものもある。

「あなたがそう一言書けば、あるいは私に直接連絡してくだされば私はすぐにでも自分の実況を取り下げました。ですが、あなたはそうはしなかった。今もなお無数に広がっている『幻想妖精』の実況にも口を出していない。勿論、いちいち構う気がないという理由もあるのでしょうが、本当はもう一つ別の理由もあるんじゃないんですか？　あなたも本当はわかっているはずです。そうした実況を含めてフリーゲームというエンタメだということを」

「…………」

　白雪さんは答えない。だが、その顔には確かに迷いが感じられた。

「確かに今の世の中、多くの実況動画が流れています。中には作品を貶おとしめるような実況動画とも呼べない粗そ末まつなものもあります。けれども、そもそも実況動画というのは自分が面白いと感じたものを多くの人に伝えたい、その想いから広がった文化、エンタメのはずです。だから私は実況をする時、まず自分自身が楽しむことを第一にしています。私が楽しむ姿を見て、その作品を知って欲しいと、そう想いながら実況を続けています」

　ステラさんのその演説に、彼女の傍そばにいた多くの実況主達が頷く。

「ソピアさん。もしも、あなたが私の実況動画に何一つ感じるものがなったのでしたら、そうおっしゃってください。すぐにでもあの動画は削除いたします。けれども、もしも私の動画を見て、何かを感じたのなら、少しでも面白いと思ってくれたのなら、その文化を、実況というエンタメを認めてください」

　気づくといつもの口調から実況主ステラの口調に変わっていた響さん。

　それほど彼女は真剣であり、同時に白雪さんに訴えていた。

「……わ、私は……」

　それを前に白雪さんは言いい淀よどんでいた。

　そこには確かに大嫌いだと罵ば倒とうしながら、心のどこかで初めて自分のゲームを楽しそうにプレイしてくれたステラさんに対する感謝が残っているのだと感じられた。

　それを響さんも感じ取ったのか、更に続ける。

「それともう一つ、あなたは先ほど祐介君の作品が商業化すれば、彼の作品ではなくなり彼の感性も失われると言いましたが、どうして最初からそう決め付けるのですか？」

「え？」

「確かに多くの人が夢だった商業化を手にして現実との違いに打ちのめされることはよく聞きます。あなたも状況は少し違いますが似たようなものだったのでしょう。けれども、そうした夢を手にして自身の感性を失うことなく創作を続けている人も多くいるはずです。最初から祐介君の感性が失われると決めつけて、彼に夢を摑む機会さえ与えないのは、少し違うのではありませんか？」

「…………」

　響さんの問いに白雪さんは答えない。ただ俯うつむき、唇を強く嚙むだけ。

　やがて彼女は意を決したようにオレに問う。

「祐介君は……それでも夢を叶えたいんですか？　私の話を聞いてなお……商業化するということが決してプラスなことだけではないと分かっていてもなお、その夢を見たいの……？」

　オレは白雪さんのその問いに彼女と、響さんを交互に見つめながら答える。

「──ああ。たとえそれでもオレは今回のチャンスを摑みたい。実際、一度オレは夢を諦あきらめてしまったことがあるんだ。今とは違うけれど、別の分野で……。けれど、やっぱりそれでも夢を捨てきれなくて、こうしてフリゲという形でそれに挑戦している。仮に今回ダメでもオレはまた挑戦するよ。それほどオレにとってこの夢は大事だとわかったから。仮に夢が叶ったとしてもオレは白雪さんが心配するようなことにはならない。たとえ自分の思い通りに行かなくてもその中で自分のやりたい作品を貫く。これから先、オレの作品はずっとオレのままで行ってみせる」

「……そう、なんですね」

　その答えを聞き、初めて白雪さんが笑みを浮かべた。

　それはどこか安心したような、肩の荷が降りたような笑みであった。

「それではソピア先生。あなたがこの中で一番面白かった作品はなんでしょうか？」

　そうして場が落ち着いたのを見計らうと再び司会者さんがその質問をし、今度はそれに対し白雪さんは笑みを浮かべて答える。

「そんなの決まってます。それは──」




「さあ、それではいよいよ『特別えんため大賞　自作ゲーム＆実況部』の大賞発表となりまーす！」

　司会者さんの宣言と共に会場中に拍手が響き渡る。
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　いよいよ、この時が来た。泣いても笑ってもここで結果が出る。仮にここでオレの作品が選ばれなかったとしても、それはそれで構わない。

　また一から制作をする。それこそ何度でも、何度でも。もうオレは夢を諦めたりしないと、先ほど誓ったのだから。

「では、栄えある投票の結果、大賞に輝いた作品は──こちらです！」

　デデンという派手な効果音と共にオレ達の背後にあった巨大なスクリーンに文字が浮かぶ、そこに現れた作品の名は──

「────」

　一瞬、呼吸するのを忘れる。だが、すぐさま大きく息を吐いて、オレは静かに頷く。

「大賞はソピア先生の『機械仕掛けの島』！　おめでとうございまーす!!」

　大賞が発表されると同時に割れんばかりの拍はく手しゆ喝かつ采さいが巻き起こる。

　オレもそれに同調するように拍手をする。

　当然の結果だ。すでに見えていた事実。ソピアさんの作品が大賞を取る。

　無論、悔しい気持ちもある。けれども不思議と挫ざ折せつ感かんはなかった。

　むしろ、次への活力が腹の底からみなぎり、すぐにでも家に帰って新作のプロットを練ねりたい気分であった。

「では、大賞を受賞したソピア先生から一言をどうぞ」

　そう言ってマイクを渡される白雪さん。彼女の前にカメラが移動し、現在これを見ている生放送の皆のもとにも彼女の姿が届いている。

　そうして、そんなオレ達全員を前に彼女は告げた。

「大変ありがたい限りですが、私はこの大賞を辞退します」

「え？」

　一瞬、彼女の告げたセリフにこの場の全員が呆あつ気けにとられる。

　すぐさま司会者さんが動揺した様子で白雪さんに詰め寄る。

「あ、あの、ソピア先生。それはどういう……？」

「言葉通りの意味です。私はここにいる方々と違い、単純に大賞を目指していたわけではなく、その邪魔をしようとしただけ。そんな不純なだけの動機で生まれた作品が大賞をとっていいはずがありません。なによりも、本当に大賞を目指し頑張った方にこそ、この権利を与えるべきです」

　そう言って白雪さんは静かに頭を下げ、マイクを司会者さんに返す。

　その意思は固いようであり、それを見た司会者さんも苦笑を浮かべながら頷く。

「……分かりました。それでは、大賞のソピア先生が辞退ということなので、大賞は次に投票が多かった作品となります」

　ざわめく会場。オレ達、フリゲ制作者の中にも動揺が走る。

　ソピアさんの新作が大賞から外れたとなると、果たして一体誰がその栄えい誉よに輝くというのか。

「では、今回の『特別えんため大賞』、波は乱らん万ばん丈じようなその結果を制した作品は──こちらです！」

　司会者さんの再びの宣言と共にスクリーンに新たなる文字が刻まれる。

　そこに映った作品の名は──





　　　　◇　　◇　　◇






『はーい、どうもステラですわー！　今回はあの「機械仕掛けの島」を実況しまーす！　いやー、実はこれずっと実況したかったんですよー！　特別えんため大賞が終わって最終選考作品が自由に実況可能になったので、真っ先に収録させて頂きましたー！　あ、勿論、ソピアさんの了解も取っていますよ。ソピアさん、ありがとうございますー！』

　あれから一週間。コンテストが終わり、オレ達はいつもの日常に戻っていた。

　ステラこと、響さんは相変わらず実況主として大忙し。毎日様々な動画を上げている。

　最近ではゲーム実況だけでなく、歌ってみたなども上げたり、彼女も彼女なりに色々と変化を模索しているようだ。

　白雪さんは結局、あれからゲーム制作は完全に引退したが、自身の作品『幻想妖精』と『機械仕掛けの島』に関しては二次創作や実況は好きにしていいと彼女自ら作品紹介の一文に記載していた。

　委員長、葵あおいは相変わらず音楽制作に勤いそしみ、色んなフリー音楽を作ってはそれを素材として提供している。無論、オレもその恩おん恵けいに与あずかっている。

　昇のぼるとは変わらず、オレと一緒に好きな実況主の話やフリーゲームの話題で盛り上がっている。

　そして、オレは──

「よし、次のゲームのプロットは完成。それじゃあ、早速制作していくか」

　いつもと変わらないゲーム制作。

　いや、前とは違うことが一つ。

　それは明確な目的を持ち、夢に向かって頑張っていく意志を身につけたこと。なにより──

「お、響さんからのメールだ」

　スマホを開き、届いたメールの内容を見てオレは笑みを浮かべる。

『新作楽しみにしてるぞ。またお前のゲーム実況してやるから、実況させてやるって作品を公開しろよ。ステラ』

「言われるまでもないよ。ステラさん」

　オレはキーボードを打ち、マウスを動かし、夢に向かっていく。

　たった一人でもオレの作品を待ち望んでいる人がいる。

　その人のためにオレはこれからもフリーゲームを作り続けるだろう。

　とある実況主と共に、夢を見ながら──
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　自分の顔が嫌いだった。

　生まれつき目つきが鋭するどい。母親ゆずりの髪も金髪。まるで染めたかのような容よう貌ぼうはきつい目つきと相まって幼い少女ながらも迫力があり、よく近所の子達に怖がられていた。

　当然、学校へ行けばそれをネタにからかわれる毎日。

「うわ！　不良がきたぞー！」

「金髪不良ー！　目つき悪い奴ー！」

「姉ちゃんは黒髪なのにお前だけ金髪って絶対染めたんだろうー！」

　私には一つ年上の姉がいた。

　姉は私と同じ両親から生まれたのに黒髪。目つきは優しく、顔立ちも妹の私から見ても可愛かわいい。男の子みたいな私とは正反対の女の子っぽい、私の憧あこがれの姉だった。

「うるさいー！　あっち行けー！」

「うわー！　不良が怒ったー！」

「殴なぐられるぞー！　逃げろー！」

　勿論、誰かを本気で殴ったことなんてない。

　今にして思えば子供特有のいたずら、からかっていただけなんだろうけど、それが私にはとても屈くつ辱じよくだった。

　なにより気に食わないことは他にもあった。

「お前の妹、金髪のくせにお前だけ黒髪とか変だろうー！」

「顔も似てないし、お前ら本当は違う両親から生まれたんだろうー！」

「オレ知ってるぜ。それってふりんって言うんだぜー！　ふりんー！　ふりんの子ー！」

「う、ううっ……」

「こらー！　お前ら何やってるんだー！」

「やべっ、不良の妹が来たぞ！　逃げろー！」

「お姉ちゃん、大丈夫だった？」

「……うん、ありがとう。響ひびきちゃん」

　学校の帰り道、よく姉がクラスメイトにそうやっていじめられているのを見かけた。

　姉は私と違って内気で臆おく病びよう、可愛い見た目通りの清せい楚そな性格。

　そのためだろうか、男の子達がよく姉をいじめた。

　私という目立つ妹がいるせいもあったんだろう。

　だから、私がお姉ちゃんの分まで勝気になって、お姉ちゃんを守ろうと思った。

　けれども、そんなお姉ちゃんを見ているとどうしようもない感情が湧わき立たつこともあった。

「奏かなで、響。お誕生日おめでとう。二人にはこれをあげるわ」

「うわー、素敵なネックレスと衣装。お母さん、ありがとう！」

　ある日、誕生日に母は私と姉にネックレスをくれた。

　女の子っぽい可愛い服に、綺麗なデザインのネックレス。

　それに着替えてネックレスを身につけた姉の姿はとても可愛らしかった。まるでテレビに出る子役のように輝いていた。

「響ちゃんは着替えなくていいの？」

「えっと、その……今度、着替える……」

　だから、そんな姉がいる隣となりで私が同じような服を着ることは出来なかった。

　姉は私と違って清楚で綺麗。

　目つきも悪くないし、髪だって日本でいう大和やまと撫子なでしこみたいな真まっ黒くろなストレートでとても綺麗。

　私のような目つきが悪く、髪も金髪で、ところどころの髪の毛がはねてるような可愛くない髪型とは大違い。

　絶対に似合わない。

　私と姉が同じ格好をしたとしても、ほとんどの人が姉が可愛いと指差す。

　そんなのはわかっている。だから、私は諦あきらめた。女の子っぽくなるのを。可愛くなるのを。

　そして、翌日から私は学校でも男の子の服装で、男の子っぽい振りをするようになる。

　理由は簡単。そうすることで私をからかう奴が減ったから。

　今までは冗談やネタでからかっていたことが本当となり、私の見た目に周囲がビビるようになり、以前のようなちょっかいが減っていった。

　そして、それは姉へのいたずらにも影響した。

「おい、奏。聞いたぜ、お前母親金髪の外国人なんだろう？　なのになんでお前、黒髪で──」

「金髪がなんだって？」

「ひっ！」

　姉が誰かにからかわれそうな時、私が凄すごみをきかせて現れるだけで、そいつらはビビって姉にちょっかいを出さなくなった。

「響ちゃん。いつもありがとうね」

「……別に。大したことねぇよ」

　自分のため、姉を守るために私は男の振り、不良の振りをする私を作り上げた。

　それでいいと思ったし、誰かに好かれるなんて期待もしていなかった。

　けれども、心のどこかで、一度でいいから女の子っぽい服装をして、女の子らしく誰かに可愛いと言って欲しかった。

　そんなバカげた夢を抱いていた、ある日のこと。姉に友達が出来たという。

　その子は書店で知り合って、公園で色々話すようになったと。

　姉が好きな小説、漫画の話で盛り上がり、その子のおかげで学校の帰りが楽しみだと言う。

　私も姉のそんな楽しそうな顔が見れて嬉しかった。

　けれども、ある日、姉が風か邪ぜをひいた。熱も高く外へは行けない。

　でも、姉にはどうしても外に行って会わなければいけない子がいた。

　それが先ほどの子。その理由は姉が──私達がここから引っ越すから。

　いつも会っていたその子に自分が引っ越すことをどうしても伝えたいとせがみ、姉は私にある頼みごとをした。

「お願い、響ちゃん……。私の代わりに、私の振りをして、その子に会ってそのことを伝えてくれない？」

「え、だ、だけど……」

「大丈夫。帽ぼう子しやフードをすれば髪の色は隠せるよ……。お願い、その子にどうしても伝えて欲しいの。引っ越しのことを……」

「……わかった」

　それはこれまでにない姉の必死の頼み。

　受けるしかない私はそのまま部屋に行き、ずっと押し入れにしまっていたある衣装とネックレスを手に取る。

　それは誕生日、母からもらった姉とお揃そろいの可愛らしい服。そして、星をイメージしたネックレス。

　今までずっと自分には似合わないと、姉には敵わないと生涯着ることはないだろうと諦めていた服。

　けれど、今の私は姉の代わりとして、その子に会わないといけない。

　私はそれを理由に、初めて女の子らしい格好をして外出し、その男の子に会いに行った。

「お、おまたせ……待った」

　公園にいた男の子は普通の子だった。

　その時、どんな会話をしたのかは具体的には覚えていない。ただ一つ、私が忘れられない印象に残ったセリフがあった。

「あの、その、変、じゃないかな？」

「変ってなにがだよ？」

「その、洋服とか……似合ってないとか……」

「？」

　幼い私の質問に男の子は怪け訝げんそうな顔をする。だが、

「よく分かんないけど、いつもより可愛いと思うぞ。その星のネックレスも似合ってるし」

「────」

　生まれて初めての衝撃だった。

　異性の、それもおそらくは同じ年の子からの噓うそ偽いつわりない私の姿を褒ほめる一言。

　なによりも男の子はいつもよりも可愛いと言ってくれた。

　それはコンプレックスでしかない姉よりも目の前の私が可愛いと男の子は言った。

　それはその時だけのお世辞かもしれないし、普段の姉を男の子があまり見ていなかったせいもあるのかもしれない。

　けれども、それでも男の子のセリフに私の顔は真っ赤になって、心臓が破は裂れつするくらい嬉しかったのを覚えている。彼に褒められた星のネックレスをぎゅっと握り締めた事も忘れていない。

「……その、ね、実は今日はお話があるの……」

　そうして私は引っ越しのことを話す。

　男の子は問う。「また会えるのか」と、私はそれに答えられなかった。すると──

「なら、オレが小説家になるから、オレの小説が漫画化した時に、それをお前に描いてもらう！　だからお前も漫画家になって、将来また一緒に会おうぜ！」

　驚いた。姉が漫画を描くのが趣味だったのは知っていた。けれど、そんな夢を持っていたなんて知らなかった。

　驚く私に男の子は手に持っていたノートを渡す。

　それは彼の手書きの小説。題名は『ファンタジア伝説』と書いてあった。

　男の子は夢を叶えたらまた会おうと約束をしてきた。

　私はそれに頷うなずいた。

　一つは姉の代わりに彼と約束を交かわすため。

　そして、もう一つは──私を初めて可愛いと、女の子として扱ってくれた男の子にまた逢あいたいと、そう思ってしまったから。

　そんな幼い恋心に突き動かされ、私は彼と約束を交かわす。

「そっか。彼、そんな約束してくれたんだね。じゃあ、私も頑張って漫画家を目指さないとね」

　家に帰って風邪が良くなった姉に私はあの子との約束を伝える。

　すると、姉は笑ってそう答えた。

　翌日から、趣味だった姉の漫画制作は本格的になり、本気で漫画家を目指しているのが見て取れた。

　そんな姉の背中を見ながら、私も密ひそかに漫画の練習に取り組んだ。

　理由は一つ。またあの彼に会いたかったから。あの男の子との夢を私も叶えたかったから。

　それまで私には夢がなかった。目標もなかった。

　姉のように漫画に打ち込んだり、それを叶えようという気持ちにはなれなかった。

　けれど、あの男の子との約束が私に夢をくれた。

　もう一度、彼に会うために。

　あるいは姉への対抗心もあったのかもしれない。いずれにしても、私のその夢はすぐに挫ざ折せつすることになる。

　元々、私にはそれほど画力はなかった。漫画のセンスもなかった。

　私がモタモタしている内に姉はドンドン頭角を現し、漫画賞の最終選考に残ったり、新人賞を取とった。

　そんな姉の姿を見て、私はすぐに自分の夢を諦めた。

　それからしばらくして、ネットで実況動画を見た。

　誰の実況だったかは思い出せない。けれど、その人の実況を見ていると暗い気持ちが吹き飛び、画面を前に明るく笑っている自分に気がついた。

　そして、私はその人がプレイしていたゲームをプレイしてみた。

　そこからフリーゲームというものにハマったのかもしれない。

　こんなにも面白いゲームを無料で遊べる。それを作ってくれる人がいる。それを実況する人達もいる。

　自分の知らない世界をこんなに面白く伝えてくれたその人達の真似を私もしてみたいと思った。

　そして、『幻げん想そう妖よう精せい』というゲームに出会い、その実況をしたいと思った。

　それが私──『ステラ』の始まり。

　学校では不良、男勝りのキャラがすっかり定着してしまい、今更やめるにもやめられなくなってしまった時、そんな不良の自分とは違う、普段の──女の子らしい、理想の自分を演じられる瞬間。

　ううん。どちらかといえば、実況の時の私の方が自然体であった。

　時とき折おり、叫び声の際は思わず普段の不良を演じている時の声が出てしまうけれど、それでも実況している時の私は自由だった。

　気づくと私『ステラ』は実況界でも名前が知れた存在となり、いわゆる有名実況主の一人になっていた。

　特にそんなつもりはなかった私だけれど、やることもなく、夢もなくなった私はただそのまま惰だ性せいで実況主を続けた。

　周りはそんな私の日々の実況を楽しんでくれたけれど、ずっとこのままでいいのかという悩みも生まれ始めた。

　そんな時だった。〝彼〟と再会したのは。

「これって……」

　それは次なる実況用のゲームを探していた時、偶然目にしたタイトル『ファンタジア伝説』。

　幼い頃、私があの子からもらったノートのタイトル。

　そして、その内容もあの小説に書かれていたものと類るい似じしていた。

　すぐに気付いた。これの作者はあの男の子だと。

　この時の私の動揺は普通ではなかった。そのまま掲示板に子供の頃のことを聞こうとすらしていた。

　メールも何度となくしようとした。けれど、必死に踏みとどまった。

　もしも違ったら。いや、違うはずがない。けれど、向こうが覚えていなかったら？　今更そんなコメントをしてどうなる。

　さんざん悩んだ結果、私がしたことはただ作品のダメ出しをするという照れ隠しに似た行為。

　ハンドルネームもわざわざ『通りすがりＡ』などと、偶然通りかかったようにする始末。

　そのあとはずっと彼──ユースケ君の作品を見続けた。その更新を、新作を楽しみにしていた。

　無論、実況も何度となくしようかと悩んだ。

　けれども、彼の作品はお世辞にも一般向けとはいえない、実況向きとも言えない。それに自分が実況することで変に意識していると思われたくない。

　いずれにしても私は彼とネットで再会しながらも、それ以上のことは出来なかった。

　普段不良を演じていても、本当の私はそういう臆病な子に過ぎなかった。

　もしも、次に何かチャンスがあれば──

　現実で彼と出会い、再会する瞬間があれば──

　そんな乙女チックで淡い、幻想的な夢を見ていた私だったからこそ、あのスマホを拾った時の衝撃は忘れられない。

「……ユースケ君」

　スマホの画面に映ったのは間違いなく私がプレイした『ダンジョンVSダンジョン』のプロット。そして、それを書いた人物はあの少年、ユースケ君に他ならない。

　荒あら木き祐ゆう介すけ。彼の名前を確認した瞬間、その予感は確信に変わった。

　彼の机に手紙を置き、放課後に残るよう指示をした。

　理由は……自分でもよく分かっていない。

　スマホを返すためというのもあるが、本当はそこで自分が子供の頃、彼と会ったこと、そして再会をずっと待っていたことを打ち明けようとも思っていた。

　けれど、夕日を背にする私を見て、祐介君が明らかにビビっているのが分かった。

　なによりも彼があんな小さな頃の約束を覚えているはずがない。

　なら、このまま素直にスマホを返して終わった方がいいのか？

　いや、ダメ！　だって、せっかく祐介君と再会できたんだもん！　このまま終わりなんて絶対に嫌だ！

　なにか、なにか繋つながりを。

　ここから祐介君と一緒にいられる理由、これからもっと仲良くなれるための何かを作りたい。

　そう必死に頭の中でグルグル考えた時、私の脳のう裏りに閃ひらめいたのは彼が作るフリーゲームと、そして私の実況。

「お前──オレのためにフリーゲームを作ってくれよ」

　気づくと私はそんなことを言っていた。

　頭は真っ白だ。自分でも何言ってるの？　バカなの？　アホなの？　フリーゲームを作らせて関係を引き伸ばすとかどんな展開!?

　けれども、祐介君は私がその場で作った理由に頷いてくれた。

　彼の顔が近かった。正直、何度も心臓の跳ね上がる音が聞こえないか不安だった。

　夕日に染まる私の顔が、恥ずかしさで真っ赤になっていたのがバレないか不安だった。

　なんにしても、そこから私は祐介君との関係を築けた。

　あの日、私を女の子として見てくれた男の子に、また女の子として接してもらいたくて。

　実況がマンネリになっていたのは事実だった。

　だから、それを変えるきっかけが欲しかったのは本当だったけれど、それよりも私は彼との日々に舞い上がっていた。

　委員長に詰められ、教室で彼氏彼女の関係だと大おお見み得え切った時は恥ずかしさで死にそうになった。

　祐介君から「それは嫌だ」と言われたらどうしようかと内心すごく怖かった。

　けれど、彼はそんな私との関係を受け入れてデートまでしてくれた。

　服はあの時とは違うけれどなるべく似たものを、そしてネックレスだけはあの時のものを付けた。

　祐介君が褒めてくれた時、あの時と同じように心臓がバクバク跳ね上がるのが分かった。

　それから彼がくれたプレゼントも嬉しかった。

　けれども一つだけ不満があった。それは彼が普段の響が私の素すだと思われたこと。

　そ、そりゃ普段は荒っぽい口調で不良を演じていたけれど、言ったようにそれは理由があったから。やめるきっかけがなく、つい続けていただけ。

　だから祐介君の前では普段の、女の子らしい姿でいたいと思っていたけれど……あんなこと言われたら、響の姿を演じるしかない。

　というか、高校生にもなって「オレ」なんて言うわけないじゃない!?　少しは気づいてよ、祐介君……。

　そうしてデートが終わり、しばらくして祐介君のゲームが完成し、それを私が実況する時が来た。

　彼が作るゲームを実況したかったのは本当。

　だから『星ほしを拾ひろうひと』は、これまでの私の実況の中で一番緊張していた。

　はじめなんて声が裏返っていたけれど、多分誰も気づいていない。それほど私の心臓は高鳴っていた。

　子供の頃、彼が言っていた自分が作った小説を私が漫画にする。それを違う形で叶えられた気がしたから。

　だから、彼が『特別えんため大賞』に出場すると言い、その理由を打ち明けてくれた時は本当に嬉しかった。

　だって彼は忘れていなかった。覚えていた。あの時の女の子わたしとの約束を。

　彼が小説家を諦めていたのはなんとなく分かっていた。けれども彼は違う形で、フリーゲーム制作で、その夢を叶えようとしていた。

　なら、私もその夢を応援したい。共に叶えたい。

　私もまた彼と同じように漫画家を目指したけれど、それに挫折して、たまたま人気が出たゲーム実況に逃げていただけ。

　だけど、そんな私の実況で彼の夢を叶えられるならそれを全力で果たす。

　そうだ。これは約束を果たすための誓ちかい。

　彼が作ったフリーゲームを、私が実況し、それを商業化させる。

　それは幼い頃に約束した私達の夢そのもの。

　だからその日、彼の夢は私の夢にもなった。

　ゲーム制作と実況。小説と漫画。形は変化したけれど、私はその夢を叶える。今度こそ。




「祐介。お前の夢、必ずオレが叶えてやるからな」




　私の名前はステラ。職業は実況主。

　そして、私はゲーム制作者と──夢を見る。






あとがき






　FGO最高だぜ！（挨あい拶さつ）

　どうも、はじめましての人ははじめまして。雪せつ月げつ花かと申します。

　この度『学園一の不良娘がオレにゲームを作って欲しがっている』を書かせていただきました。

　この『学園一～』は前々から書きたいと思っていたシナリオの一つでした。

　というのも私自身、長年フリーゲームを制作しておりますフリゲ作者の一人でした。知っている人は知っているかもしれませんが『徒あだ花ばなの館やかた』『誰がゾンビを殺したか』など、こちら私が制作したフリーゲームで小説も出しております。というより小説よりもフリゲ制作歴の方が長いです。

　はじまりはスーファミの『RPGツクール』でしたね。

　あの当時、まさか自分でRPGを作れるソフトがあるとは知らず、RPGが大好きだった私はそれに夢中になりました。

　いろんなゲームを作ったりしましたが、完成まで行けた作品はほとんどありませんでしたね（笑）。

　その後『RPGツクール２』では人類には早すぎるサテラビュー機能なんかがありましたが、まったく活用しませんでしたね。

　とはいえ、活用しなくても２の制作ツールはかなり出来がよくって、延々と作っていましたね。２は名作。ハッキリ分かんだね。

　PS版の『RPGツクール３』も、とにかく作りやすい出来で、これもかなり作っては遊び。作っては遊びしていました。

　その後、パソコン版の『RPGツクール2000』にどハマリしましたね。あれはツクールシリーズ中、間違いなく傑作のひとつですね。

　未だに2000で制作されたフリーゲームも多く出回っていると思います。アイディア一つでどのようなゲームでも制作可能な自由性。作りやすさ。いやー、PC版のツクールの火付け役に相応しいですね。

　まあ、その後も色々とツクールシリーズは出て『RPGツクール2003』『RPGツクールVX』『RPGツクールVXAce』そして『RPGツクールMV』『RPGツクールMVT』と今に至りますね。

　個人的には『VXAce』が好きなツールではあります。作りやすくて、とても良き。

　そんなこんなで今回の主人公・荒あら木き祐ゆう介すけ君くんにはそんな私のツクールの経験が活かされております。まあ、この辺はぜひ本編をご覧になってツクール制作者の方には「あるある」と思っていただければ幸いです。

　それと！　今回、このフリゲというコアな題材を小説にするにあたり色々な方のご許可、出演を頂きました！　改めてこの場でお礼を申し上げます！

　『キミガシネ』ナンキダイさん、『虚うつろ町まちののばら』ゆきはなさん、『SheSeeCrisis!』ほりんさん。『ゆりかごの夢』絹きぬ笠がさマルニさん。

　特にナンキダイ先生に関しましては小説内でキャラとして登場させていただきました。これを快く許可していただいいて、ありがとうございました。なお実際のナンキダイ先生と小説内のキャラは異なるということを明記させていただきます。あとほりん先生も同様にありがとうございました。ちなみにほりん先生も実際はロリじゃないですからね（笑）。

　それから実況主のもこうさん、主役は我々だ！さん、誠にありがとうございました！

　それと作品名、『被ひ虐ぎやくのノエル』『殺さつ戮りくの天使』『ぶきあつめ』『青あお鬼おに』『ゆめにっき』も、小説内で出すことを許可して頂き、ありがとうございました！

　もし、この小説を読んでこれらの作品や実況主様に興味が出た方がいらっしゃいましたら、ぜひとも動画をご覧下さいませ。とても面白いこと間違いなしです。

　そしてスペシャルサンクスとして『RPGアツマール』についての紹介もさせていただきます。

　そうなのです。ご存知の方もいるかもしれませんが、作中で祐介君が自作ゲームを上げていたサイトや、それに参加していたコンテストは実在のものです。『えんため大賞』も実際に行われています。

　この小説を見て、興味を抱いた方がいらっしゃいましたら『RPGアツマール』をご覧下さいませ。スマホからでもプレイできますよ。

　それでは一通りのお礼も済んだのでこの辺りで締めさせていただきます。

　最後にフリゲ最高だぜ！






■PCでもスマホでも、自作ゲームが無料で遊べる！ RPGアツマール
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■アプリゲーム版「青鬼」はこちらから

　https://www.uuum.co.jp/aooni

















この小説はフィクションです。

実在の人物、団体、事件などには一切関係ありません。
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